
開講時期 単位 時間数

回 方法 担当

受講上の注意 　 関連科目

事前および事後学習

◎1.多様な文化や価値観を受け入れ、対象を身体的・精神的・社会的に統合された生活者としてとらえることができる。

◎2.人を尊重し、思いやりの心をもって行動することができる。

科目名 担当者

論理学
１年

前期
1 15 水田　信（大学講師として36年）

科目のねらい

文章の読み書きを通して、論理的なものの見方、考え方、表現する力を養う。

到達目標

論理的思考に必要な基礎知識を学び、看護に必要な論理的思考力と伝達力（文章力）を身につける。

DPとの関連

授業計画

目標 学習内容

１

２

１．人間の言葉としての言語の

特徴を説明できる

２．日本語の特徴について説

明できる

１．言語の働き:思考と伝達

２．言語と文字、言語と文化の関連

３．文法、論理、修辞法

４．知性の世界と感性の世界

１．日本語の性質と文法

２．日本語の表現における留意点

講義 水田

３

４

５

6

３．論理学の基礎について説

明できる

１．哲学体系の中の論理学

２．論理的な考え方の基礎

　１）演繹法と帰納法

　２）三段論法

　３）間違った論理の展開（誤謬）

３．科学的方法論

４．弁証法

講義 水田

７

８

４．論理的な文章の書き方・口

述の仕方が説明できる

１．実用文（情報伝達型）と芸術文（自己表現型）

　１）論理的文章とは情報伝達文章のことである

　２）読み手が誰なのかを考える

　３）レポート・論文の書き方

　４）プレゼンテーションでの論理の活用

２．論理的なコミュニケーションの習得

　１）主観と客観

　２）複数の立場に身を置き、他者の視点から考

　　えてみる

講義

・

演習

水田

　

自分の普段の言葉遣いと比較しながら、考えてみる
倫理学

基礎看護技術Ⅱ（ヘルスアセスメント・VS・記録・報告）

・事前学習：講義該当部分の講義資料、教材を事前に読んで授業に臨む。

・事後学習：授業終了後は、講義資料、教材を復習する。



成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

作文80％　　授業参加度２０％

テキストに代わる講義資料は、適宜配布

参考書：『日本語作文術』　野内良三 著（中公新書）、『「論理思考」の本』　後 正武 著（PHP研究所）



開講時期 単位 時間数

回 方法 担当

受講上の注意 関連科目

◎2.人を尊重し、思いやりの心をもって行動することができる。

◎5.身の健康を自ら保持し、看護専門職として、常に探求心をもって主体的に行動ができる。

科目名 担当者

情報科学Ⅰ １年前期 1 15 富永　裕樹（実務経験として9年）

科目のねらい

情報化社会にいて学習活動を行うための最低限度の基礎知識技能を身につけ、個人情報の意味や課題などを学び情報を扱う

際の情報倫理について習得する

到達目標

１．情報科学における基礎的知識をもとに、コンピュータとセキュリティについて理解できる

２．インターネットを用いた情報収集の仕方が理解できる

３．情報倫理の意味と情報を扱う上での情報セキュリティの方法が理解できる

DPとの関連

1

・

２

授業計画

目標 学習内容

１．情報の定義と特徴

　１）情報とは

　２）情報の特性

　３）情報の認知と意思決定

　４）情報の伝達と意思決定

富永

２．社会と情報

　１）インターネットのしくみとネットワーク

　２）情報通信技術（ICT）とその活用

　３）進みつつある社会の変化

　　Society５　lot

講義 富永

１．情報科学の基本的知識を理解

する

講義

２．コンピューターとセキュリティに

ついて説明できる

１．コンピュータに関する基礎知識

　１）コンピュータの種類

　２）コンピュータの構成要素

　３）ファイルシステム

２．インターネットに関する基礎知識と注意点

　１）インターネットのしくみ

　２）電子メールのしくみと機能

　３）ソーシャルメディア

　４）コンピューターリスクにおけるリスクと自衛

講義・演習 富永

３

・

４

３．既存の情報の収集方法が説明

できる

１．文献検索

　１）文献とは

　２）文献を探す方法と管理する方法

２．インターネット上で役立つ情報へのアクセス

　１）ウェブサイトの閲覧方法

　２）検索エンジン・データベースの使い方

　３）インターネット上の保健医療情報の見方

３．データ検索と利用

５

・

６

７

・

8

４．情報倫理の意味と医療の関係

が説明できる

１．情報倫理とは

２．知的財産権の尊重

３．プライバシーの尊重

４．情報の公正な提示

５・危害を与えないこと

講義・演習 富永

富永講義

情報の持つ意義について理解し、情報化社会で活動できるた

めの知識、技能を習得しましょう

看護研究

臨地実習



事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

中山和弘　系統看護学講座　別巻　看護情報学

筆記試験100％

・事前学習：講義該当部分のテキスト、その他の教材を事前に読んで授業に臨む。

・事後学習：授業終了後は、テキスト、その他の教材を復習する。



開講時期 単位 時間数

回 方法 担当

４・

５・

６・

７・

８・

９・

10・

11・

12・

13・

科目名 担当者

情報科学Ⅱ １年後期 2 45
井上勇介（大学講師として21年）

藤満　幸子（認定看護管理者として　年）

科目のねらい

看護専門職として基本的な情報リテラシー（情報活用能力）を習得する

到達目標

DPとの関連

◎2.人を尊重し、思いやりの心をもって行動することができる。

◎5.身の健康を自ら保持し、看護専門職として、常に探求心をもって主体的に行動ができる。

１．情報システムが、看護用語と看護の質指標、電子カルテなど医療の現場においてどのように活かされているか理解する。

２．新しい情報を作成し、広める方法として、看護研究に必要な基礎的統計処理や発表の方法を理解する。

１．看用語護における情報

　１）看護におけるデータ・情報・知識

　２）看護の標準化

　３）看護の標準化と看護

　４）看護の質指標

１．看護と情報の関係について説

明できる

1 講義

目標 学習内容

藤満

１．医療における情報の記録

　１）医療記録における法令上の記載

　２）医療記録・情報を共有するための方法

　３）看護記録の開示とガイドライン

２．病院情報システムと記録の仕方

　１）病院情報システム

　２）レセプト

　３）オーダリングシステム

　４）クリニカルパス

　５）診断群分類(DPC）

　６）医療用画像管理ステム(PACS）

　７）医療過誤防止システム

　８）入院患者ケアシステム

　９）看護管理・業務支援システム

　10）病棟管理支援システム

　11）院内eラーニングシステム

２．医療における情報システムに

ついて説明できる

講義 藤満

2

・

3

１．エクセルの基本操作

２．データの種類と単純集計

３．正規分布の特徴

４．統計的推計と95％信頼区間

５．検定と分析

６．一般的な検定の流れと２種類の過誤

７．標本のデータ間の各種検定

８．エクセルによる各種平均の検定

９．量的データと量的データの関係を調べる

10．散布図と回帰分析

３．エクセルによる統計解析が一

部実施できる

講義 井上



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

講義

演習
井上

教科書・参考書・その他の教材

19・

20・

21・

22・

23・

５．データをレポートとしてまとめた

ものを口頭やポスターで発表する

ことができる

１．口頭発表とポスター発表

　１）プレゼンテーションとは

　２）口頭発表とポスター発表の違い

　３）プレゼンテーションの構成

　４）資料の作成と事前準備

２．インターネットにおける発表とコミュニケーション

　１）ウェブサイトでの発表

　２）ソーシャルメディアの利用

14・

15・

16・

17・

18・

４．ワードを用いて文字情報の整

理ができる

１．ワープロソフトの使い方

　１）ページ設定

　２）文章の入力

　３）挿入

　４）参考資料

　５）校閲

講義

演習
井上

・事前学習：講義該当部分のテキスト、その他の教材を事前に読んで授業に臨む。

・事後学習：授業終了後は、テキスト、その他の教材を復習する。

　　課題　100％

　教科書

　医学書院　系統看護学講座　別巻　看護情報学　第３版　2021年

パソコンを使用し、予習・復習を行う

情報科学Ⅰ

看護研究

看護管理



開講時期 単位 時間数

回 方法 担当

7

教育方法としての「授業」の構成と

教育効果を説明できる

１　コミュニケーションとしての授業：対話的・深い学び

２　教えー学ぶ関係で起こること

３　学力の定着と洞察

講義

演習
白石

8

アクティブラーニングの教育方法と

教育効果を説明できる

１　「真正な」経験学習としてのアクティブ・ラーニング

２　プロジェクト・メソッド

３　達成評価

講義

演習
白石

9

協同学習の教育方法と教育効果

を説明できる

１　課題解決のための協同学習

２　カンファレンス

３　ジクソー法

講義

演習
白石

5

障害児教育について説明できる １．障害・教育・看護

２．特別ニーズ教育

３．障害にどう向き合うか

講義
白石

4

日本における中等学校の現状と課

題について説明できる

1 教科担任制における教育指導

２　生徒指導における規範の学習

３　中一クライシス

講義
白石

6

養護について説明できる １．養護とは

２．学校における養護の過程

３．学校における保健室の存在と役割

講義
白石

科目名 担当者

教育学 １年前期 1 30 白石　義郎（大学教授としてとして10年）

科目のねらい

看護職として対象者や家族の健康維持・増進に関する知識や方法を助言していく、そのために必要な知識・技術を学ぶ。

到達目標

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる。

 　5.心身の健康を自ら保持し、看護専門職として、常に探求心をもって主体的に行動ができる。

DPとの関連

１．教育の基本的概念について理解する

２．実際の学校教育の現状やその内容を理解する

３．看護職に必要な教育の考え方や教育方法・教育評価について理解する

授業計画

目標 学習内容

1

１．教育の概念を通して、教育とは

何かを説明できる

１）形成と教化

２）学ぶー教えるということ

３）コミュニケーションとして教えること：看護ケアとの関連

講義 白石

2

ライフステージごとの発達と教育段

階を説明できる

１）幼児期の「基本的信頼」：ピアジェ

２）成人期の「自己実現」：マズロー

３）青年期アイデンティティの確立：エリクソン
講義 白石

日本における初等学校の現状と課

題について説明できる

１　学級担任制における教育指導

２．学級集団の教育作用

３．家庭と学校
講義 白石3

10

教育メディアによる教育方法と教

育評価を説明できる

１．直感教育とメディア・リテラシー

２．非言語的メッセージとメディアリテラシー

３．看護とメディア

講義

演習
白石



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

１．必要な時間：15時間

２．事前学習：テキスト講義該当部分を事前に読んで、授業に臨むこと

３．事後学習：看護学を学ぶ上で基盤となる学問である。授業終了後は整理を行いテキスト・参考書を振り返る

　筆記試験100％

　教科書

　

　医学書院　系統看護学講座　基礎分野　教育学　第８版　2021年

15

振り返りにより確かな学力を習得

できる

１．振り返りポートフォリオ

２．探求課題の発見 講義
白石

看護学との関連性を考えながら、講義に臨む

基礎看護学　　　　　　　　　　　小児看護学

成人看護学　　　　　　　　　　　母性看護学

老年看護学

地域・在宅看護論

11

シミュレーションの教育方法と教育

効果を説明できる。

１　教育メディアとしてのシミュレーション

２　教材としてのインシデント・プロセス

３　ルーブリック：OSCE-R法

講義

演習
白石

12

教育の目標と評価について説明

できる

１．PDCの改善サイクル

２．パフォーマンス評価

３．評価の開発と実践
講義

白石

13

キャリア教育について説明できる １．キャリア教育とは

２．看護専門職のキャリア教育

３、これからのキャリア教育

講義
白石

14

生涯教育について説明できる １．生涯学習の必要性

２．成人はどこで学ぶか

３．成人はどのように学ぶか　アンドラゴジー

講義
白石



開講時期 単位 時間数

回 方法 担当

科目名 担当者

心理学 １年前期 2 30 多田泰裕（臨床心理士として１4年）

科目のねらい

心理学の基本的な概念について学び、日常生活における思考や感情、行動について心理学的な側面から考え、理解する

到達目標

１．心理学の基本的概念について理解する

２．人間の思考・感情・行動について心理学的な視点から理解できる

DPとの関連

◎1.多様な文化や価値観を受け入れ、対象を身体的・精神的・社会的に統合された生活者として捉えることができる。

◎2.人を尊重し、思いやりの心をもって行動することができる。

授業計画

目標 学習内容

1

２

３

４

５

６

７

８

１．心理学の基本的概念について

述べることができる

１．心理学とは

２．感覚と知覚

３．記憶

４．思考・言語・知能

５．学習

６．感情と動機つけ

　自己効力感　学習性無力感　マズローの欲求段階説

７．性格とパーソナリティ　　レヴィンの構造論

　フロイトの構造論　防衛機制

８．社会と集団

講義 多田

９

10

２．人間の発達について説明でき

る

９．発達の定義

　・発達の段階と課題

　　エリクソン、ハヴィーガースト

　・発達の要因

　・乳幼児の発達

　　　ピアジェ　愛着の形成　第一反抗期

　・児童・青年の発達

　　　ギャングエイジ　第２反抗期

　　　自己概念とアイデンティティ　モラトリアム

　・成人・高齢者の発達

　　　職業的キャリアの発達　　レビンソン

講義 多田

３．心の適応と不適応、心理療法

について説明できる

10.心理臨床

心の適応と不適応

・ストレスと汎適応症候群　セリエ

・ストレス理論　問題焦点型情動焦点型　AⅭタイプ

・心身症と適応障害

・パーソナリティ障害

心理療法

・心理療法とカウンセリング

・精神分析療法

・行動療法

・来談者中心療法

・認知行動療法

講義 多田

11

12

13

14

15



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

１．必要な時間：15時間

２．事前学習：テキスト講義該当部分を事前に読んで、授業に臨むこと

３．事後学習：看護学を学ぶ上で基盤となる学問である。授業終了後は整理を行いテキスト・参考書を振り返る

筆記試験　１００％

教科書

　医学書院　系統看護学講座　基礎分野　心理学　第６版　2021年

参考書

　医学書院　系統看護学講座　基礎分野　人間関係論　第３版　2021年

　樫村通子　心を大切にする看護　日本評論社　第1版　2015年

講義に出てくる内容を自分の事として捉え、考えること

看護者のための心理学　　　　　　基礎看護学概論

看護基本技術Ⅰ　　　　　　　　　　看護基本技術Ⅲ

精神看護学概論



開講時期 単位 時間数

回 方法 担当

新牧

講義 盛﨑

4
４．対人認知について説明できる 対人認知、印象形成、バイアス

講義 盛﨑

講義 盛﨑

2
２．自己認知について説明ができ

る

自己概念、自己評価、関係的自己、自己呈示
講義 盛﨑

盛﨑

8
８．防衛機制の転移と逆転移につ

いて説明できる

転移、逆転移
講義 新牧

講義 新牧

7
7．感情、行動、症状の意味を考え

ることができる

感情・行動・症状のつながり、感情の意味、症状の意味、行動の意味
講義 新牧

講義

◎5.心身の健康を自ら保持し、看護専門職として、常に探求心をもって主体的に行動ができる。

科目名 担当者

看護者のための心理学 １年後期 1 30 新牧恭太（非常勤講師として8年）

科目のねらい

人間関係を築くためには、対象としての人間を理解するとともに自己理解が大変重要である。自己理解することからストレス社会に

対応していけるよう自己を大切にすることを学ぶ

到達目標

　心理学視点から、他者が抱えている悩みへの共感や、感情的認知的理解、人間関係の基礎的知識を理解する。また、看護者

自身が自分の存在や感情を大切にできるように、自分を表現し、自分を理解し、自分を大切にする方法がわかる

DPとの関連

授業計画

目標 学習内容

6
6．受容と共感について説明できる 受容、共感

1
１．人間関係とは何かについて説

明ができる

人間関係論とは

3
３．性格認知、向性検査について

説明ができる

性格認知、向性検査7

5
5．防衛機制の投影について説明

できる

抑圧と投影、ユングの無意識、影、コンプレックス7

9
９．看護職とバーンアウトについて

説明できる

看護師のストレスと患者のストレス、対人援助職のストレス
講義 新牧

ストレスマネジメントの実践できる マインドフルネスの実際

講義

演習
新牧

10

11

講義
10．自分を大切にする意味が理

解できる

自分を理解し受け入れる、自分を守る、自分を語る、過去を大切にする

マインドフルネス、セルフコンパッション、レジリエンス、ストレングス、

新牧

講義
11．ストレスマネジメントの方法が

説明できる

12～

15



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

教科書・参考書・その他の教材

筆記試験　　　50％

課題レポート　50％

教科書

　医学書院　系統看護学講座　基礎分野　人間関係論　第３版　2021年

参考書

　医学書院　系統看護学講座　基礎分野　心理学　第６版　2021年

　樫村通子　心を大切にする看護　日本評論社　第1版　2015年

目的を意識をもって、この講義に臨む

心理学

基礎看護学概論

精神看護学

１．必要な時間：15時間

２．事前学習：テキスト講義該当部分を事前に読んで、授業に臨むこと

３．事後学習：看護学を学ぶ上で基盤となる学問である。授業終了後は整理を行いテキスト・参考書を振り返る



開講時期 単位 時間数

回 方法 担当

講義 中野

実技 中野

5

３．健康づくりのための身体活動

を実践する

１．体力テスト

　　体脂肪率　　　腹囲測定　　　柔軟性 実技 中野

４．ﾚｸﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂを通して仲間と

のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を高めること

ができる

５．レクレーションスポーツの基礎

技術を習得できる

６.チームの戦略を考察し、実践で

きる

７．ｹﾞｰﾑを楽しむことができる

◎5.心身の健康を自ら保持し、看護専門職として、常に探求心をもって主体的に行動ができる。

科目名 担当者

スポーツと科学
2年

後期
1 30 中野　武彦（大学講師として28年）

科目のねらい

生涯スポーツの意義を理解し、健康的な生活をするための基礎を構築する

到達目標

１．スポーツ本来の楽しさや意義を理解し、生涯にわたって運動に親しむ意識を養うことができる

２．疾病予防・健康の保持増進に必要な身体活動・運動の方法論や技術を習得し、日常生活の中に取り入れ、健康づくりに生か

すことができる

DPとの関連

授業計画

目標 学習内容

1

2

１．健康と運動の必要性について

述べることができる

１．健康とは、運動の必要性

２．健康の保持増進に必要な身体活動量について

３．脂肪蓄積のメカニズムとその影響

４．肥満の種類とその判定方法

５．筋生理とロコモシンドローム

６．筋トレのメカニズム

講義 中野

２．生活習慣病の予防と運動の関

連を知り、実践する

１．ウォーキング

　　速度と心拍数　歩数測定 実技 中野
3

４

6

７

８

９

10

１１

12

１3

14

15

８．運動と代謝の関係について説

明できる

１．感情の発散と抑圧の違い

２．毎分心拍数の測定の意義

１．レクレーションスポーツ

　　バレーボールチーム編成　チームリーダー役割

　　リーダーシップ

２．基礎練習　　ゲーム

３．レクレーションバレーの実践

　　状況に応じたチーム編成

    支柱、ボールタッチ、守備、攻撃など



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

１．必要な時間：15時間

２．事前学習：日常的に運動をしておく

課題レポート40％　　　授業への参加及び学習状況60％

教科書

　資料配布

レクレーションスポーツに参加する場合は、体調を整えておく 看護基本技術Ⅰ



開講時期 単位 時間数

回 方法 担当

DPとの関連

科目名 担当者

倫理学
1年

前期
1 30 水田　信（大学講師として36年）

科目のねらい

専門職業人としての倫理を学ぶ土台として、社会人としての倫理観を育成する。

到達目標

１．倫理学の根本問題を把握し、生きる意味を考える。

２．人間関係を成立させる行動規範を人格・人権・人命を尊重することから理解する。

◎1.多様な文化や価値観を受け入れ、対象を身体的・精神的・社会的に統合された生活者として捉えることができる。

◎2.人を尊重し、思いやりの心をもって行動することができる。

 　3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる。

　 5.心身の健康を自ら保持し、看護専門職として、常に探求心をもって主体的に行動ができる。

授業計画

目標 学習内容

1

２

１.倫理学とは何かを知ることがで

きる。

倫理学の基礎知識

  １）倫理学とは何か

  ２）なぜ倫理学を学ぶのか

  ３）倫理と宗教

  ４）倫理と道徳

　５）倫理と法

講義 水田

５

６

３，倫理学・倫理思想の歴史を概

観できる

１）古代ギリシャの倫理思想（プラトン、アリストテレス）

２）中世キリスト教の倫理思想（信と知）

３）近代以降の倫理思想（デカルト、カント、ヘーゲル）

　
講義 水田

３

４

２．人生哲学としての倫理学を理

解する

哲学とは何か：世界観・人生観の学

哲学体系の中の倫理学：人間観・人生観の学 講義 水田

９

10

11

12

13

14

15

５．宮澤賢治の作品を通して「生き

る意味」や「人格的成長」につい

て考え、表現できる

１）神話的思考と論理的思考

２）東洋の倫理思想

３）宮沢賢治の生涯と世界観・人生観

４）人間性への志向

５）社会の構造と個人の責任

６）人間教育のあり方

７）科学技術の役割と科学技術者の使命

８）「献身」の意味

講義 水田

７

８

４．人生上の究極的課題「生と

死」・「連帯と孤独」を究明する

１）フランクルの「人生の意味」

２）フロムの「人間性の倫理」 講義 水田



受講上の注意 　　　　　　 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

自分のノートを作ること。 論理学、医療と倫理、精神看護学概論

事前にテキストを読んでおくこと。

作文８０％、授業参加度２０％

『新編・風の又三郎』　宮沢賢治著（新潮文庫）



開講時期 単位 時間数
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科目名 担当者

!"# $%&' ( )* +,"-./0123456)7%8

科目のねらい

医療・看護の現場では、外国人とのコミュニケーションの場面、カルテや文献中の英語を使う機会が増えているため、

読む・書く・話すという英語の基本的能力を養うことができる。

到達目標

1.日常生活や看護の場面における簡単な英会話の能力を身につける。

2.医療・看護に関する外国文献・資料を読んで理解できる英語力を身につける。

DPとの関連



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

クリスティーンのやさしい看護英会話（医学書院）

その都度資料提示する。

・受講範囲のテキストを事前に音読しておく。

・医療・看護に関する外国文献・資料を読んで理解できる

英語力を身につける。

薬理学

治療論

診療補助技術Ⅱ

・事前学習：講義該当部分のテキスト、その他の教材を事前に読んで授業に臨む。

・事後学習：授業終了後は、テキスト、その他の教材を復習する。

Dictation20％　　個人英語確認・会話テスト10％　筆記試験70％
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開講時期 単位 時間数
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科目名 担当者

9:1;<=>?@8 (%A' $ )* 園田浩之（大学講師として20年）

科目のねらい

「社会の中の人間」を多面的に理解することは、看護や医療においても重要な意味をもつ。この科目では、社会学の視

点をつうじて、そのために必要なものの見方・考え方を学ぶ。
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DPとの関連



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材
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１．必要な時間：15時間

２．事前学習：

３．事後学習：授業の後に復習を行う（授業ごとのふりかえりが、次の内容の事前学習にもなる）

筆記試験100％

　　　資料配布



開講時期 単位 時間数

回 方法 担当

溝口

溝口

溝口

溝口8
８．災害ボランティアについて説明

できる

３．災害ボランティアの具体的活動事例

講義

講義

講義

講義

6
６．社会に必要とされるボランティ

アについて説明できる

１．地域ボランティア活動事例

7
７．環境とボランティアについて説

明できる

２．環境ボランティアの具体的活動事例

5

５．ボランティア活動に期待される

社会的役割を感じる

１．ボランティアという学び

２．ボランティアという自己実現

３．ボランティア活動の社会的役割

講義

講義

◎4.保健医療福祉チームの一員として多職種と協働し、地域共生社会における看護の役割と責任を理解することができる。

　

授業計画

目標 学習内容

1

１．ボランティアの性格・目的、関

連する思想について説明できる

１．ボランティアとは何か

１）ボランティアの歴史

２）ボランティアの概念

３）ボランティアの特徴

４）ボランティアの原則

講義 溝口

科目のねらい

地域や社会に対するボランティアについての理解を深め、ボランティア活動の楽しさや、喜び、活動の多様性を感じ、社会とのつ

ながりについて考えることができる。

到達目標

１．ボランティアの概念、活動の原則について理解する。

２．世界と日本のボランティアの背景、現状、課題について学ぶ。

３．日本におけるボランティア活動の諸相、活動の実態、意義、課題について知り、ボランティアを理解する。

DPとの関連

科目名 担当者

ボランティア論 １年前期 1 15 滝口　真（大学講師として31年）

溝口

3

4

３．ボランティアと現在社会の関係

について述べる

１．ボランティアと現在社会

２．ボランティア活動と社会福祉協議会

　インフォーマルサービス　福祉コミュニティ

　QOL　社会福祉協議会、ボランタリーセクター

４．日本におけるボランティアの普

及.推進の歩みにつてい述べるこ

とができる

１．民間ボランティア活動推進機関の始動

２．新しい市民社会創出に向けて

　阪神淡路大震災　ボランティアコーディネーター

溝口

溝口

2

２．ボランティア活動の現状と課題

と動向を説明できる

１．ボランティアの現状と広がり

２．ボランティア活動の課題と動向

　NPO法（特定非営利活動促進法）、地縁型組織

　テーマ型組織、CRS（企業の社会的責任）

講義



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

１．必要な時間：３０時間

２．事前学習　：該当箇所は事前に読んで講義に参加する

３．事後学習　：学んだことをもとにできることを考える

授業への意欲・授業参加状況　３０％　　筆記試験７０％

教科書

柴田謙治・原田正樹・名賀亨著　ボランティア論　広がりから深まりへ　みらい

参考書

岡本栄一他　ボランティアのすすめ　基礎から実践まで　ミネルヴァ書房

内海成治　中村安秀　新ボランティア学のすすめ　昭和堂

教科書を事前に読んでおくこと 社会福祉・社会保障論　　　在宅看護論



開講時期 単位 時間数

! "# $%

14 rbùú¯satuvA•#4 &' êw

15 åxùú¯yatuvA•#4 &' êw

z{¿|¯}¿| &' êw

13 }F~â}ùúA•#4 &' êw

10

¿|•Fö÷¯ùúA•#4k
ldË:

¿|1€•:‚ƒ¯ùú &' êw

11 ¬„¿|Fö÷¯ùú &' êw

12

8 rb…Fö÷†s‡Fˆ&¯‰Š &' êw

9 rb…Fö÷†‹ŒFˆ&¯‰Š &' êw

êw

6 rb…Fö÷†~•ˆ&¯‰Š &' êw

7 rb…Fö÷†y‡Fˆ&¯‰Š &' êw

&' êw

4

rbA˜‘:¿|•¯‰Ž•X
‰F••<‘’ùöA•#4k

ldË:

rb…Fö÷†ˆ&<ˆF“”Š &' êw

5 rb…Fö÷†ˆ&‰Š &'

&' êw

2 ‚ƒFö÷XùúX•–F—˜X™š &' êw

授業計画

•‚ ƒ„…†

1

E~1ö›[:‚ƒFö÷Xý
»ÇFœÂ~dß:•–¶…•
F™š¯ýFö÷1kldË:

E~†~tÛÇžŸ[:E~Fö÷Xö÷¯ ¡XŒ¢¯…•X
"£¯¢p1¤[¥•ŠA•#4

3 E~F¦Cä¯E~F…••Fùú

科目のねらい

人体がどのような構造をもち、機能しているかを学び、健康時の状態及び健康障害によって受ける変化の理解につなげ

る。

到達目標

1.人体の構造と機能について理解する。
DPとの関連

◎1.多様な文化や価値観を受け入れ、対象を身体的・精神的・社会的に統合された生活者として捉えることができる。

科目名 担当者

BCDE1F G%&' $ 7*
HI"J.

/E1KLM456)%8



º&yF§û Z“ž•

¨©˜Bª¨«ƒ„

›¬·F"#

®žŠ<¯ðŠ<ýFÿF®°

hiÙúb½Aƒ±É¯ `²m³<´

¦Óµsdƒ„[:…†A•#4Ù¨©AÍ¶WÎ1GHÆ4˜‹;

ÏÐ·¸¹±ºº»

6¼Ä5ƒ¹E~Fö÷¯ùú¹¹¹¹¹½¦¾¿QƒŠah
`²Ä5ƒ¹G`F›CÀÁ¯!ÂFÃÄ½q¾¿QƒŠah

ÅÆFùú†ÅÇÈÖÉNÊ¯ËÅÌÍÎÏªXÅÆFÐÑ¯Ò
ÓÔÕ6XÅÆÐÑXÖÅsR<ÐÑsRXÅÆ×Š

&' êw

30 Ø¯9 Ø¯9 &' êw

27 BÙ¯ÅÚFÄ5A•#4 &' êw

28
ÅÆX•–Æ›<Fùú1kl
dË:

ÅÆFùú†ÅÆF•›¯ùúXËÅÌXÛÅÌXÅÜÝŠ &' êw

29

25 Þß•A•#4 &' êw

26 àáFÅÆâã¿àáâãhX8ÖÉ•XäÙXåæA•#4 &' êw

BÙF…ç¯ÅÆFè»XéXBÙFêëÅÚXBÙFìítu
•A•#4

&' êw

24 bß•A•#4 &' êw

21
îï†Ä~FðñŽwòXîï¬„XîïóôXõöÄµƒº†
~Š

&' êw

22

BÙFö÷¯ùúXÅÆâãF
klÊdË:

BÙÅÚ•FŽ•XBÙFö÷A•#4 &' êw

23

19
îï†…îï¯bîïXîïrbXîï¥÷Xø¥÷¡ùXú7
î¥ûüXîï¥FýW•›Š

&' êw

20
îï†øA˜‘:ýWþÿXðÔF!C"_XÅÆ¬FýW•
›Š

&' êw

êw

17
óxtuvX#xtuvXüx…¯üxX$x…¯$xX%&F
'(/)*A•#4

&' êw

18

îï…•Fö÷¯ùúÊkld
Ë:

îï…•†y¥+Xs¥+¯øXå,X-.Š &' êw

16
¿|•Fö÷¯ùúA•#4k
ldË:

õö¿|•†Z/¿|•<~ä¿|•Š &'



開講時期 単位 時間数

! "# $%

13 012J4ÖXVÖW8Ö &' êw

s3~2J4ÖXÉ4L560ÖX7¶0Î0ÖX›82J4
ÖX9€æ2J4ÖX:V;¶0ÖXÎ8<KT:V;/ÖX
<KTX(J0Î/Ö

&' êw

12
=>?Ê2J4ÖX=>{Ê2J4ÖXWÍ;VT2J4ÖXS
T5@8ÖXjJST5@8ÖXSÖA7ÍÖ0Ö

&' êw

9

…¡B•Fùú1kldË:

2J4ÖFµƒ½äÊ¯•¥ùC &' êw

10 2J4ÖFµƒ½äÊ¯•¥ùC &' êw

11

7 DÙXEFFö÷¯ùú &' êw

8 G,†G,¯HR,XG,¯…ÙF¢pZïXIFJKFR,Š &' êw

&' êw

6 LHö÷¯ùú &' êw

&' êw

4 ÜHFö÷¯ùú &' êw

&' êw

2 M‹¯N+Fö÷¯ùú &' êw

授業計画

•‚ ƒ„…†

1

Oµ…Fö÷¯ùú1kldË
:

Oµ…•FPQXRFö÷¯ùú

3 IFö÷¯ùú

5 êëÔFOµ¯ï‘

科目のねらい

人体がどのような構造をもち、機能しているかを学び、健康時の状態及び健康障害によって受ける変化の理解につなげ

る。

到達目標

1.人体の構造と機能について理解する。

DPとの関連

◎1.多様な文化や価値観を受け入れ、対象を身体的・精神的・社会的に統合された生活者として捉えることができる。

科目名 担当者

BCDE1N
(人体解剖見学を含む）

G%A' $ 7*
HI"J.

/E1KLM456)%8



º&yF§û Z“ž•

¨©˜Bª¨«ƒ„

›¬·F"#

®žŠ<¯ðŠ<ýFÿF®°

hiÙúb½Aƒ±É¯ `²mS<T<U

¦Óµsdƒ„[:…†A•#4Ù¨©AÍ¶WÎ1GHÆ4˜‹;

ÏÐ·¸±ºº»

6¼Ä5ƒ¹E~Fö÷¯ùú¹¹¹¹¹½¦¾¿QƒŠah
`²Ä5ƒ¹G`F›CÀÁ¯!ÂFÃÄ½q¾¿QƒŠah

VW
6¼@ƒF•½<Bö<²ª<
XVÖÎ1kldË:

6¼@ƒ¨©ƒ„
•½<BöÈ<²ª<6¼@ƒFXVÖÎ

DEƒ„

Yº DEƒ„

VZ
rbsFâã¯L[A•#4k
ldË:

rbsFâã¯L[ &' êw

V\ Ø¯9 Ø¯9 &' êw

VY
}~ùúF]^þµA•#4k
ldË:

›8¯_µA•#4 &' êw

V`
‰‘’AB:}~þµA•#4
kldË:

‰‘’AB:}~½þµ &' êw

VY åx…Fö÷†óx…abÌXbÌcd…XV,Š &' êw

Ve åx…Fö÷†#x…a#xX©fåx¯wòŠ &' êw

&' êw

VV Ä~ghùúA•#4 &' êw

Äi…•Fö÷†ÞäÄi…¿¾jX¾jy~X¾ÚX©ÀæX
klŠA•#4

&' êw

Vº

åx…•FùúA•#4kld
Ë:

åx†?måxX?mnX&xŠA•#4 &' êw

V± Ä~ghùúA•#4

±Z >ÙFùú†~ÆFon¯pFÄ›ŠA•#4 &' êw

±\
äùúXäJqA•#4kld
Ë:

Äi<rÄ¯_µFm•_ &' êw

±W

stÌ~upXN8S9ÖW¯tÌ~vw÷XÄ5ÅäAÊ &' êw

±`
>ÙXBp…Fö÷¯ùúA•
#4kldË:

xpvFö÷XpFyz¯xp &' êw

14
>ÙXBp…Fö÷¯ùúA•
#4kldË:

>ÙFùú¯ö÷XtÌ~Xp‚ÚFö÷¯ùú &' êw

15



開講時期 単位 時間数

　

! "# $%

15
!"H‹C¯NÄÅA•#4kldË
:;

NÄÅFþ{¯êëFDEô
NÄÅF|}PF~•
NFKPä¯t¤

&'
€„

•‚

13
G<•€ƒN¨R#
<êë<L[G<>ÙG
<ÅÆG®<„N<…sp†®

&'
€„

•‚

14
—XƒFêëÚ5A•#4kldË
:;

—XƒFêëÚ5
<‡©‡«A˜‘:êëÚ5
<ÊˆFN¨R#

&'
€„

•‚

11
`aA˜‘:êëÚ5¯êë‰Š#A
•#4kldË:;

`aA˜‘:êëÚ5
êë‰Š#

&'
€„

•‚

12
`›G<•€®FN¨R#A•#
4kldË:;

G<•€ƒN¨R#
¿‹k<Œêë®<•Ž<'È•86N0ÖT;K*
®h
âã…G¿~Å••<bß‘µBJPh

&'
€„

•‚

9
9V’WÍKÔ¯êëA•#4kld
Ë:;

9V’WÍKÔ¯êë
¿“áq<”áq<ƒ•q<–—q<›EÌqh

&'
€„

•‚

10
9V’WÍKÔ¯êë
¿˜™q<h“q<š—q<~^qh

&'
€„

•‚

7

êëØS<›œÔ'ÖÎA•#4kl
dË:;

•K*SL;K•¯êëØS<›œÔ'ÖÎ
¿WN8K/ÖI<SžW'ÖÎ<Ÿù<W~<4/È8
ÖI<·h

&' •‚

8
êë€²F·<;3A•#4kld
Ë:;

êë€²F·<;3 &' •‚

5  œJAKL[A•#4kldË:;

N¡F œJAK
~…F œJAK
 œJAKL[F¢3"#
 œJAKO£

&'
€„

•‚

6
N¡›¡¯N¨„!Ž¤A•#4kl
dË:;

N¡›¡¯N¨„!Ž¤
&' •‚

3 êëÔF—˜¯èËA•#4kldË
:;

êëÔF—˜¯èË
¿¥¦µA<§Ê<ÈÖÉNÊh

&' •‚

4
êëÔF—˜¯èË
¿¨È-Ö<-œ9J<NAÒÓ<¦h

&' •‚

&' •‚

2
N¨A˜‘:•–©F••Êkl[:
É¯ÊdË:;

•–¯êëƒ &' •‚

授業計画

•‚ ƒ„…†

1
êëÔ¯ERFêë€²A•#4kl
[:É¯ÊdË:;

ERêëƒ¯•–

科目のねらい

生体が発育・成長して生命を維持し健全な生命活動を営むために必要なエネルギーと栄養素の働きを理解できる。

到達目標

1.人間栄養学と看護の関係について理解できる。

2.栄養素の種類と働き、エネルギー代謝について理解できる。

3.栄養状態の評価判定について理解できる。

4.ラーフステージお栄養について理解できる。

5.健康障害に対する食事療法について理解できる。
DPとの関連

◎1.多様な文化や価値観を受け入れ、対象を身体的・精神的・社会的に統合された生活者として捉えることがで

　　きる。

科目名 担当者

OP1 (%&' ( )* QR"S.
!"#$%&#'()*+,-./0012



º&yF§û Z“ž•

¨©˜Bª¨«ƒ„

›¬·F"#

®žŠ<¯ðŠ<ýFÿF®°

<¨©ƒ„a&'ª%Œ¡FÍ¶WÎXýFÿF®°1¨©A^ˆdhiA«‰;
<¨«ƒ„ahi¬«ÙXÍ¶WÎXýFÿF®°1Â„[:;

ÏÐ·¸±ºº»

•Á•–ƒ&®¹ ¡Ž•¡¯¹êëƒ¿QƒŠah
•Á•–ƒ&®¹ƒ°¹êëN¨R#¿QƒŠah
±p`N¨R#F•9FN¡þÿt¹rµ±p`²“<\³´

<6¼Ä5ƒ156Æ•=ÈdFº&Ê™š;
<6¼Ä5ƒXÄµƒX`²Ä5XµRX•–1Z“c‘4ƒ„[
:;

ÄµƒÜÜ6¼Ä5ƒÜÜµRmÜÜ`5ƒ



開講時期 単位 時間数

! "# $%

15
‚ƒF0I@Jt¶A•#4k
ldË:;

0I@Jt¶ùö<2J4Ö•¥F¡·ùC &' ¸¹

13 &' ¸¹

14
ÊˆFrÄùöA•#4kld
Ë:;

ÊˆF¡·ÄAƒ &' ¸¹

11
ºðFL[A•#4kldË
:;

ºðFL[<»N57•TL[ &' ¸¹

12
¼t·F½¾<¿À<ÁÂA•
#4kldË:;

¼t·F½¾<¿À<ÁÂ
¼t·Fruon

&' ¸¹

9
ÃAL[¯ÅäðÔÄÅófA
•#4kldË:;

Ä~ÃAL[¯ÅäðÔÄÅóf &' ¸¹

10
¼t·FruA•#4kldË
:;

¼t·¯¼tæÆFè» &' ¸¹

7
S-jðF¡6¯pÔFÄ›A
•#4kldË:;

ÈÖÉNÊFö÷¯ùú
S-jðL[<XJ’Ç8ÖL[

&' ¸¹

8 &' ¸¹

5
§ÊF¡6¯Â›A•#4kl
dË:;

§ÊFö÷¯ùú
§ÊL[¹ œJAKL[FÈÉ

&' ¸¹

6 &' ¸¹

3
±ÊFÃµ<ÊµA•#4kl
dË:;

±ÊFö÷¯ùú
±ÊL[

&' ¸¹

4 &' ¸¹

&' ¸¹

2
ËÔ¯‰ËÔA•#4kldË
:;

ËÔ<‰ËÔ<¨È-Ö &' ¸¹

授業計画

•‚ ƒ„…†

1
E~•–A˜‘:ÄµƒFûü
A•#4kldË:;

E~¯Äµƒ
E~1ö›[:›¡

科目のねらい

生体の物質代謝やエネルギー代謝を各臓器、組織間の相互作用を踏まえたうえで理解する。

到達目標

１．人体組織における生化学の意味について説明できる。

２．生体における物質代謝・異物代謝について説明できる。

３．遺伝学、分子生物学について説明できる。

４．細胞のシグナル伝達とがんについて説明できる。

５．さまざまな生体機能の中で、正常を維持するためためにどの物質が重要な役割を果たしている

    のか、正常から異常へと変化する際にどのような経路が関連するのか説明できる。

DPとの関連

◎1.多様な文化や価値観を受け入れ、対象を身体的・精神的・社会的に統合された生活者として捉えることがで

　　きる。

科目名 担当者

DT1 G%A' ( )*
UV"WX

;YZ01[\]456^%8



º&yF§û Z“ž•

¨©˜Bª¨«ƒ„

›¬·F"#

®žŠ<¯ðŠ<ýFÿF®°

<¨©ƒ„a&'ª%Œ¡FÍ¶WÎXýFÿF®°1¨©A^ˆdhiA«‰;
<¨«ƒ„ahi¬«ÙXÍ¶WÎXýFÿF®°1Â„[:;

ÏÐ·¸±ºº»

•Á•–ƒ&®¹ ¡Ž•¡¯¹Äµƒ¿QƒŠah

<Z“[:ž•F…†1ÌØÈ4º&[:; 6¼Ä5ƒÜÜµRmÜÜ`5ƒÜêëƒ



開講時期 単位 時間数

! "# $%

± &' ÍÎ

V eÏ‚ÐFö÷¯äÊ¹ÜÜYÏÑÐ<ÒÓ<ÔVJWFäÊ¹¹

Y ±ÏåÕ¯åÕ•¹¹

VÏÄ~FghùöÖZ×Ø*XÙ”Ø*Ï

YÏåÕÚ<åÕ|vÛÇ_•åÕ•

eÏåÕ•FÛgÖÜÐ¯OÝÏ

Z ±Ïij<nÞ¹¹õ`Ò~1iÖ[:"#¹¹

VÏµRÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜõµƒR#¹¹øÌ—FµƒR#Y

\ ±ÏåÕ•Fþ{¹¹
W VÏåÕ•Fu€¯DEô¹¹

¹¹¹¹¹¹õ{ß<àßåÕ•¹¹øa…åÕ¯™š

¹¹¹¹¹¹¹¹áMN•Ö¯Ûgâ—

±º

±± ±Ó`Ò‚Ð¯‚ÐåÕ• ±ÏI9*ãä<käÌÐ¹¹VÏI9*ãä<kääÐ

±V YÏåæçèéêëìíî¹¹eÏïðÐ¯ðüÐ¹¹YÏñ¥äÐ

`Ïòçèéóîí¹¹ZÏôõö÷èøòëô¹¹\Ïùúûüý¹¹WÏìøþÿëý

±Y VÓÑÐåÕ•XÒÓåÕ• ±Ï8îäÑÐ•¹¹VÏ8Œ?mÑÐ•

±e ±Ï*!"ÔVJWÖ•6NW#7J$W#S5j#É%;K›Ï

±Y VÏ&!"ÔVJWÖVÖ’J Ö'<*ÖLW()*(&+

ÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜX87<;È<,*<rµ}-<,;@

ÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜj;<.ÎØ*JP¹›<Ï

YÏÔVJWF«/½¡˜

YÓÔVJW¯ÔVJWåÕ•

¹¹¹¹¹õD-ÔVJW¹¹ø01ÔVJW¹¹áL87Ö

åÕ•Fij¯nÞ<µRA•
#4kldË: ¹¹¹¹¹¹¹¹øÄ~FófÛÇnÞ[:"#Öï~ijÏ

åÕ•Fu€¯e•A•#4k
ldË:

YÏåÕ•e•¹¹õåÕ•#2ªZ“#3¹¹øåÕÛge•

`›`Ò4ÄA¯åÕ•A•#
4kldË:

3456789:;<<04=>?@AB<<C4=DEFGHB;I<<J4:GHKLM;NO<<

hiŸù

•‚ ƒ„…†

4ÄAƒFMš˜Bªv5A•
#4kldË:

±Ï4ÄAFäÊ¹¹VÏ4ÄA¯ER¹¹YÏ4ÄAƒFß6_

4ÄAÊE~A27[89¯Ä
~ghùöXåÕÛgA•#4
kldË:

科目のねらい

感染症の原因となる微生物の基本的性質、感染症の症候、治療、予防法などを学ぶ。また、近年の感染症の特徴であ

る、医療関連感染(院内感染)や新興感染症の問題点を学ぶ。

到達目標

・病原微生物(細菌・ウイルス・真菌・原虫)の概要と分類について理解する

・感染と発病について理解し、免疫学の重要性にいて学ぶ

・院内感染対策として消毒・滅菌法について理解する

DPとの関連

3. 看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる。

科目名 担当者

_D`1 (%A' ( )* ab"cd;0123456$)%e



º&yF§û Z“ž•

<6¼Ä5ƒ156Æ•=ÈdFº&Ê™š;
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開講時期 単位 時間数
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2.主な薬物の特徴について理解できる
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科目のねらい

くすりが生体に及ぼす作用と、生体内での吸収・分布・代謝・排泄などを理解する。

到達目標

DPとの関連

3. 看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる。

hiŸù

科目名 担当者
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開講時期 単位 時間数

臓器,組織,細胞,生理機能の変化としての病変について学習し,疾病の成り立ちや症状を理解する。

１.疾病の概念について理解できる。

２.疾病の種類と内容について理解できる。

３.病理学的変化を理解できる。

４.代表的な症状・症候の出現する機序を理解する。
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科目のねらい

到達目標

DPとの関連
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科目名 担当者
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開講時期 単位 時間数

１.脳・神経系に障害を持つ人のアセスメントができる基礎的能力を習得する

２.運動器系に障害をもつ人のアセスメントができる基礎的能力を習得する

１.主な脳神経系疾患の病態生理、症状、検査、診断、治療を理解する

２.主な運動器系疾患の病態生理、症状、検査、診断、治療を理解する

! "# $%

± ±²}<¿|p†¯Ù &' Ž•

< ¹±Ï¿|•F••¹VÏ•€F'(/)*¹YÏ™š½›p†

V V²`›•€¯`²Ä5

¹±Ïû=p†¹¹VÏ~â}ùúp†¹¹YÏrbùúp†

¹ZÏz{ìí•€¹¹\Ï‹&¹¹WÏ9Ø#¹¹

Y ±²nÞ¯n•Fè»

< V²ij

e ¹±Ï¿|ƒ½ij

¹¹õû=€²¹ørb•¹áóô•¹>åx•

¹¹‘}¿|•¹’~â}ùú

¹VÏù)nÞ

¹¹õ‹Œœ“”ü•8¹ø=–¹á—&˜¹>}ÅÚ•8

¹¹‘+™š=–¯™š–¹Ü’}›ÿæüìëø÷œî¹•žbß ,K

¹YÏŸ¥Ä5ƒ½ij

¹eÏ}z{Æij<Äi

Y²µR<op

¹±Ïbž½R#

¹¹õ ‹‡¹¹ø}ÅÚ…µR¹¹á¿|…ó¡‡¹

¹¹>¢ì‡¹¹‘0£ÖÎ‡¹¹’¤¥¦Ä‡<€›‡

¹VÏ…ž½R#

¹¹õYAR#<ÅÇþÿR#¹¹øýFÿ

Y

<

`

< Y²§wä}xÅr•¹`²}ÞßÅ¨•¹Z²~Å•ä}•

Z

< VÏ}01X‹Œb~ ±²}01¹V²‹©ˆ}~¹Y²TUä}}~¹

}<¿|•p†F`›•€¯`
²A•#4kldË:

¹eÏåxùúp†¹¹YÏZ/äùúp†¹¹`Ï‹ª…•«Ä

}X}¿|•F`›ij<nÞ
¯µR<opA•#4kldË
:

¹¹õ¬r#rb¬rŸ¢¹ø}¹á‰Ÿ®¹>¿|tu¹

}¿|•`›GX•€Xi
jXµRXopA•#4kld
Ë:
±Ï}ÅÚp†

±²N4,sÖÅÜV²}ÖÅÖ}…ÖÅÏÜY²}yzÜe²O¶O¶`

科目のねらい

到達目標

DPとの関連

3. 看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる。
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開講時期 単位 時間数

１.呼吸器に障害を持つ人のアセスメントができる基礎的能力を習得する

２.循環器に障害をもつ人のアセスメントができる基礎的能力を習得する

１.主な呼吸器系疾患の病態生理、症状、検査、診断、治療を理解する

２.主な循環器系疾患の病態生理、症状、検査、診断、治療を理解する
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科目のねらい

到達目標

DPとの関連

3. 看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる。
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開講時期 単位 時間数
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科目のねらい

１消化器に障害を持つ人のアセスメントができる基礎的能力を習得する

2.内分泌/代謝系に障害をもつ人のアセスメントができる基礎的能力を習得する

到達目標

１.主な消化器系疾患の病態生理、症状、検査、診断、治療を理解する

２.主な内分泌/代謝性疾患の病態生理、症状、検査、診断、治療を理解する

DPとの関連

3. 看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる。

科目名 担当者

nr@‘
(消化器・内分泌系)

(%A' ( )*
’T•z“bŠ}”/~3456l$%e
内分泌/代謝：井口 志洋(医師として6年)
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開講時期 単位 時間数

血液・造血器：勝屋 弘雄(医師として18年)
　　　　 　 ：板村　英和(医師として15年)

１．血液・造血器に障害を持つ人のアセスメントができる基礎的能力を習得する

２．自己免疫系に障害をもつ人のアセスメントができる基礎的能力を習得する

３．感染症のもつ人のアセスメントができる基礎的知識を習得する

１.主な血液・造血器系疾患の病態生理、症状、検査、診断、治療を理解する

２.主な自己免疫疾患の病態生理、症状、検査、診断、治療を理解する

３.感染症の概要と検査、診断、治療について理解する
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科目のねらい

到達目標

DPとの関連

3. 看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる。

hiŸù
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科目名 担当者
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開講時期 単位 時間数

–—˜•z™šŠ•›/~3456)œ%e
女性生殖器：尾崎 麻理(医師として14年)

•ž•zŠ{|}.;~3456$m%8

１腎・泌尿器に障害を持つ人のアセスメントができる基礎的能力を習得する

２.女性生殖器に障害をもつ人のアセスメントができる基礎的能力を習得する

３.感覚器に障害を持つ人のアセスメントができる基礎的能力を習得する

１.主な腎・泌尿器疾患の病態生理、症状、検査、診断、治療を理解する

２.主な女性生殖器疾患の病態生理、症状、検査、診断、治療を理解する

３.主な感覚器疾患の病態生理、症状、検査、診断、治療を理解する
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科目のねらい

到達目標

DPとの関連

3. 看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる。
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科目名 担当者
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開講時期 単位 時間数
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放射線治療：野下 貞寿(医師として47年)

様々な健康の段階で行われる救急法、外科的治療、放射線療法、リハビリテーション療法について

理解し、治療を受ける患者の看護に必要な基礎的知識を習得する。

１．手術療法における麻酔法、生体反応、術後合併症について理解する。

２．救急・救命時における治療と対処について理解する。

３．放射線の人体への影響と検査・治療法について理解する。

４．リハビリテーション療法の概念と技術について理解する。
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科目のねらい

到達目標

DPとの関連

3. 看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる。
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開講時期 単位 時間数
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受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材
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　１．必要な時間：30時間

　２．事前学習:生活援助技術Ⅲで既習した内容である。予習しておくこと。

　３．事後学習：

  筆記試験100％

教科書

　１．成人看護学（歯・口腔）

　２．基礎看護学技術Ⅱ
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qÓµR<op
¹[QµRXbžµRX‰®µR

講義 柏﨑

講義 ©ê

2
qÓŸ<RçGAb=`›•
€¯ýFrÄùC2ª`²Ä5
ÊkldË:

¦ÓRç•€
¹&_X0MXÖÅXŸF.}XR¯FÒ:¯¡˜X
ÜÜRç¬
qÓRçùúp†
¹îïp†X Rp†X

&' ©ê

授業計画

•‚ ƒ„…†

1
¦ÓŸ<Rç<RçJ°Fö÷

¯ùúA•#4kldË:

¦ÓRçaŸXŸ<J°•–XRªX±XR²
qÓRçJ°aR£X³ŒX{sŒ
§Ó´ˆ<{Znay{ˆXs{ˆX{Zn
gÓRç{µXF‰a¨©‰X±ˆy¶²X±‰XµX‰
ÒÓ¨©FŽ•
ÒÓ·Ææ¯·ÆFèË¹axsæX{sæX±sæX
ÜÜÜÜ·Ææ
ëÓRç4ÄAF••¯`Òä

科目のねらい

　科学的根拠をもった口腔ケアの実践につなげるために、口腔と全身の健康・疾患について理解する

到達目標

　１．歯と口腔に関する構造と機能について基本的知識を理解できる

　２．歯・口腔の疾患に関する理解を深め、全身疾患との関連性を理解できる

DPとの関連

　DP1.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識、技術を習得し看護実践が

      できる

　科目名 担当者

口腔健康科学論

（口腔ケア・嚥下障害）
１年後期 1 15

川野真太郎（大学教授として1年）

柏﨑!"（大学教授として8年）

前#英$（大学教授として8年）

%&'(（)語*覚+として11年）



開講時期 単位 時間数

! "# $%
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11
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¯ÊdË:

¦ÓQR[pOªFÅÆ
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授業計画

•‚ ƒ„…†

1
¦ÓÀ“[pOª¯À“noA
•#4kldË:

¦ÓÀ“[pOª
qÓÀ“noF#Oª

科目のねらい

社会,-についての理解を深め、.健・医療・,-の連/や0働の視点から社会.障1度の意義や社会資2の活用を理

解する

到達目標

１．社会,-の考え方とその変3を理解する。
２．看護に活用する様々な社会資2の1度としく4を理解する

DPとの関連

¹±²³´›\µ¶·¸¹1º‘«»Xe¼1}~½<¾¿½<À“½AÁÂÃ»•ÄÅ®¯Æ4ÎÈ:É¯ÊdË:;
¹V²E1ÏÑÆX2#¶CFB1O?4ab[:É¯ÊdË:;
¹Y²•–Fe¼¯›:EÐF!"yFcEAeÆXžƒ½ÑÒAŽH‹Ÿ=<u‡1„”ÆX•–W»ÊdË:;
°e²[!QRno•K*F§Ó¯Æ4³]—¯²èÆXÔwÕÄÀ“A˜‘:•–F••¯Ö×156[:É¯ÊdË:;

科目名 担当者

社会,-・社会.障論 2年後期 2 30 5原　弘6(大学講師として21年）



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

１．必要な時間：１５時間

２．事前学習：教科書を事前に読んでおく

３．事後学習：講義のあと復習をする

筆記試験１77％

教科書

系統看護学講8　9:基礎分野　健康;援と社会.障1度　社会.障・社会,-

<=的な>?で授業に@り組む
関係法A      基礎看護学概論

BC看護論



開講時期 単位 時間数

回 方法 担当

10

・

11

・

12

・

13

７．看護師が法的に責任を問われ

る場合を推論できる

１．看護師の法的責任

２．刑事責任

　１）刑事手続きのしくみ                       ２）犯罪の成立要件

　３）異状死届け出義務と黙秘権             ４）臓器移植

　５）終末期医療と安楽死

３．民事責任

　１）民事紛争の処理

　２）看護師の民事責任が問われたケース

　３）成年後見制度

講義 深川

14

・

15

８．医療教習体制の基本を述べる

ことができる

１．医療法の基本理念と改正経緯

２．医療提供の場

３．医療安全・事故調査制度

４．在宅医療・その他の制度

５．医薬品

講義 深川

7

５．医療契約の基本を理解し、イン

フィームド・コンセントを身につける

１．医療契約とは

２．インフォームドコンセント

３．患者の自己決定と同意

４．医師の応召義務

講義 深川

8

・

９

６．看護師の労働環境を理解し、

労働者の法的仕組みが説明でき

る

１．看護労働の実際

２．日本の労働条件の基準

３．職場における男女平等

４．職場の安全衛生と労働災害防止

講義 深川

4
３．看護業務の発展と看護の今後

の在り方について述べることがで

きる

１．職務内容の基本

２．看護師業務の発展

３．看護師等人材確保の促進に関する法律について

講義 深川

５

・

６

４．医事法における法の在り方と看

護の関係を述べることができる

１．医療関係職とのかかわり

２．医療施設の内容について

３．救急・災害時の連携について

講義 深川

講義 深川

3
２．看護を取り巻く法と看護の法的

責任について述べることができる

１．看護職の国家資格

２．保健師助産師看護師法について 講義 深川

授業計画

目標 学習内容

1

・

２

１．医療と法のかかわりについて

述べることができる

１．看護と法のかかわり

２．法のなにか

３．看護関係法令の基本について

科目のねらい

看護の対象である人々の日常生活における疾病の予防や治療、健康の保持増進にかかわる制度や法規について理解を深めると

同時に対象者とともに自分自身を守ることにつながることを理解できる

到達目標

１．医療が本質的に医的侵襲行為であり、法により正統に免責されていることを理解できる

２．医療職の資格が法的に厳格に定められていることを踏まえ、業務内容も医療法による基本方針に従うことを理解する。

３．看護がどのような社会的・法的意味を持っているか理解する

DPとの関連

◎4.保健医療福祉チームの一員として多職種と協働し、地域共生社会における看護の役割と責任を理解することができる。

科目名 担当者

関係法規 ３年後期 1 30 深川　由久美（看護師として30年）



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

これから、現場に立ち、看護を行っていく上で、重要な内容であること

を踏まえ、自分の事として学んでいく

医療と倫理            社会福祉と社会保障

基礎看護学概論        看護管理

１．必要な時間：３０時間

２．事前学習：教科書を事前に読んでおくこと

３．事後学習：授業の後、復習をすること

筆記試験100％　（中間試験20％　終講試験80％）

教科書

　看護法のすすめ　大橋將　著　アスパラ



開講時期 単位 時間数
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&' ³ê
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授業計画

•‚ ƒ„…†

1

・

２

¦ÓQRØ5AZ[:¶KMK
T1kldË:

¦ÓãäV¯+äV¹ãäV•Õ6N0KÎ
qÓZå¯ZY$3
§Óæ}FmG
gÓQƒ½ÿGä

科目のねらい

医療に/わる者が考え@りくむDきE理について、FGのHIとなる基本的な医療E理につて学ぶ。

到達目標

１．医療E理の基本的な理論を学ぶ
２．医療J事者のE理的態度・E理感の重要性を認識することができる

３．.健・医療の現場における問題をさまざまな観点から考えることができる

DPとの関連

ÜÜ±²³´›\µ¶·¸¹1º‘«»Xe¼1}~½<¾¿½<À“½AÁÂÃ»•ÄÅ®¯Æ4ÎÈ:É¯ÊdË:;
¹V²E1ÏÑÆX2#¶CFB1O?4ab[:É¯ÊdË:;
°e²[!QRno•K*F§Ó¯Æ4³]—¯²èÆXÔwÕÄÀ“A˜‘:•–F••¯Ö×156[:É¯ÊdË:;

科目名 担当者

~K4¨E G%A' ( (o
©Hªƒ

（看護9:学KL常M講師として13年）



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

１．必要な時間：１7時間
２．事前学習：教科書を事前に予習しておく

３．事後学習：講義のあと復習をすること

筆記試験４7％　　授業態度２7％　提出物　４7％

教科書

　　医療E理学のNOP　Q４R　メSカルフTンU社

<=的な>?で授業に@り組む

E理学
基礎看護学概論

看護V理



開講時期 単位 時間数
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授業計画

•‚ ƒ„…†

1

¦ÓÂèéÄF3'¯û'1k
ldË:

¦ÓÂèéÄ¯ÙÚÛ
qÓÂèéÄFv5
¹¦høùFÂèéÄFv5
¹qhrµFÂèéÄFv5
¹§hú«F… 
¹¹õL9V›87JWØS
¹¹ø7JWL;4K01Ö

科目のねらい

人をさまざまな社会WXで捉え、国Yあるいは特定のWXを対象とする分野であるZ[\生の基本的事]を学び、^く
WXや社会の視点から健康問題を4る力を習得する

到達目標

１．Z[\生の意義と重要性が理解できる

２．_が国の健康`aの現状を理解できる

３．疾病予防や健康増bの方策について学ぶことができる

DPとの関連

¹±²³´›\µ¶·¸¹1º‘«»Xe¼1}~½<¾¿½<À“½AÁÂÃ»•ÄÅ®¯Æ4ÎÈ:É¯ÊdË:;
°e²[!QRno•K*F§Ó¯Æ4³]—¯²èÆXÔwÕÄÀ“A˜‘:•–F••¯Ö×156[:É¯ÊdË:;

科目名 担当者

«¬D ®%A' ( (o
¯‚°±²

;01n³~3456$7%8



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

既習知識をcりdこしながら、efの講義と関連さgる
社会,-・社会.障論　　基礎看護学概論

成人看護学概論　　　　　h年看護学概論

１．必要な時間　３7時間
２．事前学習：教科書を事前に読んでおくこと

３．事後学習：講義のあと復習をすること

筆記試験　100％

教科書

　系統看護学講8　健康;援と社会.障1度　Z[\生　医学書院
参考書

　国Y\生の動i　j生統計0会
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開講時期 単位 時間数
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授業計画

•‚ ƒ„…†

1

¦ÓQRF!_¯QR¹Fþ{
ÊZ[Ç»:

¦ÓuLQRFáÚ
qÓrµFQRÊ•<?4Ë•+
§Óq*ø+FQR
gÓQR¹F†Cþ>C
¹¦hÄL,©ÛÇº‘-Ê»4Ë•QR¹
¹qhZ×žƒ½øù¹AŽH‹QR¹
¹§hžƒ½Z×¹AŽH‹Se`'
¹ghÉ»ÛÇFQR¹

科目のねらい

医療の発kや、現代医療のシステl、現代医療を@りmくn問題について理解する

到達目標

１．医療のo4や医療観の変3を理解できる
２．.健・医療・p護の現状を知り、そのq前線と課題を理解できる

３．医療r策と医療経sについて理解できる

DPとの関連

°e²[!QRno•K*F§Ó¯Æ4³]—¯²èÆXÔwÕÄÀ“A˜‘:•–F••¯Ö×156[:É¯ÊdË:;

科目名 担当者

´µ~K@ G%&' ( (o
|ŽŠ¶

;~K·¸¹º³»456m%8



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

１．必要な時間：３7時間
２．事前学習：教科書を事前に読んでおく

３．事後学習：講義内容を復習しておく

筆記試験　100％

教科書

１．系統看護学講8　tm　　　　　u合医療論　医学書院
２．系統看護学講8　9:基礎分野　医療概論　　医学書院

参考書

国Y\生の動i

7

8
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¹¦hÇÈQR£¹¹¹¹qhÉ»ØdFQR£NO÷•
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<=的な>?で講義に臨むこと
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開講時期 単位 時間数

! "# $%
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授業計画

•‚ ƒ„…†

1

２

３

¦Ó•–FMN156ÆX•–
FµÊA•#4kldË:

hiýV×ÖW
¦Ó•–FµÊ<3'¿•–5mìF3'h
qÓ•–F••¯-6ä

科目のねらい

看護の基礎概念である「人間」「健康」「環w」「看護」の概要と構造について理解を深め、9:xとしての看護の役

割を学ぶ。また、9:xとしての看護の役割と多x種のyBと連/の重要性を認識し、看護に対する基礎的理解とkz
の重要性を学ぶ。

重点目標

１. 看護を構成する人間、健康、環w、看護の概念を学び、看護の本質を理解する。

２．.健・医療・,-における看護の役割と機能を学び、看護の方法及び看護活動の概要を理解する。

３．看護の対象を生活者として、成長発達・{理・社会的|面から理解する。

DPとの関連

°V²E1ÏÑÆX2#¶CFB1O?4ab[:É¯ÊdË:;
°Y²•–Fe¼¯›:EÐF!"yFcEAeÆXžƒ½ÑÒAŽH‹Ÿ=<u‡1„”ÆX•–W»ÊdË:;

科目名 担当者

基礎看護学概論

（看護理論・対象論含）
１年前期 1 45 深川　}~•（看護師30年）



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

€日の復習を•かさないようにする

筆記試験70％　T‚ート30％

教科書

系統看護学講8　9:分野　基礎看護学ƒ　看護学概論　医学書院

看護覚え書「本当の看護とそうでない看護」　フ„ーTンス・ナイ…ン†ール

18

19

20

21

22

23

¦qÓP~Ø¯9¿ ¦ÓL;ÔÕNÎƒ„XXKÎ’á87FŽµ
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ÒÓXKÎ’á87·¯àö?
¹¹L5êÖÍK01Ö·
¹¹àö?
¹¹ZY›8FGH

&'
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8¤

意‡的に授業に@り組む

{理学
看護者のための{理学
各看護学
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開講時期 単位 時間数
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:

õ,-./ØK01Ö£E
øö›šÔ¯›Àw›
á-W,-./ØK01Ö
>•– ¡]¯Æ4FÈ:[Ë,-./ØK01Öú7£yF•
9A
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授業計画

•‚ ƒ„…†

1
•–u‡FMN õ•–u‡¯Ù¹ø•–u‡Fû'¹á•–FFÒ`

科目のねらい

看護技術を実現するために必要な基本的態度や医療におけるコミュニケーションの重要性を理解し、関係構ˆのための
コミュニケーションの方法を学ぶ。また、すDての看護技術の基本である標a予防策を学ぶ。

到達目標

１．看護技術を実‰するために必要な基本的態度や医療におけるコミュニケーションの重要性を理解する

２．関係構ˆのためのコミュニケーションの方法を理解する
３Š感染予防策の基礎知識を習得できる

４Š看護における教育;援について理解できる

DPとの関連

◎2.人を‹重し、Œいやりの{をもって行動することができる。

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる

科目名 担当者

¼½¾¿À¡F
(概念・コミュニケーション・感染

予防）

(%&' ( )*
ŠÁHÂÃ.;¼½3456m%7ÄÅ8
"ÆÇÈÉ;¼½3456l*%8



15

受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

Z“ž•Fà„Œ¡1Â„ÆXµhiA!C•‰

筆記試験100•

系統看護学講8　基礎看護学ƒ看護学概論　医学書院

系統看護学講8　基礎看護学Ž基礎看護技術•　医学書院
系統看護学講8　基礎看護学•基礎看護技術Ⅱ　医学書院

系統看護学講8　基礎看護学‘臨’看護u論
医学書院根拠と事“防”から4た　基礎・臨’看護技術　医学書院
系統看護学講8　人体の機能と構造ƒ解剖生理学　医学書院解

系統看護学講8　人体の機能と構造‘病態生理学　医学書院

14
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:É¯ÊdË:
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øJK¹áOÝ¯ÜÐ &' D—



開講時期 単位 時間数

! "# $%
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授業計画

•‚ ƒ„…†

1

7JWSžW'ÖÎA•#4Z
[:É¯ÊdË:

õ7JWSžW'ÖÎÊ\•ûü
ø7JWSžW'ÖÎA˜‘:¹•
á7JWSžW'ÖÎA˜‘:Ñš›óô
>DnFu‡1Å¥Æ•!"v#!
‘žJ’ØSú7FSžW'ÖÎ¯æÆFl5

科目のねらい

人間の健康状態を身体的・精神的・社会的|面からu合的に査定（アセスメント）するための視点を理解し、健康状

態をアセスメントするために必要なフィジカルアセスメントの技術を習得する内容とした。

到達目標

１．健康状態を身体的・精神的・社会的|面からu合的に査定（アセスメント）するための知識と技術を学ぶ．

DPとの関連

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる

科目名 担当者

¼½¾¿À¡N
Ö7JWSžW'ÖÎ<

UVÈJ:VÖ¢3<ÐRÆâÏ
(%&' ( )* Ê¯ËÌ;¼½3456•%8



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

û7½AhiA!C•‰É¯;€„sXÑGA!C•‰É¯; 6¼Ä5ƒ³X•–®F•9FB5ƒ
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開講時期 単位 時間数

! "# $%

8

9

10

11

12

13

14

15

受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

û7½AhiA!C•‰É¯
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授業計画

•‚ ƒ„…†

1
•–w›FMNA•#4Z[:
É¯ÊdË:

õ•–w›FÒ•Fö›šÔ
øY•Fö›šÔFZïä
á•–w›1¥#:É¯Fmô

科目のねらい

健康上援助を必要とする対象の相互作用に基づいて行う看護上の問題解•–—、基aや根拠に基づきものごとを考え

るクリティカルシンキングについて学ぶ

到達目標

１．看護上の問題解•–—やクリティカルシンキングについて学ぶ

DPとの関連

◎2.人を‹重し、Œいやりの{をもって行動することができる。

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる

科目名 担当者

¼½¾¿À¡‘
/¼½ÍÎ8

(%A' ( )* """Ê¯ËÌ;¼½3456•%8



開講時期 単位 時間数
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授業計画

•‚ ƒ„…†

1

ãôlF½tFŽµŸ=1Z[
:É¯ÊdË:

õERA¯?4FãôFû'¹¹¹¹¹¹¹¹¹¹¹¹¹¹¹¹ø
RëÄÅFãô
á`-FãôFSžW'ÖÎ¯ol

科目のねらい

健康生活を維持していくうえで•くことのできない基本的な日常生活行動(環w・活動と˜™）の援助を学ぶ。

到達目標

１．日常生活をšえ人間の基本的ニーU（環wš›、活動˜™）をœたすための基本的な知識・技術を学ぶ

DPとの関連

◎2.人を‹重し、Œいやりの{をもって行動することができる。

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる

科目名 担当者

DÏÐÑÀ¡F
;ˆÒvÏ€ÓÔ8

(%&' ( )*
»"ÕÖ×;¼½3456(*%8
Øp"ÙÌ;¼½3456œ%8



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

û7½AhiA!C•‰É¯;€„sXÑGA!C•‰É¯; 6¼Ä5ƒ³X•–®F•9FB5ƒ

6¼Ä5ƒ³1Â„ÆXµhiA!C•‰

ÏÐ·¸±ºº»

•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒõ•–ƒMm¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒøŽ••–u‡³¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒáŽ••–u‡´¹QƒŠa
QƒŠaÑÒ¯¨@goÛÇ_•¹Ž•<«/•–u‡¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹E~Fùú¯ö÷õ6¼Ä5ƒ¹QƒŠa6
•Á•–ƒ&®¹E~Fùú¯ö÷>`²Ä5ƒ¹QƒŠa



開講時期 単位 時間数

! "# $%

3

5

6

7

8

9

10

11

15

受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

6¼Ä5ƒ¦X•–®F•9FB5ƒ1Â„ÆXµhiA!C•‰

ÏÐ·¸±ºº»

•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒõ•–ƒMm¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒøŽ••–u‡³¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒáŽ••–u‡´¹QƒŠa
QƒŠaÑÒ¯¨@goÛÇ_•¹Ž•<«/•–u‡¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹E~Fùú¯ö÷õ6¼Ä5ƒ¹QƒŠa6
•Á•–ƒ&®¹E~Fùú¯ö÷>`²Ä5ƒ¹QƒŠa

14
x41Ã[½tA•#456d
ËXW~dË:

õdH¿I8ž8ÖdHh
&'
€„

e¸

û7½AhiA!C•‰É¯;€„sXÑGA!C•‰É¯; 6¼Ä5ƒ³X•–®F•9FB5ƒ

upA•#456dËW~dË õ§s½up
ø\6½up

&'
€„

e¸

12
x41Ã[½tA•#456d
ËXW~dË:
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&'
€„

e¸
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授業計画

•‚ ƒ„…†

1

N¨½tFŽµŸ=1Z[:É
¯ÊdË:

õêë€²˜Bª„Nú7XN7¶NAe[:H=FSžW'
ÖÎ
øQR~Ëd34Ã»:N¨F—˜¯€²

科目のねらい

健康生活を維持していくうえで•くことのできない基本的な日常生活行動（食事・排泄）の援助を学ぶ。

到達目標

１．日常生活をšえ人間の基本的ニーU（食・排泄）をœたすための基本的な知識・技術を学ぶ。

DPとの関連

◎2.人を‹重し、Œいやりの{をもって行動することができる。

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる

科目名 担当者

DÏÐÑÀ¡N
;ÚÛvÜÝ8

(%A' ( )*
ph"Þß;¼½3456o%8
àU"á.;¼½3456)œ%8



開講時期 単位 時間数
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授業計画

•‚ ƒ„…†

1
?m<¡,Fö÷¯ùú1Ÿ
CXhi½tF0ó¯P}PF
89156[:;

hi½tFŽ•Ÿ=
õ?mFö÷¯ùúXhiF[\
øm˜<Nªol

&'
€„

2

科目のねらい

健康生活を維持していくうえで•くことのできない基本的な日常生活行動(•ž・Ÿ生活）の援助を学ぶ。

到達目標

１．日常生活をšえ人間の基本的ニーU（•ž・Ÿ生活）をœたすための基本的な知識・技術を学ぶ。

DPとの関連

◎2.人を‹重し、Œいやりの{をもって行動することができる。

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる

科目名 担当者

DÏÐÑÀ¡‘
;âãväDÏ8

(%A' ( )* åæ"J.;¼½3456(*%8



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

ÏÐ·¸±ºº»

教科書

•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒõ•–ƒMm¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒøŽ••–u‡³¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒáŽ••–u‡´¹QƒŠa
QƒŠaÑÒ¯¨@goÛÇ_•¹Ž•<«/•–u‡¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹E~Fùú¯ö÷õ6¼Ä5ƒ¹QƒŠa6
•Á•–ƒ&®¹E~Fùú¯ö÷>`²Ä5ƒ¹QƒŠa

û7½AhiA!C•‰É¯;€„sXÑGA!C•‰É¯; 6¼Ä5ƒ³X•–®F•9FB5ƒ

µsdƒ„…†A•#4Ù¨©AÍ¶WÎ1GHÆ4˜‹;



開講時期 単位 時間数

! "# $%

7
8

受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

û7½AhiA!C•‰É¯;€„sXÑGA!C•‰É¯; 4ÄAƒX`5ƒX6¼Ä5ƒ³XÄÅ½tu‡´

4ÄAƒ<`5ƒ<6¼Ä5ƒ³<ÄÅ½tu‡1Â„ÆXµhiA!C•‰

ÏÐ·¸±ºº»

•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒõ•–ƒMm¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒøŽ••–u‡³¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒáŽ••–u‡´¹QƒŠa
QƒŠaÑÒ¯¨@goÛÇ_•¹Ž•<«/•–u‡¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹E~Fùú¯ö÷õ6¼Ä5ƒ¹QƒŠa6
•Á•–ƒ&®¹E~Fùú¯ö÷>`²Ä5ƒ¹QƒŠa
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授業計画

•‚ ƒ„…†
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îï1lÈ:½tA•#4Z[
:É¯ÊdË:

õ½tFŽ•Ÿ=
<ðÔR#
øx_ØSFŽ•Ÿ=
<ï«
<ïÈ
<~¢T5@KÔ

科目のねらい

看護の対象や医療者の感染予防のために必要な知識、技術や検査・治療・処 に¡う看護技術を理解する

到達目標

１．診療に¡う生体機能V理技術を習得する

DPとの関連

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる

科目名 担当者

çKèÑÀ¡F
¿‹~Ú5<îï1lÈ:u‡h

$%&' ( (o ""àU"á.;¼½3456)œ%8



開講時期 単位 時間数
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授業計画

•‚ ƒ„…†

±
•€<Ä~ùúÚ5u‡A•#
4Z[:É¯ÊdË:

õ•€<Ä~ùúÚ5u‡FŽ•Ÿ=
øÅÆijÖÑ%Ú}ÅX{|Å±ijÏXpijX4ij
ái~F!Cr#
>Ä~æÆF4/È8ÖIA•#4—˜¯½tsFTûô

科目のねらい

看護の対象や医療者の感染予防のために必要な知識、技術や検査・治療・処 に¡う看護技術を理解する。さらに、
人体に¢£作用する薬¤の¥¦性と看護師に課gられる法的§¨を認識し、©全・正確にª薬を実‰できる技術を習
得することを目的として«定した。

到達目標

１．診療に¡う感染予防・ª薬援助技術を習得する

DPとの関連

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる

科目名 担当者

çKèÑÀ¡N
¿Ä~ùúÚ5<i~}!<MYh

$%&' ( )* ph"Þß;¼½3456é%8



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

B5ƒX•–®F•9FB5ƒXØ5ƒX6¼Ä5ƒ³1Â„ÆXµhiA!C•‰

ÏÐ·¸±ºº»

•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒõ•–ƒMm¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒøŽ••–u‡³¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒáŽ••–u‡´¹QƒŠa
QƒŠaÑÒ¯¨@goÛÇ_•¹Ž•<«/•–u‡¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹E~Fùú¯ö÷õ6¼Ä5ƒ¹QƒŠa6
•Á•–ƒ&®¹E~Fùú¯ö÷>`²Ä5ƒ¹QƒŠa

û7½AhiA!C•‰É¯;€„sXÑGA!C•‰É¯; B5ƒX•–®F•9FB5ƒXØ5ƒX6¼Ä5ƒ³



開講時期 単位 時間数
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授業計画

•‚ ƒ„…†

1

e¼F€²A•#4‡¥HËˆ
‡6j[:ˆÉ¯ÊdË:

ø-Xàƒv¿±p`XBJPhF«aYr•F€êdSžW'
ÖÎ1W~
‡¥HËˆ‡6j[:ˆ
¥„AÐS[:

科目のねらい

より実践的な看護につながるよう、既習の学習内容を用いて、学生の「¬づき」、「解する」、「反応する」、

「®¯する」の臨’判断°„セスを学ぶ科目とした。

到達目標

１．臨’判断°„セスの基本を学ぶ

DPとの関連

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる

科目名 担当者

êëìíîï $%&' ( (o ""åæ"J.;¼½3456(*%8



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

意‡的に授業に@り組むこと。±習時、真²に@り組む

こと。

解剖生理学•、解剖生理学Ⅱ、病理学、病態論•、病態論

Ⅱ、病態論Ⅲ、基礎基本技術•、基礎基本技術Ⅱ、基礎基

本技術Ⅲ、生活援助技術•、生活援助技術Ⅱ、生活援助技

術Ⅲ

事³の疾患について学習してくる

ルー´リµク　80％　T‚ート20％

系統看護学講8　基礎看護学ƒ看護学概論　医学書院

系統看護学講8　基礎看護学Ž基礎看護技術•　医学書院
系統看護学講8　基礎看護学•基礎看護技術Ⅱ　医学書院

系統看護学講8　基礎看護学‘臨’看護u論
医学書院根拠と事“防”から4た　基礎・臨’看護技術　医学書院
系統看護学講8　人体の機能と構造ƒ解剖生理学　医学書院解

系統看護学講8　人体の機能と構造‘病態生理学　医学書院
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授業計画
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科目のねらい

健康状態の経–tに応じた医療や対象のニー¶、看護の特徴について学ぶ。また、検査・治療を受ける対象者に必要

な看護、い·¸きを©全に用いるための知識や看護について学ぶ内容とした。

到達目標

１．健康状態の経–に応じた医療や対象のニー¶、看護の特徴について学ぶ。

２．検査、治療・処 を受ける対象者に必要な看護、医療機器を©全に用いるための知識や看護について学ぶ。

DPとの関連

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる

科目名 担当者

êë¼½ð@
¿|wƒ<ij<µRopF•–<Q

Rù…h
(%A' ( )*

""ph"Þß;¼½3456é%8
""Ž|"ñ.;¼½3456$m%8



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

ÏÐ·¸±ºº»

•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒõ•–ƒMm¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒøŽ••–u‡³¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒáŽ••–u‡´¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒ>«/•–Èm
QƒŠaÑÒ¯¨@goÛÇ_•¹Ž•<«/•–u‡¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹E~Fùú¯ö÷õ6¼Ä5ƒ¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹E~Fùú¯ö÷>`²Ä5ƒ¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹ƒ°¹«/ðôüQƒ¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹ƒ°¹«/ij¹QƒŠa

±Y &' ¯R

û7½AhiA!C•‰É¯;€„sXÑGA!C•‰É¯; B5ƒX•–®F•9FB5ƒXØ5ƒX6¼Ä5ƒ³

•–®F•9FB5ƒ1Â„ÆXµhiA!C•‰

±Y

µƒR#1º‘:e¼®F•€
1Z[:É¯ÊdË:;

µƒR#1º‘:®F•–
<µƒR#F™š¹¹<µR©F•–½t
<YALMsF•–
<YALM«F•–

&' ¬•

±e

QRù…¯•– QRù…1KPAE=•9A
õQRù…1E¥[:ãô
ø¢3¥QRù…FÒ5¯Wa
<BŸ®4/ÈK
áµR¥QRù…FÒ5¯Wa
<Eðîï…
<fÆXÖL
<Ä‚b…
>QRù…E¥sF•–

&' ¯R

±±

£‡R#1º‘•e¼®F‡«
ÂD•F•€¯•–A•#4Z
[:É¯ÊdË:

>‡«F•–¿øÂD•XâãJPX‡«kˆ‡XV5ÔWX
8ŒÞßÅ¨•X‡«åÕXˆÂJPh

&' ¬•

±V

ðôüR#1º‘:e¼®F•
€1Z[:É¯ÊdË:;

ðôüR#1º‘:®F•–
<ðôüR#F—˜¯™š
<?ôsF•–
<?ô«F•–
<ðôüg–FFÒ`

&' ¬•



開講時期 単位 時間数

! "# $%

受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

û7½AhiA!C•‰É¯;€„sXÑGA!C•‰É¯;
Ž••–ƒMmX•–Žµu‡³X•–Žµu‡´X•–Žµ
u‡SXÄÅ½tu‡³XÄÅ½tu‡´XÄÅ½tu‡SX
6¼Ä5ƒ³X6¼Ä5ƒ´X`²ƒ

à„Fu‡½tFÂ„1Æ4‹:¿bùó#O‰‰h

ÏÐ·¸Yº»¹JK¹86N`º»¹5XKÎ±º»

•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒõ•–ƒMm¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒøŽ••–u‡³¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒáŽ••–u‡´¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒ>«/•–Èm
QƒŠaÑÒ¯¨@goÛÇ_•¹Ž•<«/•–u‡¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹E~Fùú¯ö÷õ6¼Ä5ƒ¹QƒŠa6
•Á•–ƒ&®¹E~Fùú¯ö÷>`²Ä5ƒ¹QƒŠa

Z

€F•!CF½tA•#456
dË:

¦Ó,„AÑH‹€«FopFßC"Ê56dË:
¹¹õrµ\µF¬FŠ[‹Œ
¹¹øŠ[‹Œ¯•–
qÓ€«FopA˜‘:Ž•Ÿ=Ê56dË:
¹¹õ€FFš±
¹¹ø€«F|s½›þµ
§Ó€«FopFWaÊ56dË:

&'<€„ 8

\

€„ 8

Y €„ 8

` €„ 8

€„ 8

V €„ 8

Y €„ 8

授業計画

•‚ ƒ„…†

±
†ãôolXhi<mÄÅ½t
u‡Š
€²Aß?•0Kbþÿ¯hi
½tÊdË:

0KbþÿXhk<lmþÿXkŒJKX˜‰•þÿ›<F½
Âu‡

e

重点目標

対象の発達段階や状態に応じて、看護基本技術及び生活援助技術で学習した知識・技術を統合して実践することを学

ぶ。

到達目標

１.看護基本技術及び生活援助技術で学習した知識・技術を統合して実‰できる。

DPとの関連

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる

科目名 担当者

êë¼½À¡
;ðò¼½À¡8

(%A' ( (o ""»"ÕÖ×;¼½3456(*%8



開講時期 単位 時間数

! "# $%

¦ÓÔwdF<ÇÆA˜‘:8WNF56

15 ¦ÓÔwdF<ÇÆA˜‘:C†e•

11

!"¯<ÇÆ1ZÈ:•–A
•#4Z[:É¯ÊdË:;

¦Ó<ÇÆ1ZÈ:Ôw<îq•–
qÓ<ÇÆFãô1lÈ:•–

&' •r

12
¦ÓBÊ:•–Fe¼¯34"#
qÓÔwA˜‘:ìíPF•–

13 ¦ÓÔwA˜‘:9V’WÍKÔAf3••–

14

&'
•Ž

•r

7

8 ¦ÓìíF56
¹¹¹>ÊÇA˜‘:ìíFu€
¹¹¹>ÊÇA˜‘:ìí¯ýFþ{
¹¹¹Ôw<îq•–Fe¼¯Æ4Fìí9

10 ¦ÓÔwA<Ç[e¼®F56¯•–

¦Ó<ÇÆ¯Ôw156[:•9FðÈ"

5 ¦ÓÔwÂÉØS0WÍ*¯ÔwÕÄÀ“

6

Ôw<îq•–mFe¼A•#4Z[
:É¯ÊdË:;

¦ÓÔw<îq•–Fe¼®
¹¹¹ÔwAB:³´ä
¹¹¹9V’WÍKÔAB:³´
¹¹¹!"5¢JF³´ä

&'
•Ž

•r

2
¦ÓEÐF<ÇÆF56
qÓÔw<îq•–F••

3

ZÈÂ?4ÄË:¯Ù<FB=›É¯
ÛZ[:É¯ÊdË:;

¦Ó<ÇÆ¯Ôw

&'
•Ž

•r4

授業計画

•‚ ƒ„…†

1
<Ç[¯#=É¯Ù<FB=›
É¯ÛZ[:É¯ÊdË:;

¦ÓÂèéÄ•–<Ôw•–¯îq•–¯FZ“
qÓÔwF›ÛdF<ÇÆ¯!"

科目のねらい
　¹ºでの»らしが健康にªえる影響や、BC療養者の健康T¼ル、発達段階、½¾の特徴を学び、BC
看護の対象者や看護について理解する。また、¹º¿Àケアシステlの意義と概念について学び、健康と

»らしを;える看護を理解する。
到達目標

1.»らすということはどのようなことか考えることができる。

2.;え合って生きるとはどのようなことか考えることができる。

3.¹º・BC看護論の対象について理解することができる。

4.¹ºの生活環wが健康にªえる影響について理解することができる。

5.健康と»らしを;える看護について理解する。

DPとの関連

  1.多様な文化や価値観を受け入れ、対象を身体的・精神的・社会的に統合された生活者として捉える

　　ことができる。

◎4..健医療,-…ーlのÁÂとして多x種と0働し、¹ºF生社会における看護の役割と§¨を理解
　　することができる。

科目名 担当者

óôvõö¼½÷@F
(%±
A'

$ )* Ã崎　Ä•（看護師として24年）



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

　Å常点１7％　　提出物１7％　　筆記試験v7％

教科書

　  ・医学書院「系統看護学講8」¹º・BC看護論1　¹º・BC看護の基Æ
　  ・医学書院「系統看護学講8」¹º・BC看護論2　¹º・BC看護の実践

・<=的な>?で講義に臨むこと。
社会.障論、関係法A、h年看護学、ÇÈ看護学、
精神看護学、成人看護学、看護学概論

　1．事前学習：看護学概論、h年看護学概論Éの既習内容については復習をしておくこと。

　2．事後学習：既習した内容をまとめ、BC看護論実習のa›学習とする。内容は実習にÊげること。



開講時期 単位 時間数

! "# $%

受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

教科書・参考書・その他の教材

<úb½›&'€ždß:;
<âã½›äåd&'A«‰É¯;

À“[pmXZï#3X_—•–ƒXÜá•–ƒX
¾¿•–ƒX›E•–ƒX•–ƒMm

¹±Ó¨©ƒ„aÀ“[pmXZï#3X_—•–ƒMm@Fà„…†A•#4ÙÂ„1Æ4˜‹É¯;
¹VÓ¨«ƒ„aà„Æ•…†1Ø¯9Xîq•–mW„F¤Fƒ„¯[:;…†ÙW„A•Œ:É¯;

ÜwCô¦*»¹¹3ÖA¦*»¹¹ÏÐ·¸º*»

®žŠ
¹ÜÜ<QƒŠa‡•Á•–ƒ&®ˆÔw<îq•–m±¹Ôw<îq•–FŽ¼
¹ÜÜ<QƒŠa‡•Á•–ƒ&®ˆÔw<îq•–mV¹Ôw<îq•–FW»

®žŠ
¹ÜÜ<QƒŠa‡•Á•–ƒ&®ˆÔw<îq•–m±¹Ôw<îq•–FŽ¼
¹ÜÜ<QƒŠa‡•Á•–ƒ&®ˆÔw<îq•–mV¹Ôw<îq•–FW»

5

6

¦ÓÔw<îq•–AÛÛ>:QR34~O
qÓ•D•–FOª

7

8

¦ÓÔw[!AÛÛ>:#Oª
qÓ~^®AZ[:#Oª
§Óp†®<ò`AZ[:#Oª
gÓÂ£É$QRAZ[:#Oª
ÒÓ‘m[pAZ“[:Oª

&'
•Ž

~•2

¦ÓÔw<îq•–A˜‘:³]—“À
¹¹¹³]—¯F“À<²è1ðÈ:

3

4

Ôw<îqAÛÛ>:Oª¯ý
FÅ¥A•#4Z[:É¯Êd
Ë:;

¦ÓÊ–[I<QR[IOª

&' ~•

授業計画

•‚ ƒ„…†

1

Ôw<îq•–FW»F—¯“
À1Z[:É¯ÊdË:;

¦ÓÃØ’Ø›—XÃØ’Ø›]—dZÈ:ÔwdF<ÇÆ
qÓ˜O›Ôw<îq•–W»F—

科目のねらい

　¹ºでの療養生活をËる人とその½¾を;える法や1度、‰策を学び、¹ºで»らしÌけることをどの

ように;援しているのか理解する。

到達目標

1.¹º・BC看護論に関連する法と1度と‰策について理解できるÍ
2.¹ºで»らしÌけることを;援するためのÎネジメントについて理解できるÍ
3.看護が提Ïされる多様な場と多x種連/を理解する。

DPとの関連

　1.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識、技術を習得し看護実践が

　　できるÍ
◎4..健医療,-…ーlのÁÂとして多x種と0働し、¹ºF生社会における看護の役割と§¨を理解
　　することができる。

科目名 担当者

óôvõö¼½÷@N
(%±
A'

( (o Ð井　Ñ子（看護師として10年）



開講時期 単位 時間数

! "# $%

8

HŸùúFSžW'ÖÎ#¯½
tu‡A•#4Z[:É¯Êd
Ë:

±²HŸùú¯Ù
V²HŸùúFSžW'ÖÎ¯½tF•f^_
Y²HŸùúFSžW'ÖÎÊ™š›Rë®PFîq•–
e²HŸùúAp†Êß:Rë®PFîq•–
Y²HŸ•FRë®Ae[:îq•–F¨U… 

&' •r

9

îqA˜‘: ÖT7¹9V’
ØSA•#4Z[:É¯ÊdË
:

±²îqA˜‘: ÖT7¹9V’ØSF™š
V² ÖT7¹9V’ØSF… 

&' •r

5

îqRë®FhiA•#4
Z[:É¯ÊdË:;

±²îqdFhi½tF™š
V²hiAZ[:SžW'ÖÎ
Y²hiF½tAZ[:XVÖÎ

&' •r

6

±²ìf…FA¡1E?4XhiØSA™š›A¡1
ÜÜ•›[:;
V²•›Æ•A¡1¥#4hiØS1W~[:É¯Ê
ÜÜdË:;
¹¹<Ø8KÉ6T•›

€„ •r

7

3
îqRë®FxrA•#4
Z[:É¯ÊdË:;

±²îqdFxrF™š
V²xr¿xpXx4hAZ[:SžW'ÖÎ
Y²p$pFÛg¯ð“
e²45<4$pFÛg¯ð“

&' •r

4
îqRë®F†b<†\A
•#4Z[:É¯ÊdË:;

±²îqdF†b<†\F™š
V²†b<†\AZ[:SžW'ÖÎ
Y²†b<†\F½tAZ[:XVÖÎ &' •r

&' •r

2
îqRë®FNÄÅ<…sA
•#4Z[:É¯ÊdË:;

±²îqdFNÄÅF™š
V²NÄÅ<…sAZ[:SžW'ÖÎ
Y²NÄÅ<…sPF½tFXVÖÎ

&' •r

授業計画

•‚ ƒ„…†

±
îqA˜‘:îïÚ5<½t
A•#4Z[:É¯ÊdË:;

±²îqdFîïÚ5<ØSF™š
V²îïAZ[:SžW'ÖÎ
Y²îïPF½tFXVÖÎ

科目のねらい

　BC療養者や½¾のBC療養を;援していくために必要となる看護–—の考え方と、健康の.持増b・疾病の予防を

Ò化するための看護について理解するÍ
到達目標

1.健康の.持増b・疾病予防に関わる看護としてのリスクÎネジメントについて理解できるÍ
2.¹ºで療養生活をËる人とその½¾のアセスメントについて理解し、事³に活用できるÍ

DPとの関連

　1.多様な文化や価値観を受け入れ、対象を身体的・精神的・社会的に統合された生活者として捉える

　　ことができる。

◎4..健医療,-…ーlのÁÂとして多x種と0働し、¹ºF生社会における看護の役割と§¨を理解
　　することができる。

科目名 担当者

óôvõö¼½øL@F
$%±
&'

$ lo Ã崎　Ä•（看護師として24年）



! "#

受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

<€„F³#hi¯›?4#:;
¹ÌZXâã½›äåd&'A«‰É¯;

6¼Ä5ƒX`²mXB5ƒXZï#3XÀ“[pmX
_—•–ƒXÜá•–ƒX¾¿•–ƒX›E•–ƒX
Ž••–u‡

¹±Ó¨©ƒ„a6¼Ä5ƒX`²mXŽ••–u‡@Fà„…†A•#4ÙÂ„1Æ4˜‹É¯;
¹VÓ¨«ƒ„aà„Æ•…†1Ø¯9Xîq•–mW„F¤Fƒ„¯[:;…†ÙW„A•Œ:É¯;

¹wCô¦*»¹¹3ÖA¦*»¹¹ÏÐ·¸º*»

®žŠ
¹ÜÜ<QƒŠa‡•Á•–ƒ&®ˆÔw<îq•–m±¹Ôw<îq•–FŽ¼
¹ÜÜ<QƒŠa‡•Á•–ƒ&®ˆÔw<îq•–mV¹Ôw<îq•–FW»

19

20

Ôwd<Ç[Rë®¯ýFìí
FÄÅ1ZÈ:É¯ÊdË:B
=É~½›½t"#Ê56d
ËXW~[:É¯ÊdË:;

±²¨U1… ÆX•–Ÿù1ÀX[:;
V²À“dÚZ“®1•›[:
Y²IJKLMKN
¹õNÄÅXxrXÅbXhiFe•FÄÅabAeÆ4
¹¹É~½›½tŸù1ÀX[:;
¹ø½tŸùAÅ?4XsŸÃ»•IJKLÊ½t1
¹¹W~[:;
¹á½tFW~AeÆ4XPÓd5ÇW(601Ö1
¹¹a=
e²Ø¯9

€„
•Ž •r

21

22

23

•r

14

15

îqRë®¯ýFìíA•#4
F™š1õØÈ••–w›Fð
È"Ê56dË:;

±²îq•–w›FXVÖÎ
V²¨U1E¥Æ4îq•–w›1… [:
¹õæÆ‘œ<æÆFl5
¹øSžW'ÖÎ
¹á•‚Ë3<Ÿù
¹>·FÆÛ•
¹‘À“dÚZ“®F•›"#
Y²îq•–F‚¤µA£‘•!C•_

&' •r

16

17

18

•‚ ƒ„…†

13 îqRë®FÄÅ1KPA
ZÈ:•9rCÄÅA”‰
8WNA•#4Z[:É¯Êd
ËXRëyF8WN›œÔ'Ö
ÎA•#456[:É¯ÊdË
:;

±²îq•–A˜‘:8WNF™š
¹õ8WN›œÔ'ÖÎFðÈ"
¹ø¨@FÌQš:A•#4
V²RëyF8WN›œÔ'ÖÎ
¹õãôFlFAB:KPFG[
¹ø}~}~Fgo
¹áYAAB:¨@Fgo
¹>åÕFgo
¹‘C†Ae[:¤F¯ef

&'

10

îqRë®FÅb1ZÈ:
,-./ØK01ÖA•#4
Z[:É¯ÊdË:;

±²îq•–FÅbA˜‘:,-./ØK01Ö¯ÙÚÛ;
V²Rë®¶ìí1Z½[:•9F,-./ØK01Öu‡
Y²2•Zï1?‹•9F,-./ØK01ÖFXVÖÎ

&' •r

11
±²–!•DFXâu‡XXâF^_X›@K
V²–!•DF;KJL5VÖI¿€„hA¯][:
¹¹0@87•›Xf•Ë3XW~X·1a=
Y²5ÇW(601Ö1a=

€„
•Ž

•r

12



開講時期 単位 時間数

! "# $%

5
|Úêë#A•#4Z[:É¯
ÊdË:;

±²|Úêë#¯ÙÚÛ
V²|Úêë#F—˜¯•f
Y²|í|Úêë#
e²I—ÛÇF|Úêë
Y²|í|Úê˜#<I—Õ2FÂD•
`²|Úêë#1¥#:Rë®PFÄÅFð“¯îq•–

&' •r

6
îq¬BÞßêë#¿e™!hA
•#4Z[:É¯ÊdË:;

±²îq¬BÞßêë#¯ÙÚÛ
V²îq¬BÞßêë#F•f^_
Y²îq¬BÞßêë#1¥#:Rë®PFîq•–

&' •r

3

p+Tp(ÍKÍJg«¬Fî
qRë®A•#4Z[:É¯Ê
dË:;

±²p+Tp(ÍKÍJ¯ÙÚÛ
V²p+Tp(ÍKÍJF•f^_
Y²(ÍKÍJF—˜¯•f
e²ÂD•¯ýFeo

&' •r

4

WÎK›¿EðB¡<Eðn
ohA•#4Z[:É¯ÊdË
:;

±²WÎK›¯ÙÚÛ
V²WÎK›F•f
Y²WÎK›ÛÇFxr"#
e²˜O›¿™qhÂD•¯ýFef
Y²WÎK›÷ËÆ4#:Rë®PFÄÅFð“¯îq•–

&' •r

&' •r

2
š›FÛgA•#4Z[:É¯
ÊdË:;

±²š›¯ÙÚÛ
V²š›FÛg
Y²š›rÄsFef
e²µR<ØSŸùFWa

&' •r

授業計画

•‚ ƒ„…†

1
îq•–Ê«FsqƒF™šA
•#4Z[:É¯ÊdË:

±²îqRë¤Fq¿œa©h
V²îqRë†aq
Y²îqRëK3q
e²¢äPƒq
Y²¬õq¿•!Cqh
`²îqRë¬q

科目のねらい

Ó院;援とBCとの連/であるÔÌ看護の重要性について学び、BCでの治療や看護の実際を理解するÍ

到達目標

1.BC看護のp入時期と看護のÔÌ性について理解を深めることができるÍ
2.»らしの場で行われる治療と看護について理解することができるÍ

DPとの関連

　3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し看護実践が

　　できる。

◎4..健医療,-…ーlのÁÂとして多x種と0働し、¹ºF生社会における看護の役割と§¨を理解
　　することができる。

科目名 担当者

óôvõö¼½øL@N
$%±
&'

( )* Ã崎　Ä•（看護師として24年）



! "# $%

受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

<úb½›&'€ždß:;
ÜÜâã½›äåd&'A«‰É¯;

6¼Ä5ƒX`²mXB5ƒX_—•–ƒXÜá•–ƒ
¾¿•–ƒX›E•–ƒXŽ••–u‡

¹±Ó¨©ƒ„a6¼Ä5ƒX`²m@Fà„…†A•#4ÙÂ„1Æ4˜‹É¯;
¹VÓ¨«ƒ„aà„Æ•…†1Ø¯9Xîq•–mW„F¤Fƒ„¯[:;…†ÙW„A•Œ:É¯;

ÜwCô¦*»¹¹3ÖA¦*»¹¹ÏÐ·¸º*»

®žŠ
¹ÜÜ<QƒŠa‡•Á•–ƒ&®ˆÔw<îq•–m±¹Ôw<îq•–FŽ¼
¹ÜÜ<QƒŠa‡•Á•–ƒ&®ˆÔw<îq•–mV¹Ôw<îq•–FW»

14

"V+dEðîïR#1W~[:
Rë®Fîq•–F¨U… 1
ðÈ:É¯ÊdË:

±²Rë®A•#4æÆ
V²SžW'ÖÎ
Y²•–•‚<Ÿù
e²W~|w¯·

&' •r

15

=ä™*FRë®Ae[:îq•–
F¨U… 1ðÈ:É¯ÊdË
:

±²Rë®A•#4æÆ
V²SžW'ÖÎ
Y²•–•‚<Ÿù
e²W~|w¯·

&' •r

12

}•¬1˜ÉÆ•®F¨U1
2Æ4XîqR ëu«A•#4
F§“Fè»A•#4Z[:É
¯ÊdË:

±²Rë®A•#4æÆ
V²8–¨8ÍK01Ö`aÛÇFœaŸù
Y²îqRëF ž &' •r

13

ÉK¶Ö4Ö`FRë®Ae[
:¨U… 1ðÈ:É¯ÊdË
:

±²Rë®A•#4æÆ
V²SžW'ÖÎ
Y²•–•‚<Ÿù
e²W~|w¯·

&' •r

10
bcÊˆµRFZ½A•#4Z
[:É¯ÊdË:;

±²bcÊˆµRZ½FŽµ
V²bcÊˆYAR#1º‘:Rë®FZ½
Y²bcÊˆðôüµR1º‘:Rë®FZ½

&' •r

11
îqA˜‘:%&SgØSA•
#4Z[:É¯ÊdË:

±²&_F56
V²%&SgØSF•f
Y²%&SgØS1º‘:Rë®PFîq•– &' •r

9

îqEðîïR#¿—feh¯x
_#A•#4Z[:É¯ÊdË
:;

±²îqEðîïR#¯ÙÚÛ
V²îqEðîïR#F•f^_
Y²îqEðîïR#1a=Rë®PFîq•–
e²x_AZ[:îq•–u‡

&' •r

•‚ ƒ„…†

7
„‰Š½ã•ÿ¥R#¿!™™fh
A•#4Z[:É¯ÊdË:;

±²„‰Š½ã•ÿ¥R#¯ÙÚÛ
V²„‰Š½ã•ÿ¥R#F•f^_
Y²„‰Š½ã•ÿ¥R#1¥#:Rë®PFîq•–

&' •r

8
îqðÔR#¿eä–hA•#4
Z[:É¯ÊdË:;

±²îqðÔR#¯ÙÚÛ
V²!"[IAB:eä–F•fŽ¤
Y²eä–1¥#:îqRë®PFîq•–

&' •r



開講時期 単位 時間数

! "# $%

6 &' 8

7 &' 8

10

7JWL;4K01ÖX[!2
N45J5mA•#456[
:;

7JWL;4K01ÖF3'X~•Fþ{XÛgFMNA•
#4
›EF!"ab1ÃÄ[:X›EF®ß5m¿SÖT9=
ÔKhA•#4

&' 8

8

ÄÅ„W`FÛg¯e•¿™3
!"nj<™3[!su<Êˆ
e•@h1Z[:É¯ÊdË:

›E¯ÄÅ„W¯!"DEFZ“A•#4
ÄÅ¯!"1à:[!<QR<no0WÍ*A•#4
Êˆe•Žµ#A•#4

&' 8

9

]iAá:[:!"p†XWÎ
5WFZ“[:!"p†A•#
4Z[:É¯ÊdË:;

]i¯!"DEXÀ“½›DEA•#4;
WÎ5WF3'XWÎ5WAZ[:!"p†XWÎ5W,K
%ÖIA•#4

&' 8

5
›E[IAZ[:éÄÁŸ1Ù
Ÿ[:É¯ÊdË:;ø

›EF[IFK£1¯ÇÈX€ðFb£XF ®F€ê<2
a®F€êXºRëX«aqRA•#4Ÿ:É¯ÊdË:

&' 8

uLF›EFÄÅ„W¯!"r
µV±1Z“H‘4Z[:É¯Ê
dË:õ

›EFÄÅ„WFK£1¯ÇÈX!"p†¯FZ“A•#4
ÄÅ„W`FÛgAZ[:[!QR÷•¿!"rµV±à¡V
âhA•#4

3
 8N4ÖX–¢ÇýKWÎF
5m1•f[:É¯ÊdË:;

¨U€„¿–—q<£—qh12Æ4X5m1•fÆOP1[
:

&' 8

4
›E[!AZ[:éÄÁŸ1Ù
Ÿ[:É¯ÊdË:;õ

›E[!Fb£¯Æ4XÈERX—^ƒERX¤c¥ŸE
RXøÃö›<øÃ•A•#4Ÿ:É¯ÊdË:;

&' 8

&' 8

2
£—q<£_qF}~½<B5
½<À“½™š1kldË:;

›EqF ¡¯ÌqF™šXr¶cEA•#4
¿£—q<£_qh

&' 8

授業計画

•‚ ƒ„…†

1

›EF3'X–—qF}~½<
B5½<À“½™š1kldË
:;

›E•–ƒ1ƒ±•½¯û'X‡›EˆF3'X›EqF 
¡¯ÌqF™šXr¶cEA•#4¿–—qh

科目のねらい

成人期にある対象と½¾の特徴を理解するとともに、成人を@りmく社会や.健医療システl、½¾Õ態や機能、文

化的Ö×、社会,-1度の動iなどを踏まえたうえで、対象と½¾に必要な看護のア°„ー…の理論や方法を学習
し、この後学習する成人看護学の科目にFGの基礎的知識を習得する。

到達目標

１．成人期にある対象の身体的・精神的・社会的|面をØÙし、対象の特徴をu合的に理解する。
２．成人の健康の現状と動iを理解するとともに、健康な生活を維持・増bするために必要な看護の役割を

    理解する。

３．成人期にある人々の様々な価値観、個t性及び社会的yBに関{を深め、成人期における看護の特徴を

    理解する。

DPとの関連

◎2.人を‹重し、Œいやりの{を持って行動することができる。

科目名 担当者

Xù¼½1÷@ (%A' ( )* 長　ÇÚÛ（看護師として10年）



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

<=的な>?で講義に臨むこと。
T‚ートÉの課題提出は、提出期ÜをÝる。

{理学・Z[\生

Þ定した教科書を事前に読んで予習をする。授業終了時に示す課題を実‰しておくこと。
当日の内容については配布する°リントを読んで復習する。

出ß状à、授業態度、課題T‚ート、定期試験でu合的に判断する。

教科書・参考書・その他の教材

á系統看護学講8　9:分野Ⅱ　成人看護学â1ãä(医学書院)

14

 ÖÉM'ÖÎXZY$3PF
Z½A•#4Z[:É¯ÊdË
:;

ZY075m1¨UA•fÃk:É¯ÊdË:
úä½¦Ç§Fàol1Ã[•–Xúä`®PF•–A•
#4

&' 8

15
›EqA˜‘:æq1ZÈ:•
–A•#4Z[:É¯ÊdË:

æqFs1¨È:EÐ1!C°‹ãôA•#4¯XýFìí
A•#4F•–A•#4

&' 8

12

WÎ5W,K%ÖI5mX’Ç
ÖNFHù45J1•fÃk:
É¯ÊdË:;

¢äqFe¼FB5½µX156189X•–½tF"£ä
A•#4

&' 8

13

ÄÅùúp†1F[:e¼Xú
ä½›|w1•<:e¼F€²
1kl[:É¯ÊdË:;

p†1\Á›ÊÇFÄÅ¯8–¨8ÍK01ÖA•#4
p†º†Xìí<®PFZ½A•#4

&' 8

11

Ä~‰Š5m1•fÃkX¢ä
q€²Aß:e¼F€²1kl
[:É¯ÊdË:

Ä~‰Š5m¯ÙX‰Š½µR1º‘:®F•–A•#4 &' 8



開講時期 単位 時間数

! "# $%

9
ij<µR1º‘:®F•–
156[:É¯ÊdË:

rbùúp†Fß:®F•–ÖqÏ
ijAb=•–¿- ;I9’Ç<SJÎ;I9’ÇKh

&' »•

10
rbùúp†Fß:®F•–Ö§Ï
µR<opAb=•–¿YAR#XA¹WÑ3XÇÈR#h

&' »•

7

£‡1º‘:®F•–156
ÆX½t"#1Z[:É¯Êd
Ë:

}<¿|ùúp†Fß:®F•–ÖZÏ
£‡1º‘:®F•–¿}bß0XÖÅX}yzh

&' üê

8
rb…G®F™š¯•–F
••1Z[:É¯ÊdË:

rbùúp†Fß:®F•–Ö±Ï
QRFb£¯•–X®F™šX•–F••XGF|w¯•–

&' »•

5
`›GF•–156Æ½t"

#1Z[:É¯ÊdË:;

}<¿|ùúp†Fß:®F•–ÖYÏ
G1\•®F•–õ¿}•¬h

&' üê

6
}<¿|ùúp†Fß:®F•–Ö`Ï
G1\•®F•–ø¿‹Œb~X01h

&' üê

3 }<¿|GA˜‘:•€F¹
•¯SžW'ÖÎ1ƒªXe¼
Ae[:É~½½t"#1Z[

:É¯ÊdË:;

}<¿|ùúp†Fß:®F•–ÖYh
`š•€Ae[:®F•–õ¿rb)ÙX…sp†h

&' üê

4

}<¿|ùúp†Fß:®F•–Öeh
`š•€Ae[:®F•–ø¿š•p†X$a<$HX~âù
úp†h

&' üê

&' üê

2
ij<µR1º‘:®F•–
A•#4Z[:É¯ÊdË:

}<¿|ùúp†Fß:®F•–ÖVÏ
ij<µRAb=•–¿}ÅÚ÷8Xû=<)Ù5¢JF¹•h

&' üê

授業計画

•‚ ƒ„…†

1
}<¿|G®F™š¯•–
F••1Z[:É¯ÊdË:

}<¿|ùúp†Fß:®F•–Ö±Ï
QRFb£¯•–X®F™šX•–F••XGF|w¯•–

科目のねらい

　脳神経機能障害・運動機能障害が日常生活に及ぼす影響を理解し、å期からの機能æçを意識した看護を学ぶ。

到達目標

1．各機能障害が生活にªえる影響を理解することができる。

2．各機能の検査時の看護を理解することができる。

3．各機能障害に行われる治療に¡う看護を理解することができる。
4．各機能障害の経–に応じた看護を理解することができる。

5．各機能障害をもつ患者のèéを理解することができる。
DPとの関連

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践が

　　できる。

科目名 担当者

Xù¼½1øL@F (%A' ( )*
úH"û.;¼½3456$o%8
‚Q"ƒ„;¼½3456l%8



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

á系統看護学講8　9:分野Ⅱ　成人看護学â10ã、â7ãä(医学書院)

Þ定した教科書を事前に読んで予習をする。授業終了時に示す課題を実‰しておくこと。
当日の内容については配布°リントを読んで復習をする。

終講試験（90％）

Çテスト,授業態度,出ß状à（10％）

教科書・参考書・その他の教材

15

£‡1º‘:®F•–156
ÆX½t"#1Z[:É¯Êd
Ë:

rbùúp†Fß:®F•–Ö\Ï
£‡1º‘:®F•–¿L©ˆžŒˆÊh

&' »•

解剖生理や9:基礎分野で学習した機能障害の知識とF
に、9:分野•で学習した日常生活援助技術を復習して講

義に臨む。

解剖生理学•　病理学　薬理学　治療論　病態論•　　臨
’看護u論　看護基本技術Ⅱ
生活援助技術•・Ⅱ・Ⅲ　診療補助技術•・Ⅱ

13
`›GF•–156Æ½t"
#1Z[:É¯ÊdË:;

rbùúp†Fß:®F•–Ö`Ï
G1\•®F•–¿þ€äÓZn•X¤RÝ7J/SXˆ
Êh

&' »•

14
rCÄÅ½tF•9FŽµ½u
‡156[:É¯ÊdË:

rbùúp†Fß:®F•–ÖZÏ
½tF•9FŸ=<u‡¿rCÄÅ½tX‚‡¢XxrÚ5h

&' »•

11 rb…GA˜‘:•€F¹•
¯SžW'ÖÎ1ƒªXe¼A
e[:É~½½t"#1Z[:
É¯ÊdË:;

rbùúp†Fß:®F•–ÖgÏ
`š•€Ae[:®F•–õ
¿¿|)Ù<âãp†¯’áJN›Öª’h

&' »•

12
rbùúp†Fß:®F•–ÖÒÏ
`š•€Ae[:•–ø¿%&<ÖÅ<8ŒÞßÅ¨<š›h

&' »•



開講時期 単位 時間数

! "# $%

7 &' Ä«

9
ijµR1º‘:®F•–1
56[:É¯ÊdË:

âãùúp†Fß:®F•–ÖVÏ
¹ij<µRAb=•–õ¿BŸ®<BÙ(ÍKÍJh

&' ¬Î

10
âãùúp†Fß:®F•–ÖVÏ
¹ij<µRAb=•–ø¿YAR#sF•–¯suh

&' ¬Î

Ä«

8
âã…G®F™š¯•–F
••1Z[:É¯ÊdË:

âãùúp†Fß:®F•–Ö±Ï
QRFb£¯•–X®F™šX•–F••XGF|w¯•–

&' ¬Î

&' Ä«

5

`›GF•–156Æ½t"
#1Z[:É¯ÊdË:;

îïùúp†Fß:®F•–ÖYÏ
¹G1\•®F•–õ¿øÊˆ<¥åh

&' Ä«

6 îïùúp†Fß:®F•–Ö`Ï
G1\•®F•–ø¿=ä™*<¥ÚZ[\<ø-úäîïJ
Ph

&'

îïùúp†Fß:®F•–ÖVÏ
ij<µRAb=•–¿¥ÚZ¡<åç¢ì<åçT5@KÔh

&' Ä«

3 îï…GA˜‘:•€F¹•
¯SžW'ÖÎ1ƒªXe¼A
e[:É~½½t"#1Z[:
É¯ÊdË:;

îïùúp†Fß:®F•–ÖYÏ
¹`š•€Ae[:®F•–õ¿^è<é_<Å_<éÅh

&' Ä«

4

îïùúp†Fß:®F•–ÖeÏ
¹`š•€Ae[:®F•–ø¿å&<îïñò<•SjK
êh

•‚ ƒ„…†

1
îï…G®F™š¯•–F
••1Z[:É¯ÊdË:

îïùúp†Fß:®F•–Ö±Ï
QRFb£¯•–X®F™šX•–F••XGF|w¯•–

&' Ä«

2
ij<µR1º‘:®F•–
156[:É¯ÊdË:

科目のねらい

　呼吸・循環機能障害は、発症¢後の救命処 から、ê発予防や生活のê構ˆが目Þgるようë‚ートが必要であるこ

とを理解し、呼吸機能障害・循環機能障害に対する検査・治療・処 に¡う看護を学ぶ。

到達目標

1．各機能障害が生活にªえる影響を理解することができる。

2．各機能の検査時の看護を理解することができる。

3．各機能障害に行われる治療に¡う看護を理解することができる。
4．各機能障害の経–に応じた看護を理解することができる。

5．各機能障害をもつ患者のèéを理解することができる。

DPとの関連

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践が

　　できる。

授業計画

科目名 担当者

Xù¼½1øL@N $%&' ( )*
üý"Á§;¼½3456(œ%8
þb"«c;¼½3456$(%8



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

終講試験（90％）

Çテスト,授業態度,出ß状à（10％）

教科書・参考書・その他の教材

á系統看護学講8　tm　臨’外科看護u論ä(医学書院)

á系統看護学講8　9:分野Ⅱ　成人看護学â2ã、â3ãä(医学書院)

âãùúp†Fß:®F•–ÖYÏ
¹G1\•®F•–á¿BJPh

&' ¬Î

1年次の解剖生理学、病理学、病態論、検査と治療とリハ

ビリテーションで学習した内容の復習、関連づけをしなが

ら授業を受けること。

解剖生理学•　病理学　微生物学　薬理学　治療論　　病

態論Ⅱ　　臨’看護u論　看護基本技術Ⅱ
生活援助技術•・Ⅱ・Ⅲ　診療補助技術•・Ⅱ

Þ定した教科書を事前に読んで予習をする。授業終了時に示す課題を実‰しておくこと。
当日の内容については配布°リントを読んで復習をする。

13

`›GF•–156Æ½t"
#1Z[:É¯ÊdË:;

âãùúp†Fß:®F•–Ö±Ï
¹G1O•®F•–õ¿xÅäBGh

&' ¬Î

14
âãùúp†Fß:®F•–ÖVÏ
¹G1\•®F•–ø¿61äLbßh

&' ¬Î

15

11 âã…GA˜‘:•€F¹•
¯SžW'ÖÎ1ƒªXe¼A
e[:É~½½t"#1Z[:
É¯ÊdË:;

âãùúp†Fß:®F•–ÖYÏ
¹`š•€Ae[:®F•–õ¿å&<b!<|0<îïñ
òh

&' ¬Î

12
âãùúp†Fß:®F•–ÖeÏ
¹`š•€Ae[:®F•–ø¿•SjKê<®å<$¿h

&' ¬Î



開講時期 単位 時間数

! "# $%

11
…¡B<L[ùúp†Fß:®F•–¿eh
`š•€Ae[:®F•–ø¿âã…XOµ…X?mh

&' …¤

9
ij<µR1º‘:®F•–

156[:É¯ÊdË:
…¡B<L[ùúp†Fß:®F•–¿Vh
ij<µRAb=•–¿…¡BGFij<L[GFij

&' …¤

10
…¡B<L[GA˜‘:•€
F¹•¯SžW'ÖÎ1ƒªX
e¼Ae[:É~½½t"#1
Z[:É¯ÊdË:

…¡B<L[ùúp†Fß:®F•–¿Yh
`š•€Ae[:®F•–õ¿~ÑFþµX†GX¿|<‰h

&' …¤

Oµùúp†Fß:®F•–¿Zh
GAe[:®F•–á¿0-XúäD-XD‘þh

8

…¡B<L[G®F™š¯
•–F••1Z[:É¯ÊdË
:

…¡B<L[ùúp†Fß:®F•–¿±h
QRFb£¯•–X®F™šX•–F••XGF|w¯•– &' …¤

5
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授業計画

•‚ ƒ„…†

1
Oµ…G®F™š¯•–F
••1Z[:É¯ÊdË:

Oµùúp†Fß:®F•–¿±h
QRFb£¯•–X®F™šX•–F••XGF|w¯•–

科目のねらい

　消化機能障害・内分泌代謝機能障害は生ìにわたり運動療法や薬物療法など生活のV理をíîなくされることを理解

し、症状・検査・治療・処 に対する看護を学ぶ。

到達目標

1. 各機能障害が生活にªえる影響を理解することができる。

2. 各機能の検査時の看護を理解することができる。

3. 各機能障害に行われる治療に¡う看護を理解することができる。
4. 各機能障害の経–に応じた看護を理解することができる。

5. 各機能障害をもつ患者のèéを理解することができる。

DPとの関連

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践が

　　できる。

科目名 担当者

成人看護学方法論Ⅲ 2年前期 1 30
ïð　ñ（看護師として7年）

内川　ò•（看護師として29年）



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

解剖生理や9:基礎分野で学習した機能障害の知識とF
に、9:分野•で学習した日常生活援助技術を復習して講

義に臨むこと。

解剖生理学Ⅱ　病理学　微生物学　薬理学　治療論　　病

態論Ⅲ　　臨’看護u論　看護基本技術Ⅱ
生活援助技術•・Ⅱ・Ⅲ　診療補助技術•・Ⅱ

Þ定した教科書を事前に読んで予習をする。授業終了時に示す課題を実‰しておくこと。
当日の内容については配布°リントを読んで復習する。

出ß状à・授業態度、定期試験のó果など合わgてu合的に判断する。

教科書・参考書・その他の教材

系統看護学講8　消化器（成人看護学ô）医学書院
系統看護学講8　内分泌・代謝（成人看護学õ）医学書院

…¡B<L[ùúp†Fß:®F•–¿`h
GAe[:®F•–øÖV×±p`®F¨U12Æ4F®ß
½suA•#4±DEMKNXIJKLMKNh

&' …¤
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GAe[:®F•–áÖV×±p`®F¨U12Æ4F®ß
½suA•#4±IJKLMKNh

&' …¤
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#1Z[:É¯ÊdË:

…¡B<L[ùúp†Fß:®F•–¿Yh
GAe[:®F•–õ¿9€æGX±p`h

&' …¤

13



開講時期 単位 時間数

! "# $%
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科目のねらい

腎、泌尿器・排泄機能障害がライフスöイルの変÷や長期化する治療経–をたどる特徴を持つことを理解し、検査・治

療・処 に対する看護を学ぶ。

到達目標

1．各機能障害が生活にªえる影響を理解することができる。

2．各機能の検査時の看護を理解することができる。

3．各機能障害に行われる治療に¡う看護を理解することができる。
4．各機能障害の経–に応じた看護を理解することができる。

5．各機能障害をもつ患者のèéを理解することができる。

DPとの関連

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践が

　　できる。
授業計画

•‚

科目名 担当者

成人看護学方法論ø 2年前期 1 30
ùú　ò（看護師として6年）

ûü　ý（看護師として4年）



13 &' Žã

14 &' Žã

15 Žã

受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

á系統看護学講8　9:分野•　臨’看護u論　(医学書院)

á系統看護学講8　tm　臨’外科看護u論ä(医学書院)

á系統看護学講8　tm　臨’外科看護u論ä(医学書院)

á系統看護学講8　9:分野Ⅱ　成人看護学â2ã、â3ãä(医学書院)

Ø¯9

1年次の解剖生理学、病理学、病態論、検査と治療とリハ

ビリテーションで学習した内容の復習、関連づけをしなが

ら授業を受けること。

解剖生理学Ⅱ　病理学　薬理学　治療論　病態論ø・þ
臨’看護u論　看護基本技術Ⅱ
生活援助技術•・Ⅱ・Ⅲ　診療補助技術•・Ⅱ

事前および事後学習

Þ定した教科書を事前に読んで予習をする。授業終了時に示す課題を実‰しておくこと。

終講試験（90％）

Çテスト,授業態度,出ß状à（10％）

12
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科目名 開講時期 単位 時間数 担当者

科目

到達目標

DPとの関連

授業計画

! •‚ ƒ„…† "# $%
1

2

3

4

5

6

7

8

受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

<=的な>?で学習に@り組むこと
9:基礎科目全科　看護基本技術Ⅱ・Ⅲ　臨’看護u論
¹º・BC看護論　他

既習学習内容については、すDて事前学習しzむ

ÿ定の評価表を用いて評価する

á系統看護学講8　9:分野•　臨’看護u論ä(医学書院)

á系統看護学講8　9:分野•　基礎看護技術•ä(医学書院)

 !ーUンの機能的健康"öーンに基づく看護–—と看護診断（#ー¼ル$„カ%）
 看護診断ハンU´µク　（医学書院）
á系統看護学講8　9:分野Ⅱ　成人看護学　関連疾患によるものä(医学書院)

•–w›F… ’
®ßsuF¤FÊdË:

IJKL
MKN

8

Ø¯9
rt“õ
Z“®X•–nÞF³‰´¢˜Bª|w1rtdË:
®ßsuÊW~dË:

rt“ 8

IJKL
MKN

8

•–w›F… >
•–ŸùFÀXÊdË:
Wu†ú›•–•‚Fi¿¯ÐZÊdË:

IJKL
MKN

8

•–w›F… ‘
žJ’›œÔ'ÖÎ1Z½[:®ß…†ÊµÖdË:
®ßsuXF•›ÊdË:

IJKL
MKN

8

1.&性期に必要なアセスメントの視点をもち、看護–—のk開ができる
2.&性期疾患をもつ患者のセルフÎネジメントを;援する看護について理解することができる

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践が

　　できる。

•–w›F… ÊdË:

•–w›F… õ
¨UFæÆ1=KTÖFùú½!"ÉÈKÖF¶•_Al5ÆX
ÐZdË:

DEMKN 8

•–w›F… ø
SžW'ÖÎFóôAÅ?•æÆFl5<æÆF6j<¡•FÐ
ZdË:

&'
DEMKN

8

•–w›F… á
Z“®X•–nÞÊÐZdË:
•–nÞF³‰´¢Fi¿XÑÒFÐZÊdË:

成人看護学方法論þ 2年後期 1 15 長　ÇÚÛ（看護師として10年）

&性疾患によって長期コント„ールが必要な人に対して、教育的Þ'を主とした看護が実践にóび(くように、臨’判
断能力を)められる事³k開を行う。



開講時期 単位 時間数
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授業計画
•‚ ƒ„…†

1

ZYF_—¹1tudË:;
_—•–Fþ{A•#456d
Ë:;

¦Ó_—•–1ƒ±«CR½_#FV'KÔ
qÓ_—q¯Ù½~^®F3'X9V’WÍKÔ
§Ó_—•–Fþ{

科目のねらい

h年期の特徴を踏まえ、)*者看護の概念及びその基Æとなる+)*社会の現àを理解する。

到達目標

１．h年期にある対象の,*に¡う身体的、精神的、社会的|面の変化について理解できる。　　　　　　　　２．)
*者の健康な生活をÝるまざまな.健・医療・,-1度が理解できる。　　　　　　　　　　　　　　　３．h年看護
学の概念や看護の役割について理解できる。

DPとの関連

　　1.多様な文化や価値観を受け入れ、対象を身体的・精神的・社会的に統合された生活者として捉えることができる。

◎2.人を尊重し、思いやりの心をもって行動することができる。

　　3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し看護実践ができ る。

　　4.保健医療福祉チームの一員として多職種と協働し、地域共生社会における看護の役割と責任を理解すること

　　　ができる。

科目名 担当者

ÿ%¼½1÷@ (%A' ( )* Ž|ñ.;¼½3456ŠŠ%8



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材
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開講時期 単位 時間数
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授業計画

•‚ ƒ„…†

1 ~^®F7JWSžW'ÖÎF
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56dË:

¦Ó]^Ab=}~½<B5½<À“½µXFþµ¿(áh

科目のねらい

h年期の対象は、生理的h化や疾病の後遺症などによる-らかの障害を持ちながら生活している。対象がもてる能力を

q大Üに生かし、より健康に自立した生活をËるための援助の方法を学ぶ。

到達目標

１．h年期にある対象への.ルスアセスメントを行う視点と/意点を理解できる
２．)*者の生活機能をšえる基本的な援助技術を理解する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．認

知症のある方が生きる01を23し、その人らしさを大4にする看護について考えることができる
４．)*者の生活の質を)めるためのTクリエーションを5画・実践することができる（"フ6ーÎンス課題）

DPとの関連

　　1.多様な文化や価値観を受け入れ、対象を身体的・精神的・社会的に統合された生活者として捉えることができる。

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し看護実践ができる。

　　4.保健医療福祉チームの一員として多職種と協働し、地域共生社会における看護の役割と責任を理解することが

　　　できる。

科目名 担当者

ÿ%¼½1øL@F $%&' ( )* !""#.;¼½3456$%%8



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

¦Ó¨©cE¶IJKLcEAâã½A!C•_XP4Fƒ„Ù_—•–ƒW„A•Œ:
qÓ8N8 K01ÖÙ_—•–ƒW„´daÈ:B=7‹<‚][:

wCô¦*»¹¹cE›<3ÖA¦*»¹¹ÏÐ·¸º*»

¦Ó•Á•–ƒ&®¹_—•–ƒÖQƒŠaÏ
qÓ_—•–¹`²<Gm¿QƒŠah
§ÓÄÅùúÛÇ@•_—•–w›¿QƒŠah

Z“ž•1Â„Æ4«‰É¯
6¼Ä5ƒ¹`²m¹Ž••–ƒMm¹«/•–Èm¹›E•–
m¹_—•–Mm¹Ž••–ƒW„



開講時期 単位 時間数

! "# $%

8 &'

&'àOP

12

13

14

L©ˆžŒˆÊF®¿£‡
«hF½tFW»

¦Ó¨U1O¯A0-.5K01Ö
qÓ~^®FÔF!"1Ó\[:•9F’6ÎØS

0-.5K
01Ö
€„

¬•

7
µR1º‘:~^®F•– ±²YAR#1º‘:~^®F•–

V²£‡R#1º‘:~^®F•–
Y²8–¨8ÍK01Ö1º‘:~^®F•–

&'

¬•

Â¶Û›€1¨È:•9F•–
A•#4ðÈ:

±² ÖT7¹9V’ØSFMN
V²‡ÄËË:ˆÉ¯1ZÈ:ØS
Y²û2$3PFZ½

9

10

11

_—•–w›
L©ˆžŒˆÊF®
¿£‡1º‘:~^®F•–h

¦Ó¨U… FWa¿OPh
±Ï_—•–F… A˜‘:ðÈ"¿ÄÅùúÛÇ@•_—•–w
›™Ãh
õÄÅab45JAB:•–w›
ø•‚Ä£×2ðPF¿ÿ
VÏ¨U… 

&' ¬•

2

3

4

µR1º‘:~^®F•–

¦²~^®AáÉC¶[#G¯ýF•–
Å]^þµX`²Ä5¯•€F'(/)*XµRX•–F•›Ê
CÊðÈÇ»:B=Aƒ„[:¿`²Z“®h
±Ï~^®AáÉC¶[#G`F`²Ä5¯•€F'(/)*A•
#4X]^F89O‰9•klÊdË:;
VÏ]^F89O‰94µRAb=ÂD•¶)â½p†8WN1l
ÇÛA[:;
YÏG`F|w¿¢äqÛÇúäqPhAf3•Z½A•#4X~
^®FÄÅabAe[:891¬BA™š›•–1lÇÛA[
:;

&'
IJKL

ƒ„
¬•

5

6
IJKLƒ„Frt

授業計画

•‚ ƒ„…†

1

~^®F!"p†F«/½™š
˜Bª_—qA³#GA•#
456dË:

¦²_—qF³#`²¿ìÆ¶[#Gh
q²_—qFGFu»"<|wF™š¿›Eq¯FSÆôh
§²’5VJ<Þ¥•±²¿"#m³h<_—•±²
g²~^®A³‹_Ç»:•±aDEMKN0KÎ¿_—•–ƒ
W„F¨©ƒ„A•ïh

科目のねらい

)*者に特7の症状やh年期の多い疾患を中{に個々の対象の状態、能力に応じた看護をk開するためのアセスメント

および援助について理解する。また、h年期にあるすDての人が人生の終8までその人らしく生きることを;援する看
護を学ぶ。

到達目標

１．,*に¡う{身の変化や様々な健康問題を持つ)*者への看護を深める。

２．)*者に特徴的な疾患や症状について理解できる。

３．h年期のアセスメント–—と/意点について理解できる
４．対象がzむ生活や状態3を見9えた看護–—の考え方が理解できる

DPとの関連

　 1.多様な文化や価値観を受け入れ、対象を身体的・精神的・社会的に統合された生活者として捉えることができる。

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し看護実践ができ る。

　4.保健医療福祉チームの一員として多職種と協働し、地域共生社会における看護の役割と責任を理解することが

　　できる。

科目名 担当者

ÿ%¼½1øL@N $%A' ( )* Ž|"ñ.;¼½3456$m%8



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

IJKLdF€„Ê³#ž•d[;DEDEÊÖ×1O?4¨©
ƒ„Æ¯ù[:É¯

6¼Ä5ƒ¹`²m¹Ž••–ƒMm¹«/•–Èm¹Ž••–
u‡¹›E•–m¹_—•–Mm¹Ž••–ƒW„

¦Ó¨©cE¶IJKLcEAâã½A!C•_XP4Fƒ„Ù_—•–ƒW„A•Œ:
qÓ_—•–ƒW„SdÅ¥dË:B=•–w›FðÈ"Ù56Æ4˜‹

¬&·¸I*»XwCô¦*»¿Ö.XOP¯]²ªX3Öq&h
3ÖAq*»¿MKN0KÎX•–w›h

¦Ó•Á•–ƒ&®¹_—•–ƒÖQƒŠaÏ
qÓ_—•–¹`²<Gm¿QƒŠah
§ÓÄÅùúÛÇ@•_—•–w›¿QƒŠah



開講時期 単位 時間数

! "# $%

Ò

5

RçØSFŽµ½Ÿ=1O¯A
RçØSFW»1~¸dË:

qÓ®F€²Af3•RçØS
±h~Ë¶îqA˜‘:¨UBC
õû=p†¿ Rp†hFß:®
ø)ÙFß:®
áHŸ•F®
>Ÿ½p†FF:®
‘Ø*ùúÊŒsÆ4#:®

講義

±習
ÇI6

7

8
VhQR<`aA˜‘:¨UBC
õ¥Ú…gÚ<¥Ú¦ Fß:®
øEðîï…uÈÆ•®

講義

3
RçØSA™š›A¡¶"#1
56dË:

¦ÓRçØSWa
õRçØSA¥#:A¡
øRçØSF"#

講義 ÇI

4
r¶EV¶€²Af3•RçØ
SA•#456dË:

¦Ó—LƒFRçØS
õÖÄ©q•2Éq
ø›Eq•£—q
á_—q
<7K9J’5VJ
<¥…äø-Ûg
<'ŸF!Cr#<Ú5

&' ÇI

講義 ÇI

2
RçØSFŽµ½›è»Ê56
dË:

¦ÓRçØSFŽµ½›è»
õSžW'ÖÎ
øŸù<W»<·

講義 ÇI

授業計画

•‚ ƒ„…†

1 RçØS¯ÙA•#4kldË
:

¦ÓRçØS¯Ù
qÓRçØSFû'<Ñšä

科目のねらい

　科学的根拠をもった口腔ケアの実践につながる基礎的知識・技術を理解する

到達目標

　１．口腔健康科学論の学びに基づいた口腔ケアの基本的知識と技術が理解できる

　２．発達段階や状態に応じた口腔ケアについて理解できる

DPとの関連

　2.人を‹重し、Œいやりの{をもって行動することができる。

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識、技術を習得し看護実践が

　　できる。

　4..健医療,-…ーlのÁÂとして多x種と0働し、¹ºF生社会における看護の役割と§¨を理解する

　科目名 担当者

h&µ'ÐÑ@
/h&()v*‰+,8

®%&' ( (o
-."•. （歯科\生+として３３年）

!""#. （看護師として３7年）



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

L5ÍWÎXXWÎÍWÎ1W~Æ›¬·Aó•[:;
€„Ê¬Bdß:;u‡1„”[:•9Aâã½›äåd
«‰É¯;

ÄÅ½tu‡S¹¹¹Rç!"žƒm
›E•–ƒ¿}¿|h
›E•–ƒ¿xíMyh
_—•–ƒ
îq•–m

¹¦Ó™š›sRaYºsR
¹qÓ¨©ƒ„ÝÄÅ½tu‡SXRç!"žƒmdà„Æ•…†1Û„Æ4˜‹É¯;
¹§Ó¨«ƒ„a_—•–ƒW„³A•›Ê:ž•dß:É¯1N‹A!C•‰

ÜÜÏÐ·¸¹¹€„

®žŠ

¹¦Ó›E•–ƒ¿Ÿ<Rçh
¹qÓŽ••–ƒu‡´



開講時期 単位 時間数

ÜÜÜ±²³´›\µ¶·¸¹1º‘«»Xe¼1}~½<¾¿½<À“½AÁÂÃ»•ÄÅ®¯Æ4ÎÈ:É¯ÊdË:;
Ü°VÓE1ÏÑÆX2#¶CFB1O?4ab[:É¯ÊdË:;¹
ÜÜÜYÓ•–Fe¼¯›:EÐF!"yFcEAeÆXžƒ½ÑÒAŽH‹Ÿ=<u‡1„”ÆX•–W»ÊdË:;

! "# $%

8
±²·<OA¯?4FÊªFû'A•#456
dË:

¦²·<OA¯?4FÊª¯Ù
q²ÜáÌqFÊªF™š

&' jq

6
¦²·<OF›8<r¶F™šA•#456
dË:

¦²·<OFV'KÔFÕF
q²›8r¶5m
§²›8<r¶1ƒ±û'
g²§Ú½Ò`
Ò²›8<rÜ¶A89[::·
ë²›8<r¶F·

&' jq

7 ±²·<OFêëA•#456dË:
±²·<OA¯?4FêëFû'
V²“”áqFêë

&' jq

4
±²·<OA¯?4FìíXìíF™šA•#
456dË:

¦²ìí¯Ù
q²·<O¯ìíF™š
§²ìíFSžW'ÖÎ

&' :尾

5
±²·<O¯ìíF!"AZ[:#/A•#4
56[:;

¦²á•noAZ[:#/
q²Û·[!AZ[:#/
§²QR£FZ½
g²Ûgâ—
Ò²ƒû[!AZ[:#/

&'
IJKL
MKN

jq

jq

2

±²·<O1!C°‹À“ãô¶Üá•–F™
š156dË:

¦²·<O¯ìíFËÁŸ
q²uLFÜá•–¯cE
§²Üá•–A˜‘:Ø5

&'

jq

3 ¦²ÍK›AŽH#4X·<OF‘mA•#4ðÈ:
IJKL
MKN

•‚ ƒ„…†

1
¦²Üá•–Fe¼dß:·<OFr¶EV
¯Üá•–F•‚A•#456dË:

¦²ýV×ÖW
q²·<O¯Ù
§²·<OFr¶EV
g²Üá•–Fe¼¯•‚X••

&'

科目のねらい

子どものライフëイクルから見た各期の特徴を理解し、成長・発達についてÕ態的・機能的・精神運動的発達を理解す

る。また、子どもを@りmく社会状àを理解し、子どもの;¸を‹重した「ÇÈ看護の役割」を理解する。

到達目標

１．ÇÈ看護の特徴、子どもの成長・発達、健康増bのための看護について理解できる。
２．子どもの人;をÝることに対する基本的態度が理解できる。

DPとの関連

授業計画

　科目名 担当者

Õ/¼½1÷@ $%&' ( )*
:尾　<子（看護師として　年、

助=師として　年）



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

１．系統看護学講89:分野Ⅱ　ÇÈ看護学概論ÇÈ臨’看護u論　ÇÈ看護学ƒ　医学書院

１．ナーシンググラフィカ　ÇÈ看護学ƒ　ÇÈの発達と看護　メ>ィカ出?

<úb½›&'€ž¯L;ÔÕNÎƒ„dö›[:;
<L;ÔÕNÎƒ„FÌ‚Ù&'F›ÛdýV×ÖW[:;
<âã½›äåd&'A«‰É¯;
<Ì&'©AX©!&'FL5ÍWÎXXWÎÍWÎ1W~ÆŸ=3ÈFGH
1a=;

¦§•Ž#

¨©ª•#<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<«`

˜™#

&'…†FÛ„<Â„1a=;

  筆記試験60％　°„ジ@クト学習（ルー´リµクで評価）30％　受講態度・出ß状à10％

教科書

参考書

14
±²·<OFrCÄÅ¯½tA•#456dË
:

±²Žµ½ÄÅ„WFÙ”
õxr
øþX
ámÍFÈ³
>hi›<

&'
IJKL
MKN

jq

15 ±²·<O¯ýFìí1!C°‹ËDE á•¸¹X#39XJÎûXßáJK›< &' jq

9

10

11

12

13

±²·<OÌqF›8<r¶Ê56dË:

¦²ÌqF·<OF€²½›8<r¶F™š
q²ùú½r¶F™š
§²B5<À“½r¶
g²žJ’ØSFr¶

L;ÔÕN
Îƒ„

›órt
:尾



開講時期 単位 時間数

! "# $%

¤r`@

8
·<OA³#¿|p†A•#456d
Ë:

¦‹•X{,-X}-X4ˆÛˆXr¶p†

講義 ~Ï‰ÔWÎ;’ÇK

講義 ~Ï

7
·<OA³#âã…GA•#456
dË:

‰ŠäBG¿’Ð;K%š•XB+¬..}•h

講義 ~Ï

NJKL•±²

ÔVJWåÕ•¿)*<,*<¦d<7J$W@h

‚ÐåÕ•¿Ñr^<¹TÔÌÐåÕ•@h

6
·<OA³#S5JAKGA•#4
56dË:

S5JAKäGXNAS5JAK

4
·<OA³#><Bp…GA•#4
56dË:

œ’;Kê•±²X¢ätÌ~>-X˜Ò“>•X‰Šäpv
‡€¿¦>•<nopÚ=è•hXG,<•XpvåÕ• 講義 ê¬

5
·<OA³#îï…GXåÕ•A•
#456dË:

y¥+-X¥ÚZ-Xø-X‚¥ÚZ-X¥ÚZ[\X

講義 ~Ï

講義 ê¬

3
A性新生物と血液・造血疾患につい

て理解できる

¿|Ó0XÔÇJ*W01XV,Ó‚ƒ0X}01XLÅX
ÛÅ` 講義 ê¬

{Äá¿ÖÅäGX‹ª…ÖÅÿh
ŒÖÄ~Ñá¿îïÔ••±²XÕÖáV,•ÿh

2
·<OA³#Oµ…GX…¡BL[
GA•#456dË:

45•X•×äØ¡l,•XHÑâXÓ3-XåÕäIH
-XE+ûÙ•XÙB
{Äá›WWN8K/ÖIX±p`Xs3~G¿Œ}8<
¬„äpÚ•hX9€æG

 ◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護

　　 実践ができる。

授業計画

•‚ ƒ„…†

1
Õˆ~ÃC<‰ŠäGXŒÖÄ~Ñ
áFGA•#456dË:;

CÕˆ~ÃCXäÕˆ~ÃCXàÓ`<àá`

講義 ê¬

科目のねらい

子どもにdこりやすい疾患を系統t・病態tに分類し、各疾患の病態・症状・診断・治療について理解する

到達目標

1．子どもに4られる各疾患の病態・症状・診断・治療について理解できる。

DPとの関連

 ◎2.人を‹重し、Œいやりの{を持って行動することができる。

　科目名 担当者

Õ/¼½1øL@F ®%&' ( (o
#中B子（医師として22年）

)C明（医師として29年）



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

１．系統看護学講89:分野Ⅱ　ÇÈ臨’看護学各論　ÇÈ看護学Ž　医学書院

１．ナーシンググラフィカ　ÇÈ看護学•　ÇÈの疾患と看護　メ>ィカ出?

úb½A&'A¯][:;
6¼Ä5ƒ
Üá•–ƒMm<Üá«/•–Èm

講義前に予習し、講義後には復習を行うこと

筆記試験　100％

教科書

参考書



開講時期 単位 時間数

! "# $%

13
14

15

12

¨UF•–w›1ðÈ:É¯ÊdË:
<•–w›… FÐR¥„1¥#4DEMKN1a=
<•–w›F… 12Æ4™š›DE¯½t1ðÈ:

&' jq

IJKL
MKN
rt

jq

10
Oµ…GFß:·<O¯ìíF•–
1Z[:É¯ÊdË:

<¢äIH-F·<O¯ìíF•–
<•×äØ¡l,•F·<O¯ìíF•–
<HÑâF·<O¯ìíF•–

&' jq

11
><Bp…GFß:·<O¯ìíF
•–1Z[:É¯ÊdË:

<œ’;Kê•±²F·<O¯ìíF•–
<¢ätÌ~>-F·<O¯ìíF•– &' jq

8
S5JAKGFß:·<O¯ìíF
•–1Z[:É¯ÊdË:

&' jq

9 âã…GFß:·<O¯ìíF•–

<¤r`F·<O¯ìíF•–
<’Ð;K%š•F·<O¯ìíF•– &' jq

6
åÕ•F·<O¯ìíF•–1Z[:
É¯ÊdË:

<)*F·<O¯ìíF•–
<,*F·<O¯ìíF•–
<¦dF·<O¯ìíF•–¹›<

&' jq

7 îï…GFß:·<O¯ìíF•– <¢äqGF™š¯•–
<ø-X¥ÚZ-F·<O¯ìíF•–
<¥Ú[\F·<O¯ìíF•–

&' jq

jq

5
L[äG1\?•·<OF•–1Z
[:É¯ÊdË:

<±×±p`1\•·<OF•–¹¹›< &' jq

2
<îï…•€Fß:·<O¯ìíF•–
<S5JAKFß:·<O¯ìíF•–
<spX³¦1¤[·<O¯ìíF•–

4
‰ŠÃCFG1\?•·<OF
•–1Z[:É¯ÊdË:

<‰ŠäGF·<O¯ìíF•–
¿ ¿‰ŠÃCF—˜¯™šh
<B}p†F·<O¯ìíF•–

&'
IJKL
MKN

¹V²E1ÏÑÆX2#¶CFB1O?4ab[:É¯ÊdË:;
°Y²•–Fe¼¯›:EÐF!"yFcEAeÆXžƒ½ÑÒAŽH‹Ÿ=<u‡1„”ÆX•–W»ÊdË:;

授業計画

•‚ ƒ„…†

1

•€1SgÆX·[:•9FŽ•Ÿ
=1„”[:É¯ÊdË:

<JùñXŒÛ1¤[·<O¯ìíF•–
<rëFß:·<O¯ìíF•–
<&_Fß:·<O¯ìíF•–
<‘#»ˆXû=p†Fß:·<O¯ìíF•– ²Êƒ„ jq

科目のねらい

ÇÈ看護学方法論•で学んD、主要疾患の看護の理解をGして、子どもと½¾の特徴、疾病の経–と症状、アセスメント

に必要な技術を知り、それEれに必要な看護を学ぶ。

到達目標

　１．ÇÈ看護の特徴、子どもの成長・発達、健康増bのための看護について理解できる。
　２．子どもの人;をÝることに対する基本的態度が理解できる。

DPとの関連

¹±²³´›\µ¶·¸¹1º‘«»Xe¼1}~½<¾¿½<À“½AÁÂÃ»•ÄÅ®¯Æ4ÎÈ:É¯ÊdË:;

　科目名 担当者

Õ/¼½1øL@N ®%&' ( )*
:尾　<子
（助=師として20年）



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

<úb½›&'€ž¯L;ÔÕNÎƒ„dö›[:;
<L;ÔÕNÎƒ„FÌ‚Ù&'F›ÛdýV×ÖW[:;
<âã½›äåd&'A«‰É¯;
<Ì&'©AX©!&'FL5ÍWÎXXWÎÍWÎ1W~ÆŸ=3
ÈFGH1a=;

¦§•Ž#<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<¬

˜™#®¤ƒ¬¯°˜™±¤<<<<<<<<<<<<<<<¬

˜™#²•¤³ƒ•

講義前に予習し、講義後には復習を行うこと

　筆記試験60％　0F学習・看護–—±習30％
　参,態度・出ß状à10％

教科書　　１．系統看護学講89:分野Ⅱ　ÇÈ臨’看護学各論　ÇÈ看護学Ž　医学書院
参考書　　１．ナーシンググラフィカ　ÇÈ看護学•　ÇÈの疾患と看護　メ>ィカ出?
　　　　　２．発達段階から4たÇÈ看護–—G病態関連H



開講時期 単位 時間数

! "# $%

8
9
10

12
13

14
·<OAe[:•–u‡F•9FŽ•Ÿ=
1„”[:É¯ÊdË:ø

<¨U12Æ4X•–½t1W»[:
0.-5K
01Öƒ„

jq

15
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Îƒ„
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jq

11
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•–156dË:

<ijXop1º‘:·<OF•– &' jq

6
QRØSÊ™š›·<O¯ìíF•–15
6dË:

<îqRë1º‘:·<O¯ìíF™š
< ¡]AB:“À¯À“dÚ

&' jq

7
·<OF’ÇÔ(JSžW'ÖÎ156d
Ë:

<SžW'ÖÎA™š›u‡
<}~½SžW'ÖÎ

&' :尾

4
¬õqAß:·¯O¯ìíF•–Ê56d
Ë:

<·<OF€F56¯óf
<¬õqAß:·<O¯ìíF•– &' jq

5 C†sF·<O¯ìíF•–Ê56dË: <C†AB:·<OFWÎ5W &' jq

2
¤¢opÊ™š›·<O¯ìíF•–Ê5
6dË:

<`›¨@Xb~¿¥¨<Ž¦<ë~h¯•–
<Üá¤¢A˜‘:Î8SKÔ¯ef
<¸¹Ê¾>»:—ÂFef

&' :尾

3
J£‡qF·<O¯ìíF•–Ê56dË
:

<J£‡qF™š¯•–
<£‡1º‘:·<O¯ìíF•–

&' jq

DPとの関連

　 　1.多様な文化や価値観を受け入れ、対象を身体的・精神的・社会的に統合された生活者として捉えることができる。

　 　2．人を尊重し、思いやりの心をもって行動することができる。

　◎3．看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる。

授業計画

•‚ ƒ„…†

1

bcºn¶«a›<F€êÊ·<O¯ìí
A27[891ŸCX™š›•–Ê56d
Ë:

<Üážbc•–F™š
<bc¯`Ü¯F“À
<«aÊ·<O¯ìíA27[89

講義 jq

科目のねらい

健康障害のある子どもの事³をGし、子どもと½¾に対する看護について学ぶ。子どもの看護に必要な日常生活の

援助や看護のために必要な援助を、©全・©Iに行うための技術について、±習をGし実際の援助の理}を深め

る。また、病¬の子どもと½¾のŒいを考える。

到達目標

１．健康上の問題を持つ子どもと½¾の{理及び対応の方法を理解する

２．健康上の問題を持つ子どもと½¾に対する看護援助の方法を理解する

３．子どもの発達段階を踏まえた看護援助の方法を学ぶ

　科目名 担当者

Õ/¼½1øL@‘ ®%A' ( )*
:尾　<子

（助=師として20年）



受講上の注意 関連科目

Ž••–u‡
Üá•–ƒMm<Üá«/•–Èm

Üá•–ƒ"#m´

îq•–m

C†•–

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

　２．系統看護学講89:分野Ⅱ　ÇÈ臨’看護学各論　ÇÈ看護学Ž　医学書院

講義前に予習し、講義後には復習、技術に対してはJりKりを行うこと

¹ÏÐ·¸Yº»¹L;ÔÕNÎƒ„<0.-5K01Öƒ„¿JK¹86Nd·heº»
¹¯]²ª<ÖÝ€ê±º»

教科書

　１．系統看護学講89:分野Ⅱ　ÇÈ看護学概論　ÇÈ臨’看護u論　ÇÈ看護学ƒ　医学書院

参考書

　１．根拠と事“防”から4た　ÇÈ看護技術　Q2?

<úb½›&'€ž¯L;ÔÕNÎƒ„X0.-5K01Öƒ„1!C«»
:;
<L;ÔÕNÎƒ„FÌ‚Ù&'F›ÛdýV×ÖW[:;
<0.-5K01Öƒ„dÙXV•F¨UF—XF•–1ðÈ:;
<IJKLMKNdÙIJKL×V@-6NW1Å¥ÆXâã½A«‰É
¯;



開講時期 単位 時間数

回 方法 担当

11

～

1４

５．リプロダクティブヘルスケアに

関する主要な健康問題について

考え表現できる

１．家族計画

２．性感染症と予防：淋病、梅毒、クラミジア、性器ヘルペス、、カンジダ

３．ＨＩＶ感染した女性の看護

４．人工妊娠中絶と看護

５．喫煙と女性の看護

６．性暴力を受けた女性の看護

７．児童虐待と看護

７．在日外国人の母子保健

講義

演習
松本

15

６．出生前からのリプロダクティブ

ヘルスケアについて説明できる

１．出生前診断とは

２．出生前診断の実際

３．不妊とその原因

４．不妊検査

５．不妊治療

講義 松本

７

８

３．母性看護の対象の特性を説明

できる

１．女性のライフサイクルのにおける形態機能の変化

２．女性のライフサイクルと家族

３．母性の発達・成熟・継承

講義 松本

９

10

４．ライフサイクルにおける女性の

身体変化と健康問題について説

明できる

１．女性の身体機能の変化と健康問題

２．思春期のおける健康と看護

３．成熟期の健康と看護

４．更年期・老年期の健康と看護

講義 松本

講義 松本

５

６

２．母性看護の歴史的変遷と社会

の現状について説明できる

１．日本の母性看護の変遷

２．母性看護に関わる統計指標

３．母性看護に関連する法律と施策

４．母性看護の提供システム

講義 松本

授業計画

目標 学習内容

1

２

３

４

１．母性看護の基盤となる概念に

ついて説明できる

１．母性とは

２．母子関係と家族発達

３．セクシャリティ

４．リプロダクティブヘルス/ライツ

５．ヘルスプロモーション

６．母性看護のあり方

７．母性看護のおける倫理

科目のねらい

母性看護を概念や歴史的変遷、現在の社会情勢からとらえるとともに、ライフサイクルから見た女性の特徴、健康問題を理解する

到達目標

１．母性看護の基盤となる概念について理解できる

２．母性看護を取り巻く社会状況について理解できる

３．各ライフサイクルにおける女性の健康問題の特徴と看護について理解できる

DPとの関連

    1.多様な文化や価値観を受け入れ、対象を身体的・精神的・社会的に統合された生活者として捉えることができる。

◎ 2.人を尊重し、思いやりの心をもって行動することができる。

    3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる。

　科目名 担当者

母性看護学概論 ２年前期 1 30 松本　千穂（助産師として16年半）



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

・積極的な姿勢で講義に臨むこと。

!"#$%&'()*

+,)-

./01#23)456578888./01#9:

関連科目の既習内容は復習しておく

筆記試験70％　課題レポート30％

教科書

　系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学①　母性看護学概論　医学書院

　系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学②　母性看護学各論　医学書院



開講時期 単位 時間数

回 方法 担当

６

・

7

５．分娩期の異常について説明で

きる

１．産道の異常　：COD、狭骨盤

２．娩出力の異常　：微弱陣痛、過強陣痛

３．胎児異常による分娩障害　：巨大児、低出生体重児、骨盤位、回旋

異常

４．胎児付属物異常　：前置胎盤、常位胎盤早期剥離、臍帯脱出、羊

水過多、羊水混濁

５．胎児機能不全

６．分娩時損傷　：子宮破裂、頸管裂傷

７．分娩時異常出血　：参加ショック、羊水塞栓症、DIC

８．産科処置　：会陰切開、吸引分娩、帝王切開

講義 酒井

8

６．産褥期の異常について説明で

きる

１．子宮復古不全

２．産褥期発熱　乳腺炎

３．産褥精神障害

　　マタニティ―ブルー、うつ病

講義 酒井

４
２．分娩の要素と経過について説

明できる

１．分娩、分娩の３要素

２．分娩の経過

　分娩の進行と産婦の身体的変化　　産婦の身体的変化

　産痛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分娩が胎児に及ぼす影響

　

講義 酒井

5
３．産褥期の身体的変化について

説明できる

１．産褥復古現象

２．乳房の変化
講義 酒井

講義 尾崎

２

・

3

４．妊娠期の異常について説明で

きる

１．妊娠偶発合併症

　　心疾患、糖尿病、甲状腺疾患、精神疾患、気管支喘息、腎泌尿器

疾患、消化器疾患、血液疾患、婦人科疾患

２．妊娠疾患　：妊娠悪阻、妊娠高血圧症候群、血液型不適合妊娠

３．妊娠持続期間の異常：　流産、切迫早産、過期妊娠、過期産

４．多胎妊娠

５．異所性妊娠：卵管・卵巣・腹膜・頸管妊娠

6. 妊娠期の感染症：風疹、トキソプラズマ、サイトメガロ、単純ヘルペス

水痘、B型肝炎、C型肝炎

講義 尾崎

授業計画

目標 学習内容

1

１．妊娠期の身体的特性を説明で

きる

１．性周期とホルモン

２．妊娠の生理

２．胎児の発育とその生理

３．母体の生理的変化

４．妊娠の経過と検査

科目のねらい

妊娠・分娩・産褥期までの生理的変化と異常を理解し、看護実践の根拠に関連付けることができる

到達目標

１．妊娠・分娩・産褥期の生理的な変化について理解できる

２．妊娠・分娩・産褥期までの逸脱した状態について理解できる

DPとの関連

◎ 2.人を尊重し、思いやりの心をもって行動することができる。

◎ 3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる。

　科目名 担当者

母性看護学方法論Ⅰ ２年前期 1 15
尾崎 麻理(医師として14年)

酒井　枝津子（助産師として38年）



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

・積極的な姿勢で講義に臨むこと。

疾病論Ⅴ　　　　　　　　　　　　母性看護学概論

母性看護学方法論Ⅱ　　　　　母性看護学方法論Ⅲ

関連科目の既習学習は復習しておく

筆記試験100％

教科書

　系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学②　母性看護学各論　医学書院

　系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学①　母性看護学概論　医学書院



開講時期 単位 時間数
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授業計画

•‚ ƒ„…†

1
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科目のねらい

M=期にある人の特徴と看護を理解し、看護実践の基Æを身につける

到達目標

１．NO・分P期における身体的・精神的・社会的変化及び健康問題を理解できる

２．NO・分P期におけるセルフケアと健康増bをQす看護援助を理解できる

３．NO・分P期にあるR子の健康状態を観¯・評価するための看護技術を身につけることができる

DPとの関連

ÜÜ¦²³´›\µ¶·¸¹1º‘«»Xe¼1}~½<¾¿½<À“½AÁÂÃ»•ÄÅ®¯Æ4ÎÈ:É¯ÊdË:;
°q²E1ÏÑÆX2#¶CFB1O?4ab[:É¯ÊdË:;
ÜÜ§²•–Fe¼¯›:EÐF!"yFcEAeÆXžƒ½ÑÒAŽH‹Ÿ=<u‡1„”ÆX•–W»ÊdË:;

　科目名 担当者

R性看護学方法論Ⅱ ２年前期 1 30 松本　千穂（助産師として16年半　）



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

±習：NS体験。T囲・子UV長W定、TX‚ルUY診法、È{音W定、

　　　分PZ視[ の@り\い、=é]和、^Æ計W

<L5ÍWÎXXWÎÍWÎ1W~ÆX›¬·Aó•[:;
<úb½›&'€ždß:;âã½›äåd&'A«‰É¯;

関連科目の既習学習は復習しておく

筆記試験100％

教科書

　系統看護学講8　9:分野Ⅱ　R性看護学Ž　R性看護学各論　医学書院

　系統看護学講8　9:分野Ⅱ　R性看護学ƒ　R性看護学概論　医学書院
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開講時期 単位 時間数

! "# $%

6

ÒÓ{ÄáqA˜‘:Ä5½þ
µ156ÆX{ÄáF•–1Z
[:É¯ÊdË:

¦Ó{ÄáFÄ5
¹¦h{Äá¯Ù
¹qh{ÄáFùú

¹

&'
€„

ßµ

7

ëÓ{ÄáFF!"€²1¹
•<·[:•9F•–u‡1
W~[:É¯ÊdË:

qÓ{ÄáFSžW'ÖÎ
¹¦h{ÄáFnÞ
¹qh{ÄáF!"€²FSžW'ÖÎ €„ ßµ

2

3

§Ó˜™qA˜‘:žJ’ØS
¯!"PÄ1Ã[•–½t1Z
[:É¯dË:

§ÓšÜ¯ìíF•–
¹¦hÄaäþµPF½t
¹qhœaäþµPF½t
¹§hßáAÛÛ>:½t
gÓœa«FÄÅ•–
¹¦h§«FÄÅol
¹qh§«F!"nj¯·ß4Z½
¹§h]—Âç

講義

±習
L本

4

5

gÓ§šqA˜‘:ÃC¯ýF
½tA•#4Z[:É¯ÊdË
:

Ò²ÃCFß:šÜF•–
¹¦håÕ•F½t
¹qh“+Î9¹J
¹§hµE<áÊ!"DE1èÈ4#:—ÂF½t
¹ghßáAñòÃ1èÈ:šÜPF½t
ëÓ'ÖÈJ7JW1èÈ:ÛáPF½t

&'
€„

ßµ

講義

±習
ßµ

qÓ§šqAß:Û~F!"€
²1¹•<·[:•9F•–
u‡1W~[:É¯ÊdË:

qÓšÜFSžW'ÖÎ
¹¦h§š|wFnÞ¹Äaäþµ¹œaäþµ
¹qhšÜF!"€²FSžW'ÖÎ

&'
€„

ßµ

授業計画

•‚ ƒ„…†

1

¦Ó§šqA˜‘:}~½<¾
¿½<À“½þµ1Z[:É¯
ÊdË:

¦Ó˜™qA˜‘:•–
¹¦h§š|w¿à„h
¹qh§šqFB5<À“½þµ
¹¹<šÜFB5
¹¹<ìíFB5½þµ

科目のねらい

M=期にある人の特徴と看護を理解し、看護実践の基Æを身につける

到達目標

１．正常な=_経–について理解できる
２．正常な経–をたどる_Sの看護を理解し、必要な看護技術が実‰できる
３．正常な新生Èの経–について理解できる
４．正常な経–をたどる新生Èの看護を理解し、必要な看護技術が実‰できる
５．=_期と新生Èの正常を`aした状態と看護について理解できる。

DPとの関連

ÜÜ¦²³´›\µ¶·¸¹1º‘«»Xe¼1}~½<¾¿½<À“½AÁÂÃ»•ÄÅ®¯Æ4ÎÈ:É¯ÊdË:;
°q²E1ÏÑÆX2#¶CFB1O?4ab[:É¯ÊdË:;
ÜÜ§²•–Fe¼¯›:EÐF!"yFcEAeÆXžƒ½ÑÒAŽH‹Ÿ=<u‡1„”ÆX•–W»ÊdË:;

　科目名 担当者

R性看護学方法論Ⅲ ２年後期 1 30 松本　千穂（助産師として１６年半　）



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

<L5ÍWÎXXWÎÍWÎ1W~ÆX›¬·Aó•[:;
<úb½›&'€ždß:;âã½›äåd&'A«‰É¯;

˜™´µ”}•

«`˜™#®¤

«`˜™#²•¤³

«`˜™#²•¤¶

関連科目の既習学習は復習しておく

筆記試験100％

教科書

　系統看護学講8　9:分野Ⅱ　R性看護学Ž　R性看護学各論　医学書院

　系統看護学講8　9:分野Ⅱ　R性看護学ƒ　R性看護学概論　医学書院

11

b
15

ºÓJ§qF•–w›12Æ
4XŸùÀXdË:

Ò²Ûä•–A˜‘:•–w›
¹¦he¼íî
¹qh•–DEFlGµ
¹qh•–ŸùFÀX¯W~
¹

€„ ßµ

±習：新生ÈのcイöルëインW定、新生È計W、de、fgW定、育È技術、授h方法、ih

8

IÓ{ÄáqF›8r¶1Ã[
•–½t1Z[:É¯dË:

§Ó{ÄáF•–
¹¦hÖÄ:«FF½t
¹qhÖÄ«ÛÇœaØdF½t
¹§h¦Ûé!nA£‘•œasF•–

&'
€„

ßµ

9

10

ºÓ{ÄáqA˜‘:ÃC¯ý
F½tA•#4Z[:É¯Êd
Ë:

g²{ÄáFÃC¯•–
¹¦h{Äáê€X
¹qh¡Þb~
¹§hŒÖÄ~Ñá¯ýF•–
¹§h~¨8J¨ÖÅ•¯ýF•–

&'
ßµ



開講時期 単位 時間数

! "# $%

受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

筆記試験80％　Å常点10％　T‚ート提出10％

精神看護学ƒ精神看護の基礎（医学書院）

精神看護学Ž精神看護のk開（医学書院）

8 &' ]¯

能動的に授業に参,する。

{理学、看護者のための{理学
基礎看護学概論、成人看護学概論

h年看護学概論、ÇÈ看護学概論

R性看護学概論、精神看護学概論

精神看護学方法論•
精神看護学方法論Ⅱ

精神看護学方法論Ⅲ

関連科目の既習内容については復習しておく。

6 ¾¿[!QRFv5¯þ{ ëìXrµF¾¿[!QRFv5 &' ]¯

7
¾¿•–AZ“Æ•#OªA•
#456dË:

¾¿p†®A¯?4F#/X¾¿ž•–©A¯?4F#/X¾¿
pí®F[IQRnoOª¿¾¿[!no#Xp†®ÈÂZ½
#h

&' ]¯

4
¾¿[!FðÈ"A•#456
dË:

¾¿F!"¯Ù
B}F!"A27[WÎ5WF89

&' ]¯

5
WÎ5Wîïä¯WÎ5WKä
WÎ5ÖIW¯5Ô8 ÖW

&' ]¯

&' ]¯

2
¾¿QRFb£¯cEA•#4
56dË:

ÉÉ)FØS¯rµÀ“¿C†¯BFØSXZðFDE¯'ÖÈ
J7JW
øù½›cE¯Æ4F'ÖÈJ7JWXøùÛÇ@•rµF¾¿
žQRFcEX¾¿žQRF/K)¯ðÈ"

&' ]¯

3 &' ]¯

授業計画

•‚ ƒ„…†

1
¾¿•–ƒFŽµ½ðÈ"Ê5
6dË:

¾¿•–ƒFŽµ½ðÈ"
¾¿•–ƒFe¼

科目のねらい
　"ーjナリティーの成長発達に¡うストTスや¥機、生活の場におけるここkの問題、精神機能の中のここkをÝる
働き、リエlン精神看護を学び、ここkの健康の大4について理解を深める。

精神医療.健,-についてはm$の変3を学び、精神障がい者を@りmく社会の動i、法1度、 e後の課題を理解す

る。
到達目標

１.精神看護の基本概念と目的を学び、対象を理解することができる。

２.精神医療のm$的変3を学び、精神障がい者を@りmく社会状àについて理解できる。

DPとの関連

◎2.人を‹重し、Œいやりの{をもって行動することができる。

　3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる。

科目名 担当者

0t¼½1÷@
G%±
A'

( (o Øp"ÙÌ;¼½3456œ%8



開講時期 単位 時間数

! "# $%

受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

関連科目の既習内容については復習しておく。

筆記試験100％

精神看護学ƒ精神看護の基礎（医学書院）

精神看護学Ž精神看護のk開（医学書院）

8
ÉK4@8ÍVp†A•#45
6dË:

ÉK4@8ÍVp†F¡˜XijXµR
&' ñq

能動的に授業に参,する。

{理学
看護者のための{理学
精神看護学概論

精神看護学方法論Ⅱ

精神看護学方法論Ⅲ

6
¿|•äp†XWÎ5WZ“p
†2A•#456dË:

ÀþòóXB—òóXÉ/6Np†XPÚäJKp†¢äWÎ5
WófXB½b~«WÎ5Wp†F•€XµR

&' ñq

7
¾¿•¥AÊE¥AB:¾¿˜
BªabFp†Ê56dË:

SJ,KJ•F•€XµR
YAUQ•XA£Ö¹J¿9K*hp†FÛgXµR &' ñq

4
¥¡p†A•#456dË:

ôãäp†X=•`F•€¯nÞŽ¤XµR¿YAR#X¾¿R
#X¾¿R#XŸ¥‘#»ˆR#h

&' ñq

5 &' ñq

&' ñq

2
ÁÂ$o•FrÄùCX•€X
ijXµRÊ56dË:

ÁÂ$o•FrÄùCX•€F¡˜X`×¯•€X
ijXµR¿YAR#X¾¿R#X¾¿ž8–¨8ÍK01Öh

&' ñq

3 &' ñq

授業計画

•‚ ƒ„…†

1
¾¿žQRFb£1Z[:É¯
ÊdË:

¾¿žQRFb£¯cE
nÞ¯G`¡˜

科目のねらい

主な精神疾患の症状、検査、診断および治療について理解し、生活への影響について理解する。

到達目標

１.精神疾患の症状と対象を理解するための基本的知識・技術を習得することができる。

DPとの関連

◎2.人を‹重し、Œいやりの{をもって行動することができる。

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる。

科目名 担当者

0t¼½1øL@F
®%±
&'

( (o 12"£3;~3456$7%8



開講時期 単位 時間数

! "# $%

7
úäqFe¼F™šAf3•½
t1kldË:

ÁÂ$o•F¨U12Æ4XúäqF½t1ƒ±
8q«a®F•–Xÿ<<õšXZûF•–

&' öµ

8
À“ÂçA£‘•Fe¼F™š
Af3•½t1kldË:

ÁÂ$o•F¨U12Æ4XÀ“ÂçF£‘•½t1ƒ±
À“dÚFÅ¥FWaX¾¿ž•D•–X¾¿ž5VØSX@V
ÎØS
ìíPF½t

&' öµ

5
¢äqFe¼F™šAf3•½
t1kldË:

ÁÂ$o•F¨U12Æ4X¢äqF½t1ƒ±
«a€²XabO&¿.1X}~ªºXL5a<aÁ÷Ú5X#
AÚ5hXoøFŽ¤
ùx<‡(F•–Xßú€²F•–

&' öµ

6
!ÂqFe¼F™šAf3•½
t1kldË:

ÁÂ$o•F¨U12Æ4X!ÂqF½t1ƒ±
•iR#XÄÅR#XHŸabR#X++–A˜‘:•–

&' öµ

3

YAR#1º‘:®F•–1
56[:

û~bv•€
„™Ã½›=•¥¿áÀäŒÅ•Xé|J´X“üýX•Ž›
<h

&' öµ

4

YAR#¿…ÍYX5Xdh
YAFF†óf¿ƒä•±²X)ÙäV5ÔWX¦¬ÝXýþ‰
ÿ6•X8•Ô*¬Ý@h

&' öµ

&' öµ

2
¾¿žA˜‘:ij<µRsF
•–156dË:

¾¿žA˜‘:ij<µR
¿}XB5ijX¾¿R#XŸ¥‘#»ˆR#h

&' öµ

授業計画

•‚ ƒ„…†

1
¾¿žA˜‘:•–F••1k
ldË:

¾¿žA˜‘:¹•Fû'
µR½ãô¯•–©F••

科目のねらい

　対象の特徴とその状態に応じた看護について学ぶ。特に精神症状やf復–—に応じた援助、薬物療法を受ける対象の

援助など、精神看護をk開するための基礎的知識と技術を学ぶ。また、精神障がいをもつ対象が、自立した社会生活を

Ëるために必要な社会資2の活用や精神.健,-ë‚ートー…ーlや他x種の連/についての理解も深める。

到達目標

１.精神疾患の症状と対象を理解するための基本的知識・技術を習得することができる。

DPとの関連

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる。

　 5.保健医療福祉チームの一員として多職種と協働し、地域共生社会における看護の役割と責任を理解する ことができる。

科目名 担当者

0t¼½1øL@N
®%±
&'

( )* 4¿"53;¼½3456(*%8



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

関連科目の既習内容については復習しておく。

精神看護学ƒ精神看護の基礎（医学書院）

精神看護学Ž精神看護のk開（医学書院）

15

¾¿ždrÄÆ¶[#¨@F™
š¯ef2ªgo•1kldË
:

¾¿ždrÄÆ¶[#¨@F™š2ªefXgo•
Z~a<XZðXÿ†a<X1aXÃNX¥…X¿Á
¨@rÄsFef

&' öµ

能動的に授業に参,する。

{理学
看護者のための{理学
精神看護学概論

精神看護学方法論•
精神看護学方法論Ⅲ

精神看護学実習

13

„Np†®F¨U12Æ4Xe¼F€²Af3•½t1ƒ±
!N<wNX}~X¿ŒêëX}~ÂD•hXabXX¾¿XF
½t

&' öµ

14

¾¿•¥AÊAB:¾¿˜Bª
abp†Fß:e¼F•–A•
#4kldË:

SJ,KJUQXYAUQ®F•–
1³qX!ÂqF•–
ZtIJKLFÅb

&' öµ

¿|•ä®F¨U12Æ4XJK€²XQ•2ð<Q•a<F
ß:e¼F½t1ƒ±

&' öµ

12

ÉK4@8ÍVp†®F¨U12Æ4Xk•½€²Fe¼F½
t1ƒ±
åæ¿†

&' öµ

9

•€Af3•½tA•#4kl
dË:

¥¡¿åæhp†®F¨U12Æ4X¢äqX!ÂqF•€A
f3•½t1ƒ±
¢äqaN=•€²XþXp†
!ÂqaZð>®

&' öµ

10
¥¡¿åæhp†®F¨U12Æ4X‹€²Fe¼F½t1ƒ
±

&' öµ

11



開講時期 単位 時間数

! "# $%

15
¾¿p†Fß:e¼®F•–w›F… 
P~Z“®¿rth

OP ¯R

13
¾¿p†Fß:e¼®F•–w›F… 
P~Z“®¿•›h

OP ¯R

14
¾¿p†Fß:e¼®F•–w›F… 
P~Z“®¿rth

OP ¯R

11
¾¿p†Fß:e¼®F•–w›F… 
æÆ¡•Fóô

OP ¯R

12
¾¿p†Fß:e¼®F•–w›F… 
P~Z“®¿•›h

OP ¯R

¯R

9
¾¿p†Fß:e¼®F•–w›F… 
æÆ¡•Fóô

OP ¯R

10
¾¿p†Fß:e¼®F•–w›F… 
æÆ¡•Fóô

OP ¯R

OP gê

7

¾¿G1\•e¼Ae[:•
–w›F… FðÈ"156d
Ë:

¾¿p†Fß:e¼®F•–w›F… 
æÆ‘œFóô

OP ¯R

8
¾¿p†Fß:e¼®F•–w›F… 
æÆ‘œFóô

OP

4 ®+•–©ZïA˜‘:XZ
YFK£¶cEA•#4Z[:
É¯ÊdË:

ZïFSžW'ÖÎ
e¼F•€¶€²Af3•Z>C

&' gê

5
·¸¹

º»¼
gê

6 L;žW5,KTi¿“

&' gê

2 &' gê

3
¾¿p†Ê,-./ØK01Ö
AMÈ:89A•#4Z[:É
¯ÊdË:

¾¿GÊ,-./ØK01ÖAMÈ:89
¾¿G1\•e¼PFØSFÒ`

&' gê

授業計画

•‚ ƒ„…†

1 0ó½,-./ØK01Ö¯µ
R½Z>CA•#4Z[:É¯
ÊdË:

0ó½,-./ØK01Öu#
S:KÍÇ¹,-./ØK01Ö
SÖýK›œÔ'ÖÎ

科目のねらい

　患者n看護師関係を発kさgるため、コミュニケーション方法（アëーティ´コミュニケーションやコー…ング技

術）や対処能力を)める方法（アンoーÎネジメント）、リフTクション（°„セスTコーU）について学ぶ。また、

統合pq症の事³を用いて、精神障がいのある対象の看護をk開する基礎的知識・技術について学びを深める。

到達目標

１.精神に障がいのある対象の特徴を学び、必要な看護アセスメントと援助方法を理解できる。

２.精神に障がいのある対象に対する生活;援の実際と精神.健医療,-における看護師の役割を理解する。

DPとの関連

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる。

　 5.保健医療福祉チームの一員として多職種と協働し、地域共生社会における看護の役割と責任を理解する ことができる。

科目名 担当者

0t¼½1øL@‘
®%±
A'

( )*
ÁHÂÃ. （看護師として９年６かr）

ph"Þß;¼½3456é%8



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

関連科目の既習内容については復習しておく。

Å常点10％　ルー´リµク評価　‚ートフ6リX

精神看護学ƒ精神看護の基礎（医学書院）

精神看護学Ž精神看護のk開（医学書院）

能動的に授業に参,する。

{理学
看護者のための{理学
精神看護学概論

精神看護学方法論•
精神看護学方法論Ⅱ

精神看護学実習



開講時期 単位 時間数

! "# $%

9
ERFab™ä1õØÈ•QR
KPFÑšäÊ56dË:

QRKP¯8WN›œÔ'ÖÎ
QR¨@¯Ù &' Ä«

10
QRKPÚ5~O2ªt¶A•
#456dË:

•–FKPe• &' Ä«

7
ÊF~#•–134[:•9F
•–Ú5A•#4ðÈ1Z[:
É¯ÊdË:

•–Ú5FWa
<`×<©8<•–Œ8F•• &' ~q

8
•–ik¯#X]iØ5A•#
4Z[:É¯ÊdË:

QR<•–1!C°‹ËOª
<•–]¯ ¡ä<•–]F]iØ5
<®ßOª<QROª¹•–÷•

&' ~q

5

•–]¯Æ4À“dm¨1Æ4
#‹•9FX¶£8S€›A•
#4Z[:É¯ÊdË:

•–]F¶£8S r
<•–]¯¶£8S
<ÈV*›œÔ'ÖÎ
<WÎ5W›œÔ'ÖÎ

&' ~q

6
•–A˜‘:ERZïXDE6
$Xû2$3›<F›œÔ'Ö
ÎFšÔ1Z[:É¯ÊdË:

›œÔ'ÖÎA™š›Ÿ=¯u‡
&' ~q

3

•–134[:0WÍ*A•#
4X•–Œ¡F•–¯34~O
A•#4kldË:

•–:K¨WF›œÔ'ÖÎ
<•–µ
<•–:K¨W34Fm•_
<E°›œÔ'ÖÎ

&' ~q

4
:K¨WF·A•#4<FB
=›óôÊß:ÛZ[:É¯Ê
dË:

•–:K¨WF›œÔ'ÖÎ
<ãô<A<æÆ<8WN›œÔ'ÖÎ
<•–:K¨WFÊF·

&' ~q

1

•–Ú5A‰Ø»:šÔ¯›œ
Ô'ÖÎÊ™š¯Ã»:—A•
#4Z[:É¯ÊdË:;

•–Ú5¯›œÔ'ÖÎ
<•–Ú5FŽ•<v5<›œÔ'ÖÎL;žW

&' ~q

2

•–]§E"¯CÊ•–ik1
W»[:•9A™š››œÔ'
ÖÎ156dË:

•–ØSF›œÔ'ÖÎ
<•–]FÖ×¯••
<•K*QR
<QRKP<•–©Ž¤<£´

&' ~q

科目のねらい

・看護をしく4として捉え、人的資2、物的資2、s的資2を7t¸用（維持・V理）するために必要な知識について

学ぶ内容とした。さらに、社会人・9:x業人として自分自身のキuリアを<4重ねていくうえで必要な知識について

も学ぶ。

・基礎看護学概論や看護技術で学んD看護の原理・原vをふまえて、医療事“を組織の問題と捉え、事“防”の考え方
や看護業wにおける事“防”、業wxºをこえてFGする間yいと発生要因、医療©全とコミュニケーション、z働©
全\生上の事“防”、組織的な©全V理体1への@り組4Éについて学ぶ。
到達目標

１．看護V理の基礎的知識を習得し、組織の中での看護師の役割を理解する。

２．医療©全に関する基礎的知識を身につけ、リスク感性を)める能力を養う。

DPとの関連

   3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる。

◎5.心身の健康を自ら保持し、看護専門職として、常に探求心をもって主体的に行動ができる。

授業計画

•‚ ƒ„…†

科目名 担当者

¼½6Ev~K78 $%A' ( )*
)尾{文（看護師として33年）

近|和治（看護師として17年）



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

関連科目の既習内容については学習しておく。

提出物・課題T‚ート100％

看護V理}医学書院~
医療©全}医学書院~

15

HIÛŸÎ5K/ÖIF™šä
A•#456dË:
QRKPabXKPÚ50WÍ
*2ª¨@¡•"#A•#45
6dË:

¨@¨UÛÇƒ±
<HIÛŸÎ5K/ÖIF™šä
<QRKPab
<KPÚ50WÍ*
<ZY¡•"#

&'
OP

Ä«

・<=的な>?で講義に臨むこと。

看護V理、看護の統合と実践基礎看護学概論

基礎看護技術•
基礎看護技術Ⅱ

看護V理

13
QRKPAe[:û=F£yX
ab™äF56FÑšä156
[:

¨@¨UÛÇƒ±
<ab™ä

OP Ä«

14
QR¨@FáÉC¶[#€ê¶
¹•ú7FÑšäA•#456
dË:

¨@¨UÛÇƒ±
<¨@FáÉC¶[#€ê
<¹•7FÑšä

OP Ä«

11 ..K›Ö 9KF™ä¯KP
•A•#456dË:

DEFKPe•
<..K›Ö 9KF™ä¯KPe•

&' Ä«

12
VÖ05ÖÎ<SN05ÖÎr
ÄFš:1¡•ÆXgoe•1
ðÈ:É¯ÊdË:

VÖ05ÖÎ<SN05ÖÎ5XKÎ
š:¡•
goe•

&' Ä«



92:' ;< :=>

回 方法 担当

º&yF§û Z“ž•

¨©˜Bª¨«ƒ„

›¬·F"#

®žŠ<¯ðŠ<ýFÿF®°

<âã½›äåd&'A«‰É¯; [!QRm<Ž••–ƒMm<•–Ú5<QRKP

Z“ž•Fà„…†A•#4Ùƒ„Æ4˜‹;

wCôVº»¹5XKÎ\º»

•–Ú5†QƒŠaŠ

Z •K*QRA˜‘:•–]F•
•<ùú1ðÈ:

•K*QRA˜‘:•–]F••<ùú2ª&ù
ØKW(Ö’Ð5ÖW

•Ž
Mõ

\ Mõ

Mõ

`
•K*QRA˜‘:,-./
ØK01Ö

•K*QRA˜‘:,-./ØK01Ö
<,-./ØK01ÖF"£ä
<’áK›J,-./ØK01Ö¯VÖ’áK›J,-./ØK
¹01Ö
<ÉMK¯ ÖÉM'ÖÎ

&' Mõ

Y
³]—F ¡]®FÅb2ª²

èFWa1Ÿ:

³]—F ¡]®ÛÇÅb2ª²èFWa1ƒ±
¿Ì±!dh
<Yd©¹<êë#¹<«/iju©¹<À“no#
<nRðôüu©¹¹›<

&' Mõ

e &' Mõ

Y &'

&' Mõ

V
³]—F••¯ùúÊ56dË
:

³]—A˜‘:#OªyF••<ùú
&' Mõ

授業計画

目標 学習内容

±
•K*QRFv52ªMNXû
'A•#456dË:

•K*QR¯Ù
•K*QRFv5
•K*QRFû'

科目のねらい

.健医療,-における9:xの種類と役割を理解し、…ーl医療の考え方と実際について学ぶ。また、…ーl医療にお
ける看護xの役割と§¨について考える。

到達目標

…ーl医療における多x種連/・0働のための基礎的知識を養う。

DPとの関連

◎4..健医療,-…ーlのÁÂとして多x種と0働し、¹ºF生社会における看護の役割と§¨を理解する
　　　ことができる。

Z?@ ABC

DºE~K@ ®%A' ( (o •€　••（看護師として　年）



92:' ;< :=>

! "# $%

受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

看護‚ƒ}医学書院~
看護学生のためのケーススö>イ}メSカルフTンU社~

・<=的な>?で講義に臨むこと。
・ケーススö>イT‚ートは計画的に@り組むこと。

基礎看護学概論

各看護学

事前にシラcスの学習内容につて教科書を読んで授業を受けること

課題T‚ート（ケーススö>ィ計画書）100％

9
\$1O¯AØKWWÈ5V5XKÎ
1•›dË:

\$i¶
ØKWWÈ5VŸùŠ•›

&' Î•

10 &' Î•

7

m\1^ˆdN8ÍÇKNdË:

N8ÍÇ(J0Ö¶ÖI¯N8ÍÇKN &' •ê

8 N8ÍÇ(J0Ö¶ÖI¯N8ÍÇKN &' •ê

5 ÷½ÝÞFMšÊ56dË: ÷½ÝÞ¿ojÝÞF"#XØ¯9"h &' Î•

6
ÝÞm\Fö›šÔA•#4Z[:É
¯ÊdË:

ÝÞm\Fö›šÔ¿m\F•_À4XšcX%R¹@h &' Î•

3 \$i¶F"#Ê56dË: \$i¶FŽ•Ÿ= &' Î•

4 Ê½ÝÞFMšÊ56dË: Ê½ÝÞ¿I9Ö56Î<ž78KX¨UÝÞ@h &' •ê

&' Î•

2
ÝÞŸùŠ•›FL;žW¯§ûô1
Z[:É¯ÊdË:

ÝÞŸù•›FL;žW¯§ûô &' Î•

授業計画

•‚ ƒ„…†

1
•–ÝÞFû'¶v5½ÌQA•#4
Z[:É¯ÊdË:

•–ÝÞ¯ÙÚÛ
•–ÝÞû'
•–ÝÞFv5
•–ÝÞFØ5½f”

科目のねらい

　看護‚ƒに関する基礎知識や看護‚ƒにおけるE理について理解する。
この科目では事³‚ƒを行い、自己の看護実践によってもたらされた患者の反応を„観的・理論的に捉え、患者の反応の持つ

意味などについて文献検…をGして深めていくことにつなげる。これらÁ連の–—をGして‚ƒの意義や方法を理解し、問題

解•における基礎的能力と‚ƒ的態度を養うとともに、自己の看護観をさらに深められるようにする。
到達目標

１.看護における‚ƒの意義、方法及び°„セスについて学び、看護‚ƒにおけるE理について理解する。

DPとの関連

◎5.{身の健康を自ら.持し、看護9:xとして、常に†‡{をもって主体的に行動ができる。

Z?@ ABC

¼½FG $%&' ( $*
b|"HI;01\I456(*%8
QH"Ìû;01\I456"%8



開講時期 単位 時間数

! "# $%

受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

・<=的な>?で講義に臨むこと。 基礎看護学概論

事前にシラcスの学習内容につて教科書を読んで授業を受けること

筆記試験100％

ˆ害看護学・国際看護学}医学書院~
看護学概論}医学書院~

7 Ça¤½ÅbFWaA•#45
6dË:

Ça¤½ÅbFWa
<QR•K*F”›<]—RF“À"#
<œ6ÎMKNFÅ¥

&' ¹µ

8 &' ¹µ

5 bÇdF•–ÅbA•#456
dË:

bÇdF•–ÅbFWa
&' &ê

6 &' &ê

3

C†sA™š›•–u‡A•#
4Z[:É¯ÊdË:
C†:VNJFÌEVA˜‘:
[!<éÄÚ5<åÕÛgA•
#456dË:

³+Î8SKÔ
´+f¢op<'[@
C†ÌqA˜‘:Åb
C†úäqXÂßqA™š›u‡

&' (

4

`aA˜‘:gCe•¯8WN
›œÔ'ÖÎA•#456dË
:
)C®<½t®FB5½™š¯
½tA•#456dË:

*òUX¤–U@dFÅb
`aA˜‘:gCe•¯8WN›œÔ'ÖÎ
)C®<½t®FB5½™š
)C®<½t®FB5XPF½t
C†•–¯Ø5

&' (

&' (

2
C†sA˜‘:•–F••¯Å
b…†Ê56dË:

C†ÌqA˜‘:Åb
*òUA˜‘:Åb

&' (

授業計画

•‚ ƒ„…†

1

C†2ªC†•–AZ[:Ž•
½Ÿ=Ê56dË:

C†2ªC†•–AZ[:v5
C†F3'2ª—˜¯G`ö÷
C†AZ“Æ•Oª
C†sFæÆt¶Fm•_

科目のねらい
　ˆ害¢後からの;援に必要な看護の基礎知識や;援の実際について学ぶ。

また、感染症やˆ害、‰Š、&性疾患など01の健康問題の状àや国際0力のしく4について学ぶ。

到達目標

１．ˆ害¢後から;援できる看護の基礎的知識を理解する。

２．外国での看護活動の実際について理解する。

３．国際社会でのn外国との0力について考えることができる。
DPとの関連

　 3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる。

◎5.心身の健康を自ら保持し、看護専門職として、常に探求心をもって主体的に行動ができる。

科目名 担当者

ˆ害看護と国際0力 ３年後期 1 15

　　‹　Œ生   （看護師として20年）

　　•本　Û織（看護師として24年）

　　Ž#　•人（理学療法+として11年）



開講時期 単位 時間数

! "# $%

15

ZYFƒª<cE1ÌØÈ4Z
YF•s[•–©)A•#4Z
[:É¯ÊdË:

Ø¯9a#F•s[•–] 5XKÎ gê

13
•–W»1BCCCXZYFc
EA•#4Z[:É¯ÊdË:

W»€„FBCCC
5¹8K
’ÇÖI

gê

14 gê

10

qEF®F³‰ª1ð”ÆX
zr½›¨¼AefdË:

qEF®F³‰ª1ð”Æ•zr½›¨¼PFef
0-.5K
01Ö

gê

11 gê

12 gê

8 ®A™š›•–u‡ÊKP<
K_<ZÀ<Dƒä1ÌØÈ4
W~dË:

®A™š›•–u‡FW» €„
gê

9 gê

5

qEF®F€²ÛÇ½tF+
¢äXÑšä1ð”ÆX½tF
³‰ªÊ;ÞdË:

qEF®F€²ÛÇ³‰ª1;ÞÆXabŸùÀX
¿½tF³‰ªX´CäXsRÚ5@h

DEMKN
OP

gê

6 gê

7 gê

3
e¼F€²Af34Êû¶,”
Ê”Ç»:B=›klÊdË:

®Fr¶EVAf3•kl
DEMKN

OP

gê

4 ®FÊû¶,”Ê”Ç»:kl gê

DEMKN gê

2
e¼F€²1õØÈ4X•–F
™šä1;ÞdË:

®F€²SžW'ÖÎ DEMKN gê

授業計画

•‚ ƒ„…†

1
ž•F¢pH‘Xƒ„•‚XÄ
9"A•#456dË:

ž•F¢pH‘Xƒ„•‚XÄ9"

科目のねらい

　既習の知識・技術・態度を統合し、臨’に近い••環wで、‘数患者への’“”位を考えた援助の提Ïや、•急・–
発事象の発生時に—4な判断・対応を学び、看護実践能力のi上をHる

到達目標

１.既習の知識・技術・態度の統合とu合的な判断について学び、対象の状態に応じた看護を実践できる。

DPとの関連

　 3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる。

◎5.心身の健康を自ら保持し、看護専門職として、常に探求心をもって主体的に行動ができる。

科目名 担当者

¼½À¡JKò $%A' ( )* 和#}˜子（看護師として９年６かr）



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

既習学習の内容についてはすDて事前に学習し実習する。

Å常点10％　　　提出物・T‚ート90％

看護学概論}医学書院~
看護V理}医学書院~
医療©全}医学書院~

・能動的学習Õ態である

・<=的な>?で学習に@り組む

基礎看護学概論

看護V理
医療©全



開講時期 単位 時間数

! "# $%

受講上の注意 関連科目

¨©˜Bª¨«ƒ„

›¬·F"#

®žŠ<¯ðŠ<ýFÿF®°

à„ƒ„F…†A•#4Ù[[4¨©Aƒ„ÆW„[:

W„…†AŽH‹·t1¥#4·[:

•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒõ•–ƒMm¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒøŽ••–u‡³¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒáŽ••–u‡´¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒ>«/•–Èm¹QƒŠa
QƒŠaÑÒ¯¨@goÛÇ_•¹Ž•<«/•–u‡¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹E~Fùú¯ö÷õ6¼Ä5ƒ¹QƒŠa6
•Á•–ƒ&®¹E~Fùú¯ö÷>`²Ä5ƒ¹QƒŠa

7

W„Yr•
¿Ž••–ƒW„³CVh
W~Æ•½t1BCC:É¯Ê
dË:

ƒ…dƒªFÕF

¿ƒ…h Mõ

<úb½ƒ„€²dß:
<âã½›äådƒ„A!C•‰

B5ƒXØ5ƒX•–®F•9FB5ƒX6¼Ä5ƒ³X6¼
Ä5ƒ´XŽ••–ƒMmX•–Žµu‡³X•–Žµu‡
´X•–Žµu‡SXÄÅ½tu‡³XÄÅ½tu‡´XÄÅ
½tu‡S

W„Yr•
¿Ž••–ƒW„³CVh

«ÔW„ Mõ

6
W„er•
¿Ž••–ƒW„³CVh

«ÔW„ Mõ

3
W„±r•
¿Ž••–ƒW„³CVh

õ,-./ØK01Ö£E¯W»
øe¼®Af3•rCÄÅ½tFW~
¿ãôlFXUVÈJ:VÖ¢3Xe¼®Af3•rCÄÅF
½th

«ÔW„ Mõ

4
W„Vr•
¿Ž••–ƒW„³CVh

«ÔW„ Mõ

5

«ÔW„ Mõ

2

W„Vr•
¿Ž••–ƒW„³C±h
W~Æ•½t1BCC:É¯Ê
dË:

ƒ…dƒªFÕF

¿ƒ…h Mõ

　

•‚ ƒ„…†

1

W„±r•
¿Ž••–ƒW„³C±h

õ`a<`ÜFö÷<ùú1Ÿ:
ø•–<QRA˜‘:,-./ØK01Ö
á•–—XF@ƒ

重点目標

基礎看護学実習•™ƒ：対象者の療養環wを知り、看護としての環wをšえる意味を考えることができる。
基礎看護学実習•™Ž：対象者の状態に応じた日常生活援助を考え実‰する。

学習活動Ž••–ƒW„³+õa¦hZYF¨Ô1Ö1lGAÆXZÇFû2dW„¤FÆ4#:;
¹¹¹¹¹¹¹¹¹¹ÜqhQRFu—1@ƒÆXe¼A™š›Rëãô1¹•Æ4#:;
ÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜ§h•–©Êa=•–ØSAÊaÆ•–FWa1@ƒÆ4ýFûü1ðÈ:;
ÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜgh@ƒW„dƒˆ;É¯1(Ö’Ð5ÖW¶Ø¯9dÕFÆƒª189:;
Ž••–ƒW„³+øa¦hZYF¨Ô1Ö1lGAÆXZÇFû2dW„¤FÆ4#:;
¹ÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜqhe¼®F!"p†ÊrCÄÅA27[89ÊZ[Ç»:;
ÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜ§h7JWSžW'ÖÎ1¯˜Æ4Xe¼®F€²1¯ÇÈÇ»:;
ÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜghrCÄÅF½t1§ŒW~ÆXa?•½t1BCC:É¯ÊdË:;

ÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÜÒh•–W»1¯˜Æ4XZYF•–Ae[:ðÈ1lÇÛA[:;

DPとの関連

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる

科目名 担当者

¾L¼½1MïF (%A' ( lo ""Ê¯ËÌ;¼½3456•%8



開講時期 単位 時間数

! "# $%

11
W„±±r• W„FBCCC

¿ƒ…h Mõ

12
W„±Vr•

¿ƒ…h Mõ

W„Wr•
«ÔW„ Mõ

10
W„±ºr• W„FØ¯9

«ÔW„ Mõ

7
W„Zr•

«ÔW„ Mõ

8
W„\r• ¿±h7‹Æ••–ŸùAŽHË•–½t1W~ÆX·[:

«ÔW„ Mõ

9

5
W„Yr•

•–Ÿùrt «ÔW„ Mõ

6
W„`r• ¿±h•–ŸùAŽH#•rCÄÅF½t1a=

¿VhW»Æ•½t1·ÆX•–ŸùF7‹1a=
«ÔW„ Mõ

Mõ

4
W„er•

e¼®F56¯•–nÞFrt «ÔW„ Mõ

«ÔW„ Mõ

2

W„Vr• ¿±hº‘\Áe¼®¯ZïÊ?‘:B=A[:
¿Vhe¼F56ÊdË:
¹¹õæÆ‘œ1•Á½Aa=
¹¹øæÆFl5<6j1a=
¹¹áæÆF¡•1a=
¿Yhº‘\Áe¼®AW~Ã»4#:XµR¶•–½tF@ƒ

«ÔW„ Mõ

3

W„Yr•

«ÔW„

授業計画

•‚ ƒ„…†

1

W„±r• ¿±h`a<`Ü78 ÖÍK01Ö
¿Vhº‘\Áe¼®¯ZïÊ?‘:B=A[:
¿Yhe¼F56ÊdË:
¹¹õæÆ‘œ1•Á½Aa=
¹¹øæÆFl5<6j1a=
¹¹áæÆF¡•1a=
¿ehº‘\Áe¼®AW~Ã»4#:XµR¶•–½tF@ƒ

重点目標

対象を身体的・精神的・社会的に統合されたyBとして理解し、アセスメント、看護問題のš出、看護計画の立›、
実‰、評価のÁ連の看護–—の°„セスを実‰する。

学習活動

1.対象者を身体的・精神的・社会的に統合されたyBとして理解できる
2.看護問題をš出できる（看護診断ができる）

3.対象者に必要な看護を考え計画を立›する
4.実‰した援助をGして、対象者の反応をJりKり、看護計画を評価・œ正できる

5.

DPとの関連

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができる

科目名 担当者

¾L¼½1MïN $%&' $ m* ""Ê¯ËÌ;¼½3456•%8



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

<úb½ƒ„€²dß:
<âã½›äådƒ„A!C•‰

Ž••–u‡³XŽ••–u‡´X’ÇÔ(JSžW'ÖÎ
•–w›X6¼Ä5ƒ³X6¼Ä5ƒ´

W„šq1Ö^Æ4˜‹É¯
º‘\Áe¼®AW~dË:5¢JØdX•–u‡1™„Æ4˜‹
•–w›A•#4Â„Æ4˜‹

W„…†AŽH‹·t1¥#4·[:

•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒõ•–ƒMm¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒøŽ••–u‡³¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒáŽ••–u‡´¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹Ž••–ƒ>«/•–Èm¹QƒŠa
QƒŠaÑÒ¯¨@goÛÇ_•¹Ž•<«/•–u‡¹QƒŠa
•Á•–ƒ&®¹E~Fùú¯ö÷õ6¼Ä5ƒ¹QƒŠa6
•Á•–ƒ&®¹E~Fùú¯ö÷>`²Ä5ƒ¹QƒŠa



開講時期 単位 時間数

! "#

受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

«ÔW„

Ü•– ¡]¯Æ4FØ5¹AŽH#4Xâã½›äåd
ÜW„1a=

B5ƒ
_—•–ƒ
¾¿•–ƒ
Ôw<îq•–ƒMm³X´
Ôw<îq•–"#m³X´

<W„šq1ŽAÔw<îq•–A™š›¨©ƒ„1Æ4˜‹;
<ƒ…W„A4ƒªFÕF1®:É¯d¨«ƒ„¯[:;

ÜW„…†AŽH‹·t1¥#4·[:

授業計画

•‚ ƒ„…†

Ê–_E[!~Ë
W„grR

¹W„šqA¤':
<~Ë78 ÖÍK01Ö
<m¥®¯F,-./ØK01ÖÛÇÄÅ€ê1Ÿ:
<m¥®PFrCÄÅ½tXQRop@ƒXÅbPF¯]
<8–¨8ÍK01ÖPF¯]

重点目標

¹º・BCでの生活を考えたセルフケア•得にiけた;援を実践する。

学習活動

1.自己のビジョンを明らかにし、自らの意Œで実習a›ができる。
2.¹º・BC療養へとž行するための中間‰«としてのp護h人.健‰«の役割について理解を深める。

3.¸用者の生活をšえる意義を考えられている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4.

¹º・BC復Ÿにiけ、社会資2の活用や多x種連/を行う必要性について理解を深める。　　　　　　　　　　5.看

護実践をGして自己の看護に対する考えを明らかにできる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6.看護

学生としてzましい態度で実習にzむことができる。

DPとの関連

　1.多様な文化や価値観を受け入れ、対象を身体的・精神的・社会的に統合された生活者として捉える

　　ことができる。

　2.人を‹重し、Œいやりの{をもって行動することができる。

　3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し看護実践が

　　できる。

◎4..健医療,-…ーlのÁÂとして多x種と0働し、¹ºF生社会における看護の役割と§¨を理解
　　することができる。

　5.{身の健康を自ら.持し、看護9:xとして、常に†‡{をもって主体的に行動ができる。

科目名 担当者

óôvõö¼½@MïF
/ß½ÿù´µNO8
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教科書・参考書・その他の教材

®žŠ
¹ÜÜ<QƒŠa‡•Á•–ƒ&®ˆÔw<îq•–m±¹Ôw<îq•–FŽ¼
¹ÜÜ<QƒŠa‡•Á•–ƒ&®ˆÔw<îq•–mV¹Ôw<îq•–FW»



$%

~•

B5ƒ
_—•–ƒ
¾¿•–ƒ
Ôw<îq•–ƒMm³X´
Ôw<îq•–"#m³X´

<W„šq1ŽAÔw<îq•–A™š›¨©ƒ„1Æ4˜‹;
<ƒ…W„A4ƒªFÕF1®:É¯d¨«ƒ„¯[:;

ÜW„…†AŽH‹·t1¥#4·[:

¹º・BCでの生活を考えたセルフケア•得にiけた;援を実践する。

1.自己のビジョンを明らかにし、自らの意Œで実習a›ができる。
2.¹º・BC療養へとž行するための中間‰«としてのp護h人.健‰«の役割について理解を深める。

3.¸用者の生活をšえる意義を考えられている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4.

¹º・BC復Ÿにiけ、社会資2の活用や多x種連/を行う必要性について理解を深める。　　　　　　　　　　5.看

護実践をGして自己の看護に対する考えを明らかにできる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6.看護

学生としてzましい態度で実習にzむことができる。

　1.多様な文化や価値観を受け入れ、対象を身体的・精神的・社会的に統合された生活者として捉える

　　ことができる。

　2.人を‹重し、Œいやりの{をもって行動することができる。

　3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し看護実践が

　　できる。

◎4..健医療,-…ーlのÁÂとして多x種と0働し、¹ºF生社会における看護の役割と§¨を理解
　　することができる。

　5.{身の健康を自ら.持し、看護9:xとして、常に†‡{をもって主体的に行動ができる。

担当者

åæ"J.;¼½3456(*%8



®žŠ
¹ÜÜ<QƒŠa‡•Á•–ƒ&®ˆÔw<îq•–m±¹Ôw<îq•–FŽ¼
¹ÜÜ<QƒŠa‡•Á•–ƒ&®ˆÔw<îq•–mV¹Ôw<îq•–FW»



開講時期 単位 時間数

! "#

受講上の注意 関連科目

¹•– ¡]¯Æ4FØ5¹AŽH#4Xâã½›äåd
¹W„1a=

B5ƒX_—•–ƒ
¾¿•–ƒ
Ôw<îq•–ƒMm³X´
Ôw<îq•–"#m³X´

ƒ…W„

•D•–WÍK01Ö
«ÔW„¹YrR
ƒ…W„¹YrR

<Êa•DXm¥®PF•–W» «ÔW„

<•D•–WÍK01ÖW„dZ>?•m¥®12Æ4XIJK
Ld½tŸù1ÀXÆXW»[:;
<•D•–WÍK01ÖW„dZ>?•m¥®12Æ4À“dÚ
Z“®1-›Ãk:;
<\rRFƒªFÕF

ƒ…W„

　1.多様な文化や価値観を受け入れ、対象を身体的・精神的・社会的に統合された生活者として捉える

　　ことができる。

　2.人を‹重し、Œいやりの{をもって行動することができる。

　3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し看護実践が

　　できる。

◎4..健医療,-…ーlのÁÂとして多x種と0働し、¹ºF生社会における看護の役割と§¨を理解
　　することができる。

　5.{身の健康を自ら.持し、看護9:xとして、常に†‡{をもって主体的に行動ができる。授業計画

•‚ ƒ„…†

ÔwÂÉZ½žÖÈK
«ÔW„¹VrR

ƒ…W„¹±²YrR

<ÔwÂÉZ½žÖÈKdF@ƒW„ «ÔW„

<Ôw;BCF•›¿ÔwÂÉZ½žÖÈKF••h

重点目標

（ 問看護ステーション）
¹º・BCで生活する療養者とその½¾またはその他の;援者がその人らしい生活をÔÌするための看護援助を実践す

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（¹
º¿À;援センöー）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¹º
¿À;援センöーにおける¹º¿À;援を学ぶ。

学習活動

( 問看護ステーション）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.
自己のビジョンを明らかにし、自らの意Œで実習のa›ができる。
2.¸用者と½¾またはその他の;援者のニー¶を捉えることができる。

3.¸用者と½¾またはその他の;援者に—した看護援助を実‰できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4.
¹º・BCで»らす¸用者を;えている多x種連/について学ぶ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5.看
護実践をGして自己の看護に対する考えを明らかにできる。

6.看護学生としてzましい態度で実習にzむことができる。

（¹º¿À;援センöー）
1.自己のビジョンを明らかにし、自らの意Œで実習のa›ができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.
¹º¿À;援センöーにおける¿À的;援に参,できる。                                                 3.¹
º¿Àケアシステlにおける中¡的な機関である¹º¿À;援センöーの役割について理解を深める。　　　　4.¹
º・BCで生活する人々への;援に関わる関連機関との連/について理解できる。　　　　　　　　　　　　　5.実習
での学びをGして¹º・BC;援についての自己の考えを明らかにできる。　　　　　　　　　　　　　　　6.看護学

生としてzましい態度で実習にzむことができる。

DPとの関連

科目名 担当者

óôvõö¼½@MïN
!½¾˜™¿À¸ÁÂÃƒÄÅÆÇÈ’É

ÃÊ¸2

)%±
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$ m* åæ"J.;¼½3456(*%8



事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

¹•– ¡]¯Æ4FØ5¹AŽH#4Xâã½›äåd
¹W„1a=

B5ƒX_—•–ƒ
¾¿•–ƒ
Ôw<îq•–ƒMm³X´
Ôw<îq•–"#m³X´

<W„šq1ŽAÔw<îq•–A™š›¨©ƒ„1Æ4˜‹;
<ƒ…W„A4ƒªFÕF1®:É¯d¨«ƒ„¯[:;

¹W„…†AŽH‹·t1¥#4·[:;

®žŠ
¹ÜÜ<QƒŠa‡•Á•–ƒ&®ˆÔw<îq•–m±¹Ôw<îq•–FŽ¼
¹ÜÜ<QƒŠa‡•Á•–ƒ&®ˆÔw<îq•–mV¹Ôw<îq•–FW»



$%

B5ƒX_—•–ƒ
¾¿•–ƒ
Ôw<îq•–ƒMm³X´
Ôw<îq•–"#m³X´

~•

~•

　1.多様な文化や価値観を受け入れ、対象を身体的・精神的・社会的に統合された生活者として捉える

　　ことができる。

　2.人を‹重し、Œいやりの{をもって行動することができる。

　3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し看護実践が

　　できる。

◎4..健医療,-…ーlのÁÂとして多x種と0働し、¹ºF生社会における看護の役割と§¨を理解
　　することができる。

　5.{身の健康を自ら.持し、看護9:xとして、常に†‡{をもって主体的に行動ができる。

~•

（ 問看護ステーション）
¹º・BCで生活する療養者とその½¾またはその他の;援者がその人らしい生活をÔÌするための看護援助を実践す

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（¹
º¿À;援センöー）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¹º
¿À;援センöーにおける¹º¿À;援を学ぶ。

( 問看護ステーション）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.
自己のビジョンを明らかにし、自らの意Œで実習のa›ができる。
2.¸用者と½¾またはその他の;援者のニー¶を捉えることができる。

3.¸用者と½¾またはその他の;援者に—した看護援助を実‰できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4.
¹º・BCで»らす¸用者を;えている多x種連/について学ぶ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5.看
護実践をGして自己の看護に対する考えを明らかにできる。

6.看護学生としてzましい態度で実習にzむことができる。

（¹º¿À;援センöー）
1.自己のビジョンを明らかにし、自らの意Œで実習のa›ができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.
¹º¿À;援センöーにおける¿À的;援に参,できる。                                                 3.¹
º¿Àケアシステlにおける中¡的な機関である¹º¿À;援センöーの役割について理解を深める。　　　　4.¹
º・BCで生活する人々への;援に関わる関連機関との連/について理解できる。　　　　　　　　　　　　　5.実習
での学びをGして¹º・BC;援についての自己の考えを明らかにできる。　　　　　　　　　　　　　　　6.看護学

生としてzましい態度で実習にzむことができる。

担当者

åæ"J.;¼½3456(*%8



B5ƒX_—•–ƒ
¾¿•–ƒ
Ôw<îq•–ƒMm³X´
Ôw<îq•–"#m³X´

<W„šq1ŽAÔw<îq•–A™š›¨©ƒ„1Æ4˜‹;
<ƒ…W„A4ƒªFÕF1®:É¯d¨«ƒ„¯[:;

¹W„…†AŽH‹·t1¥#4·[:;

®žŠ
¹ÜÜ<QƒŠa‡•Á•–ƒ&®ˆÔw<îq•–m±¹Ôw<îq•–FŽ¼
¹ÜÜ<QƒŠa‡•Á•–ƒ&®ˆÔw<îq•–mV¹Ôw<îq•–FW»



開講時期 単位 時間数

! "# $%

受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

<ƒ…dFhiX€„1Æ?ÛCº&ÆX¨©¤F1.ÜPAÆ
4«‰
<âã½›²ªdW„A«‰

›E«/•–m
›E•–"#m

既習の学習内容を復習する。特看護技術に関しては、臨’において実‰¢能なT¼ルまで事前学習しておく。

実習内容に基づく評価表を用いて評価する。

9:分野•　臨’看護u論　（医学書院）
9:分野Ⅱ　成人看護学u論（医学書院）

3

!"Ú5žÖÈK
¡Yr• «ÔW„ 8

5

!"Ú5žÖÈK
¡er•

ƒ…W„
<ƒªFÕF
<!"F[\<PÄXG`ÛgFû'¶•–F••¶ÖkA•
¹#4ƒˆ;É¯

ƒ…W„ 8

«ÔW„ 8

2

!"Ú5žÖÈK
¡Vr•

«ÔW„ 8

授業計画

•‚ ƒ„…†

1

!"Ú5žÖÈK
¡±r•

<W„78 ÖÍK01Ö
<!"Ú5žÖÈKA˜‘:WØÔ.KJAŽH#•@ƒ
<!"®ßF@ƒ
(Ö’Ð5ÖWF…†
/!"Ú5žÖÈKda>»:!"njFWaX•–F••
/!"®ßsF´·1¹•Æ4XB5À“½891ðÈ:
/›EqF™š¿}~½<À“½<¾¿½µXhA•#4
/æ¬(Ö’Ð5ÖW

重点目標

　健康増bのア°„ー…

学習活動
£健康V理センöー¤
1. 実習の主題と¥らし合わgて、実習のビジョンを明らかにし、自己の学習計画を立て事前学習をして臨む

2. 健康V理センöーに れる成人期の特徴と生活習¦と疾病発生要因を理解する

3. 1名の受診者とともに検査–—につき、問診・検査説明・健康教育の場に参,する
4. 看護学生としてzましい態度で実習に臨むことができる

DPとの関連

◎3.看護の対象者となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践

　　できる。

科目名 担当者

Xù¼½1MïF
;µ'6E8

®%A' ( )* ""»ÕÖ×;¼½3456(*%8



開講時期 単位 時間数

1.自己のビジョンを明らかにし、自らの意Œで実習a›ができる。
2.生命及び健康の¥機的状àにある対象と½¾の特徴を知る。

3.受け持ち患者の経–に応じた看護援助を看護師とともに実‰する。

! "# $%

12 ¡±Vr• ƒªFÕF ƒ…W„ 8

10 ¡±ºr•
<µR<`ÜWØÔ.KJX•–Ÿù¿‚¤•–ŸùX`ÜF•
–ŸùhAÅ?4•–½tF@ƒXØ•Ù•–©¯ÕA•–½t
FW~;

«ÔW„ 8

11 ¡±±r•

<µR<`ÜWØÔ.KJX•–Ÿù¿‚¤•–ŸùX`ÜF•
–ŸùhAÅ?4•–½tF@ƒXØ•Ù•–©¯ÕA•–½t
FW~;
<æ¬(Ö’Ð5ÖW

«ÔW„ 8

8 ¡\r•
<µR<`ÜWØÔ.KJX•–Ÿù¿‚¤•–ŸùX`ÜF•
–ŸùhAÅ?4•–½tF@ƒXØ•Ù•–©¯ÕA•–½t
FW~;

«ÔW„ 8

9 ¡Wr•
<µR<`ÜWØÔ.KJX•–Ÿù¿‚¤•–ŸùX`ÜF•
–ŸùhAÅ?4•–½tF@ƒXØ•Ù•–©¯ÕA•–½t
FW~;

«ÔW„ 8

6 ¡`r•
<µR<`ÜWØÔ.KJX•–Ÿù¿‚¤•–ŸùX`ÜF•
–ŸùhAÅ?4•–½tF@ƒXØ•Ù•–©¯ÕA•–½t
FW~;

«ÔW„ 8

7 ¡Zr•
<µR<`ÜWØÔ.KJX•–Ÿù¿‚¤•–ŸùX`ÜF•
–ŸùhAÅ?4•–½tF@ƒXØ•Ù•–©¯ÕA•–½t
FW~;

«ÔW„ 8

4 ¡er•

<º‘\Áe¼®FSžW'ÖÎ¿º‘\Áe¼®0Êh
<µR<`ÜWØÔ.KJX•–Ÿù¿‚¤•–ŸùX`ÜF•
–ŸùhAÅ?4•–½tF@ƒXØ•Ù•–©¯ÕA•–½t
FW~;

«ÔW„ 8

5 ¡Yr•

<µR<`ÜWØÔ.KJX•–Ÿù¿‚¤•–ŸùX`ÜF•
–ŸùhAÅ?4•–½tF@ƒXØ•Ù•–©¯ÕA•–½t
FW~;
<¬R(Ö’Ð5ÖWaW„1¶FGH

«ÔW„ 8

2 ¡Vr•

<º‘\Áe¼®FæÆ‘œ
<µR<`ÜWØÔ.KJX•–Ÿù¿‚¤•–ŸùX`ÜF•
–ŸùhAÅ?4•–½tF@ƒXØ•Ù•–©¯ÕA•–½t
FW~;

«ÔW„ 8

3 ¡Yr•

<º‘\Áe¼®FSžW'ÖÎ¿`²Z“®h
<µR<`ÜWØÔ.KJX•–Ÿù¿‚¤•–ŸùX`ÜF•
–ŸùhAÅ?4•–½tF@ƒXØ•Ù•–©¯ÕA•–½t
FW~;

«ÔW„
¿2«3-

W„h
8

DPとの関連

◎3.看護の対象者となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践

　　できる。

授業計画

•‚ ƒ„…†

1 ¡±r•
<~Ë78 ÖÍK01Ö¿`aX`Üh
<º‘\Áe¼®PF45XæÆ‘œ
<e¼®FµR<•–½tF@ƒ

«ÔW„ 8

重点目標

急性期にある対象の経–に応じた援助をÞ'看護師とともに実‰できる。

学習活動

4.急性期医療における多x種連/を学び看護師の役割を理解できる。
5.看護実践をGして急性期にある対象への看護の意義、役割について§Dることができる。
6.看護学生としてzましい態度で実習に臨むことができる。

科目名 担当者

Xù¼½1MïN
;¦P'8

)%&' $ m* "»ÕÖ×;¼½3456(*%8



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

à„Fƒ„…†1Â„[:;™•–u‡AZÆ4ÙX«/A˜#4W~†ú›5¢JØd¨©ƒ„Æ4˜‹;

W„…†AŽH‹·t1¥#4·[:;

<«/bž•–Èm¿QƒŠah¹¹¹<B‹>Û:J£‡q•–¿O.@@?0hX&'de
<•Á•–ƒ&®¹›E•–ƒøá‘•„ç¿QƒŠah

<ƒ…dFhiX€„1Æ?ÛCº&ÆX¨©¤F1.ÜPAÆ
4«‰
<âã½›²ªdW„A«‰

›E«/•–m
›E•–"#m



開講時期 単位 時間数

! "# $%

11
±±r•¿Îhƒ…W„

ƒªFÕF¹OP ƒ…W„ 8

12
±Vr•¿Áhƒ…W„

ƒªFÕF¹OP ƒ…W„ 8

10
Wr•¿6h e¼®FæÆF‚]<•–ŸùAŽH#••–½tFW~

/•–W»·Frt
«ÔW„ 8

11
±ºr•¿¦h e¼®FæÆF‚]<•–ŸùAŽH#••–½tFW~

/æ¬(Ö’Ð5ÖW
«ÔW„ 8

8
Zr•¿Îh e¼®FæÆF‚]<•–ŸùAŽH#••–½tFW~

«ÔW„ 8

9
\r•¿Áh e¼®FæÆF‚]<•–ŸùAŽH#••–½tFW~

«ÔW„ 8

6
Yr•¿6h /e¼®F•–ŸùFrt

«ÔW„ 8

7
`r•¿¦h /¬R(Ö’Ð5ÖW

¹W„1¶FGH
«ÔW„ 8

3

Yr•¿Îh •–½tF@ƒ<§ŒW~XæÆ‘œ<l5<¡•<e¼®A™
š¯ðÈ:•–¯ýF5å<P~Z“® «ÔW„ 8

4
er•¿Áh /º‘\Áe¼®F0Ê¯e¼®A™š¯ðÈ:•–¯ýF5

å<P~)Frt
«ÔW„ 8

«ÔW„ 8

2
Vr•¿¦h •–½tF@ƒ<§ŒW~XæÆ‘œ

«ÔW„ 8

授業計画

•‚ ƒ„…†

1
±r•¿6h `a<`Ü78 ÖÍK01ÖXº‘\Á®æÆ‘œX•–½

t@ƒX§ŒW~

重点目標

&性的な病¬・障害とともによりよく生きていくことを;える看護を学ぶ

学習活動

1.自己のビジョンを明らかにし、自らの意Œで実習a›ができる
2.¨0的な病¬とともに生きる対象者（その½¾を含む）の特徴を知る

3.対象者の健康行動を;えるために必要な;援を考える
4.セルフÎネジメントを;える看護が実践できる

5.さまざまなÞ'場面に参,する（WXÞ'、個tÞ'、栄養+による栄養Þ'、薬¤師による薬¤Þ'）
6.体験をJりKり、セルフÎネジメント;援を必要とする人にとっての看護の意義を明らかにする

7.看護学生としてzましい態度で実習に臨むことができる。

DPとの関連

◎3.看護の対象者となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践

　　できる。

科目名 担当者

Xù¼½1Mï‘
;QP'8

)%&' $ m* "»ÕÖ×;¼½3456(*%8



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

・能動的学習Õ態である

・<=的な>?で実習に@り組む

成人看護学概論

既習学習の内容についてはすDて事前に学習し実‰する

実習内容に基づく評価©を用いて評価する

・系統看護学講8　成人看護学Ž•ôª«¬（医学書院）



開講時期 単位 時間数

"#¹

受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

W„sRÙ~¸[:É¯1ÑóÆXW„ÐRÙ`AW„sRbd
a=;¨Ô1Ö=KJ0KÎAŽHËX™š›ƒ„¶u‡€„Ù
W„¨©AŸùÆW~[:

•–Žµu‡XÄÅ½tu‡XRç!"žƒmXRç!"½tm
_—•–ƒÖMmX"#m³<´h
îq•–m
_—•–ƒW„´

¦Ó¨©ƒ„a_—•–XÄÅ½tu‡SXRç!"žƒm#Rç!"½tmdà„Æ•…†1Û„Æ4˜‹
qÓ¨«ƒ„a_—•–ƒW„Ø¯9A•›Ê:ž•dß:É¯1N‹A!C•‰

W„sušA¯?

¦Ó›E•–ƒ¿Ÿ<Rçh
qÓŽ••–ƒu‡´
§Ó_—•–ƒ<_—•–`²<GmXÄÅùúÛÇ@•_—•–w›

授業計画

ƒ„…†

¦ÓW„—Ua™ƒë–_E2K*

«ÔW„

qÓW„qRagrR

§ÓW„sRaÒ`¯Æ4ºa§*•¦Òa§*

gÓW„… aÌ‚ÙW„šq1¯?

ÒÓW„…†
~Ëd<Ç[~^®156ÆX_—•–ƒdƒˆ;5m¶"#1O¯A\4:7¯û2$31ÏÑÆ›ÊÇÄÅ
1ZÈXýFEÇÆ#EÄFÁÂA£‘4Z½Æ4#:³´›~^®ØSF—A˜‘:•–1ƒ±;Ø•X«U
®F!"1ZÈ:´Ð›Åb123X³]—RFæÆÕF¶“ÀFWaA¯]Æ~ËA˜‘:•–©F••A•
#4ƒ±;

重点目標

‰«で生活する要p護)*者の健康をÝる看護を学ぶ。

学習活動

１.¹ºで生活（療養生活）する)*者の特徴について§Dる。
２.看護x及び看護x外の多x種xÂと行動をFにし、入ÿ者のケアや健康をÝるためのn活動に参,する。
３.多x種…ーlのÁÂとして日々の日常生活援助やn活動の体験をGし観¯したことや¬づきを®¯F7する。
４.実習体験及びカンフ°TンスをGし‰«で»らす)*者とその½¾のzむ生活を目Þしたp護h人,-‰«におけ
る看護師の役割について学んDことをF7する。
DPとの関連

　1.多様な文化や価値観を受け入れ、対象を身体的・精神的・社会的に統合された生活者として捉えること

    ができる。

　2.人を‹重し、Œいやりの{をもって行動することができる。

　3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し看護実践ができ

    る。

◎4..健医療,-…ーlのÁÂとして多x種と0働し、¹ºF生社会における看護の役割と§¨を理解する
    ことができる。

　5.{身の健康を自ら.持し、看護9:xとして、常に†‡{をもって主体的に行動ができる。

　科目名 担当者

ÿ%¼½1MïF
¿™ƒë–_E2K*W„h

$%A' ( )* Ž|"ñ.;¼½3456$m%8



開講時期 単位 時間数

"#¹

受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

W„sRÙ~¸[:É¯1ÑóÆXW„ÐRÙ`AW„sRbd
a=;¨Ô1Ö=KJ0KÎAŽHËX™š›ƒ„¶u‡€„Ù
W„¨©AŸùÆW~[:

•–Žµu‡XÄÅ½tu‡XRç!"žƒmXRç!"½tm
_—•–ƒÖMmX"#m³<´h
îq•–m
_—•–ƒW„³

¦Ó¨©ƒ„a_—•–XÄÅ½tu‡SXÌ`²mXÌ›E•–ƒdà„Æ•…†1Û„Æ4˜‹
qÓ¨«ƒ„a_—•–ƒW„Ø¯9A•›Ê:ž•dß:É¯1N‹A!C•‰

W„sušA¯?

¦Ó›E•–ƒ
qÓŽ••–ƒu‡´

授業計画

ƒ„…†

¦ÓW„—UaHŸ•IJKL2K*

«ÔW„

qÓW„qRagrR

§ÓW„sRaÒ`¯Æ4ºa§*•¦Òa§*

gÓW„… aÌ‚ÙW„šq1¯?

ÒÓW„…†
HŸ•ef×ÕÊÄÅÊ–¿IJKL2K*hd<Ç[HŸ•~^®FHŸ•A•#4³Ä½Aƒª189:;
Ø•X«UÆ4#:"Ð¯F´Ð›ÄÅ—XA˜‘:,-./ØK01Ö¶ZC12Æ4Ôwd<Ç[HŸ•~
^®F•–FßC"1ðÈ:;IJKL2K*W„dÙXHŸ•~^®FÄÅ1Åäµ[:SNÍÇ¨ÍÇØS
¯Æ45N8 K01ÖF>ù<W~1suFO¯ƒÄ`~da=;

重点目標

認知症のある)*者に対して意H的なアクティビティケアを5画・提Ïし、認知症のある)*者の看護を学ぶ。

学習活動

１.¹ºで生活（療養生活）する認知症のある)*者の特徴について§Dる。
２.入ÿ者の日常生活援助や日課に応じたn活動をxÂとFに行い、認知症のある)*者Á人±とりとコミュニケー
ションをGして意Œ²GをHるための³´や認知T¼ルに応じた関わりを行う。

３.認知症グルー°µーlにおける認知症のある)*者のアクティビティをQす;援（Tクリエーション）を5画し、
実践する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４.

実習体験およびカンフ°TンスをGし、認知症グルー°µーlで»らす認知症のある)*者とその½¾の¶·¸を)める
看護について学んDことをF7する。
DPとの関連

　1.多様な文化や価値観を受け入れ、対象を身体的・精神的・社会的に統合された生活者として捉えること

    ができる。

　2.人を‹重し、Œいやりの{をもって行動することができる。

　3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し看護実践ができ

    る。

◎4..健医療,-…ーlのÁÂとして多x種と0働し、¹ºF生社会における看護の役割と§¨を理解する
    ことができる。

　5.{身の健康を自ら.持し、看護9:xとして、常に†‡{をもって主体的に行動ができる。

　科目名 担当者

ÿ%¼½1MïN
（認知症グルー°µーl実習） )%&' ( )* Ž|"ñ.;¼½3456$m%8



開講時期 単位 時間数

"#¹

受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

W„sRÙ~¸[:É¯1ÑóÆXW„ÐRÙ`AW„sRbd
a=;¨Ô1Ö=KJ0KÎAŽHË™š›ƒ„1`~½Aa
=;ƒ„Æ•rCÄÅ½tÙIJKLd€„Ÿù1À4X€„1
a#W„A«‰

•–Žµu‡XÄÅ½tu‡X«/•–mX«/•–u‡X«/
;Þ€„X›E•–ƒXRç!"žƒmXRç!"½tm
_—•–ƒÖMmX"#m³<´h
îq•–m
_—•–ƒW„³<´XÔw<îqW„X›E•–ƒW„

¹¦Ó¨©ƒ„a_—•–XÄÅ½tu‡SXÌ`²mXÌ›E•–ƒdà„Æ•…†1Û„Æ4˜‹
¹qÓ¨«ƒ„a_—•–ƒW„Ø¯9A•›Ê:ž•dß:É¯1N‹A!C•‰

W„sušA¯?

¦Ó›E•–ƒ
qÓŽ••–ƒu‡´
§Ó_—•–ƒ<_—•–`²<GmXÄÅùúÛÇ@•_—•–w›

授業計画

ƒ„…†

¦ÓW„—Ua¶B#Ê˜Û78`aX9B“`aX:ê`aXnê`a

«ÔW„
ƒ…W„

¹¹¹¹¹¹¹#'»ÛF`adW„1[:

qÓW„qRa±VrR¿_—•–ƒW„FØ¯9aƒ…W„±rR1‰‰h

§ÓW„sRaÒ`¯Æ4ºa§*•¦Òa§*

gÓW„… aÌ‚ÙW„šq1¯?

ÒÓW„…†

]^˜Bªùúp†Ê~^®FÄÅùúA27[89156ÆXXrCÄÅ½t¶8–¨8ÍK01ÖAB?
4XýFEÊÍ‰¿ß:#ÙÍ‰dß)=hÄÅFWuA£‘••–ÊW»dË:ú7¿Ÿ=<u‡<²ªh1
ë=;Ø•XÉ»ÇF½t12Æ4~^®1ÈÂ½AÎÈ:óôX~^®FO4:71ÅÛÆ•½t"#¶-6
äFß:•–A•#4ƒ±;ƒ…W„dÙ_—•–ƒW„³<´<SÛÇ‡ýFEÇÆ‹ÄË:1ZÈ:•–ˆ
A•#4ðÈXL5êÖÍK01Ö[:

重点目標

hいを生きる)*者（とその½¾）が、生活者として生活をê構ˆし、病（健康障害や&性疾患など）とともにその人

らしく生きていくことを;える看護を実践する。

学習活動

１.種々の要因による健康障害によってその人らしく生きること、生活することの営4がŠ¹となった対象者（½¾を
含む）の特徴について§Dる。
２.健康状àをØÙし、º次的合併症を予防する看護が実践できる。

３.生活$・価値観・生活Ö×を基Æに、対象者（½¾を含む）の¶·¸維持・i上にiけて自立・自»して生きていくこ
とおよび健康状àに合わgた生活ê構ˆを;援する看護を実践する。

４.生活をê構ˆするための多x種連/および社会資2の活用について§Dる。
５.h年看護の特徴・役割を理解し、人生の統合を;える看護について§Dる。DPとの関連

　1.多様な文化や価値観を受け入れ、対象を身体的・精神的・社会的に統合された生活者として捉えること

    ができる。

　2.人を‹重し、Œいやりの{をもって行動することができる。

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し看護実践ができ

    る。

　4..健医療,-…ーlのÁÂとして多x種と0働し、¹ºF生社会における看護の役割と§¨を理解する
    ことができる。

　5.{身の健康を自ら.持し、看護9:xとして、常に†‡{をもって主体的に行動ができる。

　科目名 担当者

ÿ%¼½1Mï‘
; 病院実習）

")%&' $ m* Ž|"ñ.;¼½3456$m%8



開講時期 単位 時間数

¹±Ó³´›\µ¶·¸¹1º‘«»Xe¼1}~½<¾¿½<À“½AÁÂÃ»•ÄÅ®¯Æ4ÎÈ:É¯ÊdË:;

¹VÓE1ÏÑÆX2#¶CFB1O?4ab[:É¯ÊdË:;

°eÓ[!QRno•K*F§Ó¯Æ4³]—¯²èÆXÔwÕÄÀ“A˜‘:•–F••¯Ö×156[:;

"# $%

¹

受講上の注意 関連科目

´Ë˜™”}

¬˜™#®¤

¬˜™#²•¤¶

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

　２．系統看護学講89:分野Ⅱ　ÇÈ臨’看護学各論　ÇÈ看護学Ž　医学書院

　１．根拠と事“防”から4た　ÇÈ看護技術　Q2?
　２．ナーシンググラフィカ　ÇÈ看護学ƒ　ÇÈの発達と看護　メ>ィカ出?

<·<OF•üAÂ>k4,-./ØK01Ö1a=É¯
<·<O1ÏÑÆ•²ªdâ[:É¯
<âã½AW„A«‰É¯
<KPAÙ>¡f”[:É¯

実習要¼を½読し、必要と考える事前学習を行う。
援助時は必¾JりKりを行い次の援助に活かすこと。

　ルー´リµクで評価
　.育¿30％　.健センöー10％　ÇÈ科病À60％

教科書

　１．系統看護学講89:分野Ⅱ　ÇÈ看護学概論　ÇÈ臨’看護u論　ÇÈ看護学ƒ　医学書院

参考書

¹¹õ±•F[ßéAYŸdW„1a=
¹¹øN9WA«CX—^Af3•·<OF›8<r¶A•#4
¹¹¹¹•ÆX[ß#Fs¤FO¯Z½FWa1a=

ƒ„…†

臨¹実習 jq

Ì‚ÙÜá•–ƒW„šA1¯?

¦ÓW„qRaV—Ä«q
qÓW„sRa«ÔW„¹Waºº•±`aºº

§ÓW„…†
¹¦h[ßéW„¿V—Ä«qh¿6•Á;rhgrR¹WÁ;rÙësR

重点目標

·<OFr¶EVAf3•Z>CÊdË:

学習活動

¦ÓZYF¨Ô1Ö1lÇÛAÆXZÇFû2dW„¤FÊdË:
qÓ$%N9WF·<OF›8<r¶F¹•1a=
§ÓrCÄÅPF½t1KPATûÆ›ÊÇ¹•˜Bª½tÊdË:
gÓ(Ö’Ð5ÖW12Æ4X~¸Æ•É¯ÛÇ›8<r¶F56189:
ÒÓ•–ƒÄ¯Æ4ÍØÆ#²ªdW„A«‰É¯ÊdË:
DPとの関連

授業計画

　科目名 担当者

Õ/¼½1MïF 2年後期 ( )*
 :尾　<子
（助=師として20年）



開講時期 単位 時間数

¹±Ó³´›\µ¶·¸¹1º‘«»Xe¼1}~½<¾¿½<À“½AÁÂÃ»•ÄÅ®¯Æ4ÎÈ:É¯ÊdË:;

"# $%

¹¹õ±•F~ËAV•YŸdW„1a=
¹

受講上の注意 関連科目
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事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

　２．系統看護学講89:分野Ⅱ　ÇÈ臨’看護学各論　ÇÈ看護学Ž　医学書院

　４．根拠と事“防”から4た　ÇÈ看護技術　Q2?

　.育¿30％　.健センöー10％　ÇÈ科病À60％

教科書

　１．系統看護学講89:分野Ⅱ　ÇÈ看護学概論　ÇÈ臨’看護u論　ÇÈ看護学ƒ　医学書院

参考書

　１．ナーシンググラフィカ　ÇÈ看護学ƒ　ÇÈの発達と看護　メ>ィカ出?
　２．ナーシンググラフィカ　ÇÈ看護学Ž　ÇÈの発達と看護　メ>ィカ出?
　３．ナーシンググラフィカ　ÇÈ看護学•　ÇÈの発達と看護　メ>ィカ出?
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実習要¼を½読し、必要と考える事前学習を行う。
援助時は必¾JりKりを行い次の援助に活かすこと。

　ルー´リµクで評価
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授業計画
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重点目標
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学習活動
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　科目名 担当者

Õ/¼½1MïN 3年前期 $ 7* :尾　<子
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開講時期 単位 時間数
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受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

実習評価表に基づき評価する

教科書

　系統看護学講8　9:分野Ⅱ　R性看護学Ž　R性看護学各論　医学書院

　系統看護学講8　9:分野Ⅱ　R性看護学ƒ　R性看護学概論　医学書院

臨¹実習

±習：新生ÈのcイöルëインW定、新生È計W、de、fgW定、育È技術、授h方法、ih
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関連科目の既習学習は復習しておく

授業計画
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重点目標

NO・分P・=_期および新生È期の生理的な経–の特徴と、女性とその½¾のライフスöイルにおける健康を

.持増bするための看護を理解する

到達目標

１．自己のビジョンを明らかにし、自分の意Œで実習a›ができる
２．対象者の観¯や看護xとともに健康を.持増bするためのn活動（健康診査・.健Þ'É）に参,する
３．実習体験やカンフ°TンスをGして、対象者の健康状態に応じた;援や多x種連/について学んDことを
　　F7する
４．実習をGして、R性・Á性・½¾・生命の‹Âについて考える
５．看護学生としてzましい態度で実習に臨むことができる

DPとの関連
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　科目名 担当者

R性看護学実習 3年前期 2 90 松本　千穂（助産師として１６年半　）



開講時期 単位 時間数
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ƒªFÕF OP ¯R

12 ƒªFÕF OP ¯R

9 W„¸r• º‘\Á®12Æ4•–W» «ÔW„ ¯R

10 W„¦*r• º‘\Á®12Æ4•–W»¹W„FBCCCXØ¯9 «ÔW„ ¯R

7 W„Ir• º‘\Á®12Æ4•–W» «ÔW„ ¯R

8 W„ºr• º‘\Á®12Æ4•–W» «ÔW„ ¯R

5 W„Òr• º‘\Á®12Æ4•–W» «ÔW„ ¯R

6 W„ër• º‘\Á®12Æ4•–W»¹Wq?•A~Ë@ƒ «ÔW„ ¯R

3 W„§r• º‘\Á®12Æ4•–W» «ÔW„ ¯R

4 W„gr• º‘\Á®12Æ4•–W» «ÔW„ ¯R

«ÔW„ ¯R

2 W„qr• º‘\Á®12Æ4•–W» «ÔW„ ¯R

授業計画

•‚ ƒ„…†

1 W„¦r• `aX`Ü78 ÖÍK01ÖXº‘\Á®æÆ‘œ

重点目標

精神に障害を持つ対象の日常生活の自立及び社会生活への—応にiけた看護実践ができる。

学習活動

１．精神科実習の目的、ルー´リµクにÃった自己のビジョンを明確にし、必要な学習を行う。

２．精神に障害を持つ対象の身体・精神・社会的特性を理解している。

３．精神に障害を持つ対象のセルフケアにiけた日常生活の援助ができる。

４．社会復ŸのÄに必要な;援を考え説明できる。

５．患者Å看護師関係における相互作用を理解し、患者に—した£近技術の重要性が理解している。

６．看護実践をGして自己の看護に対する考えを明らかにできる。

７．看護学生としてzましい態度で実習に臨むことができる。
DPとの関連

◎3.看護の対象となる人々の健康上の課題に対し、科学的根拠に基づく知識・技術を習得し、看護実践ができ る。

　 4.保健医療福祉チームの一員として多職種と協働し、地域共生社会における看護の役割と責任を理解する ことができる。

科目名 担当者

0t¼½1Mï
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$ m* 　野口　新p（看護師として５年）



受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

１．看護9:xとしてのE理観に基づいて実習を行う。

{理学
看護のための{理学
精神看護学概論

精神看護学方法論•
精神看護学方法論Ⅱ

精神看護学方法論Ⅲ

実習要]を基に精神看護に必要な事前学習

実習内容に基づく評価表を用いて評価する

精神看護学ƒ精神看護の基礎（医学書院）

精神看護学Ž精神看護のk開（医学書院）



開講時期 単位 時間数
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受講上の注意 関連科目

事前および事後学習

成績評価の方法

教科書・参考書・その他の教材

既習学習の内容についてはすDて事前に学習し実習する。

実習内容に基づく評価表を用いて評価する

看護学概論}医学書院~
看護V理}医学書院~
医療©全}医学書院~

11 ¦¦r•¹ƒ…W„ ƒªFÕF¹OP ƒ…W„ gê

・能動的学習Õ態である

・<=的な>?で学習に@り組む

基礎看護学概論

看護V理
医療©全

9 ¸r• qEFº‘\Á®12Æ4•–W» «ÔW„ gê

10 ¦*r• qEFº‘\Á®12Æ4•–W» «ÔW„ gê

7 Ir• qEFº‘\Á®12Æ4•–W» «ÔW„ gê

8 ºr• qEFº‘\Á®12Æ4•–W» «ÔW„ gê

5 Òr•
qEFº‘\Á®12Æ4•–W»
Wq?•A8K×KW„<•–Ú5A•#4Ÿù[:
¿q•§E'•h

«ÔW„ gê

6 ër• qEFº‘\Á®12Æ4•–W» «ÔW„ gê

3 §r• qEFº‘\Á®12Æ4•–W» «ÔW„ gê

4 gr• qEFº‘\Á®12Æ4•–W» «ÔW„ gê

«ÔW„ gê

2 qr• qEFº‘\Á®12Æ4•–W» «ÔW„ gê

授業計画
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1 ¦r• `aX`Ü78 ÖÍK01ÖXº‘\Á®æÆ‘œ

重点目標

　多x種と連/・0働し、‘数の対象者の様々な状àに応じた看護を実践する。

学習活動

１.自己のビジョンを明らかにし、自らの意Œで実習a›する。
２．実習の様々な体験から、医療…ーlにおける看護師の役割と機能について§Dる。
３．医療…ーlにおける看護部、看護師長、看護師、多x種との連/・0働について§Dる。
４．看護師や他x種とのqš・®¯F7し、医療…ーlのÁÂとして‘数の対象者のケアに参,する。
５．多重課題の中で‘数の対象の看護の’“”位を考え実践する。

６．実習の学びを<4重ねて、看護師としてE理観に基づいて看護実践する。DPとの関連

　4..健医療,-…ーlのÁÂとして多x種と0働し、¹ºF生社会における看護の役割と§¨を理解するこ
　　とができる。

◎5.{身の健康を自ら.持し、看護9:xとして、常に†‡{をもって主体的に行動ができる。

科目名 担当者
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